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０インド連邦カルナタカ州無医村

　地区巡回診療プロジェクト　1988年

＠ネパール王国ビスヌ村地域保健医療

　プロジェクト　巡回診療のみ継続中

　　　　　　　　　　　　　　　1991年

＠在日外国人医療プロジェクト

　　(東京･大阪)

　1991年４月17日に

AMDA国際医療情報

センターを設立。93

年５月より(財)東京

都健康推進財団の外

国人医療関連事業の

委託もうける。在日

外国人を初めとする関係者からの医療に関する電話

相談、受け入れ医療機関の紹介などを実施。

○イラン国内クルド湾岸戦争被災民放

　援プロジェクト　　　　　　　1991年

＠ピナツボ火山噴火被災民救援医療

プロジェクト 1991年

＠エチオピア・チグレ州難民救援医療

　プロジェクト

＠バングラデシュ・ミャンマー

　難民緊急医療プロジェクト

＠ネパール国内ブータン難民

　緊急医療プロジェクト

　1992年５月よりネパー

ル支部により活動開始。

現在難民と地元ネパール

人民双方を診療する第二

次医療センターとしてそ

の地の基幹医療機関の役

割を果たしている。

1992年

1992年

＠カンボジア地域医療プロジェクト

　1992年より、プノム

スロイ群病院の支援を

開始。近辺の村を予防

接種、蚊帳の無料配布

プロジェクトを実施。

＠ネパール・タンコット村眼科医療＆

　母子保健プロジェクト
　1992年よりカトマン

ズ近郊のタンコット村

で眼科検診・診療と母

子保健を中心に据えた

総合地域保健プロジェ

クト開始。

●インドネシア・フローレス島大震災

　救援医療プロジェクト　1992年12月

●ソマリア難民緊急援助医療

　プロジェクト

　1993年1月よりケニ

ア､ジプチ､ソマリア本

国難民救援医療活動を

｢アジア多国籍医師団｣

として開始。

＠ジブチ産婦人科病院人材育成

　プロジェクト　　　　　　　　1993年

●ネパール・バングラデシュ大洪水被

　災民緊急救援医療プロジェクト1993年

●タイ国チェンライAIDSプロジェクト

　　1993年

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
● 　　　　アジア多国籍医師団

1993年5月22日に創設。アジアの自､然災害や●　・ＪＪＪ‾7 -″/･ － 1･-●･ﾐs4●●〃sJ〃　－　s　－.一一ﾐ.-...=●-sls

●難民などの緊急時に俊敏に対応できる全支部か

゜ら（15ケ国）から構成されたＡＭＤＡの緊急救援
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１インドボンベイ周辺地域保健医療

　プロジェクト

　1993年10月のソラ

プール地震被災者巡回

診療の後をうけての整

形外科診療・知能障害

児早期発見・防止医

療、高齢者・母子医

療、エイズ防止教育の

各プロジェクトを1995年４月より開始。

●カンボジア精神保健プロジェクト

　　　　1994年より、プノ

　　　ンペン市内のシア
r1●メータ病院で、カン

　　　ボジア国内初の精神

　　　科病棟を設置。病院

　　　スタッフのトレーニ

　　　ング、薬剤の提供を

　　　行っている。

や●

＠インドネシアスマトラ島南部地震

　救援医療プロジェクト　　1994年2月

＠モザンビーク帰還避難民プロジェクト

　1994年２月よりモ

ザンビーク南部カザ

州において開発医療

活動を行っている。

＠旧ユーゴスラビア日本緊急救援

　NGOグループ援助プロジェクト

　1994年６月より日

本緊急救援NGOグ

ループ（JEN）の活動

として、クロアチア、

セルビアにおいて、

緊急医療、生活改善

指導、職業訓練、教

育、物資援助などの多方面にわたる援助を行う。

●ネパール・タメル地区ストレートチ

　ルドレン診療プロジェクト　1994年2月

＠ルワンダ難民緊急救援プロジェクト

　1994年５月より、北

部ガラマ難民キャンプ

で、ルワンダ難民を対

象に緊急救援プロジェ

クトを開始。

　　　撮影　山本跨文氏

＠ルワンダ難民

　プロジェクト

緊急救援ゴマ

　　　　　1994年8月

ｅルワンダ難民緊急救援ブカブ

プロジェクト 1994年８月

＠ルワンダ国内病院再建プロジェクト

　ル・トンド診療所

(ルワンダキガリ市)

国内避難民、住民を対

象に94年10月より支

援活動を開始。

＠タイHIV患者カウンセリング

プロジェクト 1994年10月

eJlcAフィリピン・ターラック州家族

　計画母子保健プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　1994年10月

＠阪神大震災緊急救援プロジェクト

　1995年1月神戸市長

田区において地震被災

者に対する緊急援助活

動を実施。

＠JICAザンビア保健医療プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年4月

＠インド地域医療プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年4月



●チェチェン難民救援プロジェクト　゛

　１９９５年４月より

（JENの活動として）ロ

シアのイングーシ、

チェチェンにおいて、

救急医療および子供の

ための予防接種プロ

ジェクトを開始。

＠サハリン大震災緊急プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年5月

●スーダン国内避難民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　1995年

●アンゴラ帰還難民プロジェクト

　1995年ア月よりア

ンゴラヘの難民帰還を

促進する為、北部ザ

イール国境付近の病院

を再建する。

●タイ　アニマル・バンクプロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年7月

●北朝鮮大洪水救援プロジヱクト

＠ミャンマー地域医療プロジェクト

　19％年３月、ABA、

MISとの協力で浄水器

一台をメティーラ市の

カンナジョン寺院に設

置。救急車も贈呈。地

域の衛生状態の改善、

地域医療活動を行う。

●ＩＮＮＥＤ(緊急救援と開発のための国際

　ＮＧＯネットワーク)プロジェクト

　1994年10月、岡山国際貢献NGOサミット時に設

立される。インドネシア、バングラデシュ､フィリピ

ン､ボリビア､ブラジルでは緊急事態対応体制と称し

て、NGoによる相互理解と相互支援のネットワーク●

作りを開始した。

●中国雲南省緊急救援プロジェクト

　　1996年１月に発生

した大震災緊急救援の

ため、医薬品や生活物

資を送る。更に、医師

ら数名を派遣した。

1995年9月　　●中国四川省雪害緊急救援プロジェクト

●インドネシアスマトラ島大震災救援

プロジェクト 1995年10月

＠メキシコ大震災緊急救援プロジェクト

　1995年10月に発生

した大震災緊急救援の

為医薬品と医師ら４名

を派遣

●フィリピン台風被害救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　1995年10月
●インドネシア中央スラウェシ島地震

救援プロジェクト 1996年

●インドネシア・ジャワ島地域医療

プロジェクト 1996年

1996年２月

●インドネシアビアク島大震災緊急救

　援プロジェクト
　1996年２月ビアク島

でM8.0の地震が発生。

インドネシア支部よ

り、Dll2名、日本支部

より調査員１名派遣。

抗生物資、生活物資を

送った。

●中国雲南省趙君支援プロジェクト

●中国雲南省小学校再建プロジェクト

●中国雲南省診療所設置プロジェクト

　　　　　　　　　　　　1996年3月
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＠中国新彊ウイグル自治区地震緊急

プロジェクト 1996年3月

●中国四川省チベット族ヘルスポスト

プロジェクト 1996年4月

＠モザンビーク地域総合振興

　プロジェクト（ガザ州）

１ケニアヘルスセンター支援

　プロジェクト

ｅレバノン被災民緊急救援

　プロジェクト

f1●　
4月11日イスラエル

　　　はレバノン南部に無差

　　　別砲撃を開始した。避

　　　難民救済のために、緊

　　　急救援チームを派遣し

　　　た。

一●

＠バングラデシュ・サイクロン緊急

救援プロジェクト

　５月13日発生した竜

巻による被災者救援の

ため医薬品と医師、看

護婦、調整員を派遣し

た。

1996年5月

＠ウガンダ地域保健プロジェクト

●ボスニア難民被災民救援

　プロジェクト 1996年6月

　1996年１月よりサラ

エボ、ゴラジュデ、

八二ヤルカにおい

て、病院再建、医療

技術支援などの活動

を実施。

＠中国貴州省大洪水緊急救援

プロジェクト

＠UNVロシア連邦サハ共和国医療協力
プロジェクト 1996年7月

＠メコン川流域（ベトナム・カンボジ
　ア・ラオス）大洪水被災者緊急救援
プロジェクト

　9月半ばよりメコン

川の水位が増し大洪

水が発生。洪水の被

災者救済と感染病予

防のため緊急医療

チームを派遣した。

1996年10月

＠ケニア赤痢緊急救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　1996年11月

＠インド・サイクロン緊急救援
プロジェクト 1996年11月

＠ルワンダ難民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　1996年11月

⑤ボスニア医師専門技術研修

プロジェクト

サハ共和国医

プロジェクト

1996年11月

＠サハ共和国医師専門技術研修
1996年11月

1996年7月

　　　　　　　AMDA概要

【理念】Better Quality of Life for a Better Future

【沿革】1979年タイ国にあったカンボジア難民

キャンプにかけつけた一名の医師と二名の医学

生の活動から始まる。

【現状】アジアの参加国は18ケ国。会員数は日

本約1,500名，海外約200名。世界各地で種々の

プロジェクト，フォーラムを実施中。

【入会方法】郵便振替用紙にて所定の年会費を

納入して下さい。

　　　　　　　・医師会員　15,O00円

　　　　　　　・一般会員　10,000円

　　　　　　　・学生会員　7,500円

　　　　　　　・法人会員　30,000円

　　　　　　　・賛助会員　2,000円

　会費は入会の月より一年間有効です。入会の

月より，毎月会報を送付します。賛助会員には

「ＡＭＤＡダイジェスト」をお送りします。

　　　●振込先　郵便振替口座

　　　　　　　　　口座名義　ＡＭＤＡ

　　　　　　　　　口座番号　01250-2-40709
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こ二二］

　皆様、明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。

　　１９９７年が始まりました｡振り返りますと、１９９４年のルワンダ難民救援プロジェ

クト以来、阪神大震災、サハリン大地震、雲南大地震○○○○○　と息を抜く暇がないほど今

日まで活動が続いています。

　　さて、１９９７年の活動の夢と抱負を述べます。主として下記の３点を拡充していき

たく思っています。

　　　１）緊急人道援助活動

　　　　　　１）難民　　　ＡＭＤＡアジア／アフリカ多国籍医師団

　　　　　　２）災害　　　アジア太平洋緊急救援機構（APRO）

　　　　　　3）新興感染症

　　　２）社会開発

　　　　　　1）JICAプロジェクト参加

　　　　　　2）AMDA BANK COMPLEX （ABC）:これはマイクロクレジットに健康と教

　　　　　　　育を加えた地域コミュニティ生活向上プロジェクトでバングラデッシュ

　　　　　　　にパングラデッシュ支部のもとにABCトレーニングセンターを開設する

　　　　　　　予定です。

　　　　　　3）INNEDプロジェクト参加

　　　３）予防外交

　　　　　　１）ＡＭＤＡガザクリニック

　　　　　　２）アフガニスタン保健医療プロジェクト

　　以上に加えて下記のインフラ整備を推進する予定です。

　　　１）財団化

　　　２）ＡＭＤＡ国際大学

　　　３）新規各国支部

　　　４）国連および国際機関との連携体制

　　　５）国内支部

　　　６）その他

　　特筆事項として下記の３点があります。

　　　1）1997年２月末より１ヶ月間ルワンダ難民に「国際平和協力隊員」として参加

　　　2）1997年２月よりルワンダ難民を含めたアフリカの活動にアフリカ各国の医師が

　　　　アフリカ多国籍医師団として参加

　　　3）1979年１月福井県沖ロシアタンカー重油流出事故に専門家を派遣｡環境医療

　　　　　NGOとしての第一歩

　　上記のように現在考えられることを述べてみましたが、何が起こるのか予測できない

　のが世の常です。ＡＭＤＡは必要とされればどこにも飛び出します。会員の皆様にはどこ

　で、どのようなお世話になるかわかりません。その時にはよろしくお願いいたします。

　また、上記の夢と抱負の中で初めての項目やわかりにくい項目があると思いますが、そ

　れについては機会を改めて説明いたします。

　皆様のご健康と本年のかわらぬご活躍を心からお祈り申し上げます。
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人
程
度
の
混
成

チ
ー
ム
の
ル
ワ
ン
ダ
帰
還
難
民
救
援

へ
の
派
遣
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
多
国
籍
医
師
団
の
鞘
成
は
世

界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
活
動

を
巡
る
一
大
エ
ポ
ッ
ク
だ
と
見
て
い

ま
す
。
人
道
援
助
は
受
け
る
側
に
も

プ
ラ
イ
ド
が
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
る
相
互
扶
助
の
精
神
が
な

一
け
れ
ぱ
国
際
眼
力
も
貢
献
も
長
続
き

茂氏

しげる憩ｱ'医師連絡協議会代表

援
助
は
一
方
的
な
善
意
の
押
し
付
け

と
受
け
取
ら
れ
勝
ち
で
す
。

　
　
「
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
」
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
八
四
年
の
発
足
以
来
一

貫
し
て
相
互
扶
助
を
活
動
の
旗
印
に

掲
げ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
な
ど
海
外
十
八
カ
国
に
り
一
舌
人

　
（
国
内
千
五
百
人
）
の
会
員
が
い
ま

ず
が
、
援
助
活
動
の
主
体
は
現
地
の

会
員
。
日
本
か
ら
の
派
遣
は
そ
の
お

手
伝
い
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ア
フ
リ
カ
で
の
最

　
　
大
の
緊
急
軟
援
活
動
は
九
四
年

　
　
五
月
。
ル
ワ
ン
ダ
で
内
紛
が
勉

　
　
こ
り
、
数
十
万
人
の
虐
殺
と
と

　
　
も
に
百
万
人
以
上
の
難
民
が
出

　
　
た
時
だ
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
で
は
仲
問
づ
く
り
の
期
間

が
十
年
以
上
あ
り
、
緊
急
時
に
出
動

す
る
多
国
籍
医
師
団
も
早
く
発
足
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
フ
リ

カ
、
と
り
わ
け
ル
ワ
ン
ダ
は
未
踏
の

旭
の
う
え
パ
ー
ー
ト
ナ
ー
も
い
な
か
っ

た
の
で
、
苦
労
し
ま
し
た
。

　
ル
ワ
ン
ダ
の
難
民
は
空
前
の
規

模
。
そ
れ
だ
け
に
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

后
動
に
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ

た
と
§
え
ま
す
。
ル
ワ
ン
ダ
国
境
に

日
本
か
ら
一
番
乗
り
で
我
々
の
チ
ー

ム
が
到
着
し
た
時
、
至
る
所
に
外
国

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
テ
ン
ト
と
旗
が
立
ち
並

び
、
周
囲
は
さ
な
が
ら
人
道
援
助
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
活
動
拠
点
は
外
国

勢
に
占
拠
さ
れ
、
国
連
事
葱
脚
か
ら

は
「
ど
う
ぞ
お
引
き
取
り
下
さ
い
」
と

門
前
払
い
に
等
し
い
扱
い
で
し
た
。

　
資
金
量
・
設
備
・
人
材
・
情
報
力

‐
－
ど
れ
を
取
っ
て
も
欧
米
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
ケ
タ
違
い
の
パ
ワ
ー
。
そ
ん
な

ｌ
宛
Ｄ
ｆ
６
ｂ
’
、
ｌ
｛
り
ｓ
ｅ
Ｆ
鈎
げ
し
ｒ

１２月１７日(火曙日)８年）１９９６年

■
義
務
感
や
使
命
感
だ
け
で
は
広
が
り
に
限
界

　
有
事
に
備
え
て
平
時
に
仲
間
づ
く
り

　
国
境
を
超
え
対
等
の
立
場
で

　
阪
神
大
震
災
で
は
百
五
十
万
人
も

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
動
機
に
は
、

被
害
規
模
の
大
き
さ
な
ど
い
ろ
ん
な

要
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
全

国
的
に
大
勢
の
人
が
神
戸
と
か
か
わ

り
、
結
局
は
人
間
関
係
が
決
め
手
に

な
っ
た
と
見
て
い
ま
す
。
知
り
合
い

が
困
っ
て
い
る
か
ら
駆
け
付
け
る
生

活
相
互
扶
助
の
考
え
方
に
よ
る
も
の

だ
と
理
解
す
れ
ぱ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
す
る
日
本
人
の
考
え
方
や
行
動

様
式
が
自
然
に
見
え
て
き
ま
す
。

　
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
を
振

り
返
る
と
、
欧
米
直
輸
入
の
人
権
思

想
の
系
譜
が
主
流
で
国
際
協
力
主
体

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
助
け
を
し
た

い
気
持
ち
は
だ
れ
に
で
も
あ
る
が
、

日
本
人
の
人
権
意
識
で
は
ど
う
し
て

も
義
務
振
や
使
命
感
が
先
行
し
、
あ

る
種
の
犠
牲
を
伴
い
が
ち
で
し
た
。

一
般
市
民
を
巻
き
込
め
な
か
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
の
歴
史
に
そ
の
限

界
が
は
っ
き
り
見
て
取
れ
ま
す
。

　
国
際
社
会
の
常
識
は
分
か
り
や
す

さ
で
す
。
災
害
や
難
民
放
助
に
な
ぜ

日
本
か
ら
出
向
く
の
か
。
現
地
の
感

覚
で
は
「
経
済
大
国
の
義
務
や
人
権

意
識
か
ら
で
す
」
と
苫
っ
て
も
通
用

し
ま
せ
ん
。
昨
年
五
月
の
サ
ハ
リ
ン

大
地
震
の
際
、
我
々
の
救
援
チ
ー
ム

が
「
理
由
の
な
い
援
助
は
お
断
り
ｊ

ａ
ｌ
～
％
＆
ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ

Ｊ
～
ｓ
４
１
１
Ｓ
１
９
Ｓ
Ｍ
ｓ

　
　
ッ
ト
が
岡
山
市
で
聞
か
れ
た
。

　
　
今
年
で
三
回
目
。
十
七
力
国
か

　
　
ら
約
百
団
体
が
参
加
し
た
。

　
ル
ワ
ン
ダ
で
の
経
験
も
あ
り
、
各

国
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
医
療
、
教
育
、
農
業
、
都
市
開

発
な
ど
様
々
な
分
野
で
地
域
に
根
を

張
っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
は
国
際
協

力
の
生
命
線
。
有
事
に
備
え
る
た
め

に
は
平
時
か
ら
医
師
だ
け
で
な
く
、

幅
広
い
仲
間
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
人
道
援
助
は
ま
ず
参
加
す
る
こ

と
。
難
民
問
題
だ
け
で
な
く
、
阪
神

大
震
災
で
も
国
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
行

動
は
素
早
く
、
人
道
に
関
す
る
事
件

が
起
こ
れ
ば
真
っ
先
に
駆
け
付
け

る
。
そ
れ
が
国
際
社
会
の
常
識
で
す
。

そ
の
点
、
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
機
動
力

が
あ
り
、
国
連
機
関
と
の
連
携
も
密

茂氏

しげる

菅波

すがなみ
闘絡協議会代表

接
で
す
。
ま
さ
に
「
世
界
の
人
道
援

助
業
界
」
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
業
界
の
目
立
だ
な
い
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
と
も
言
え
る
存
在
で
、
国
連
機

関
と
も
多
く
は
無
縁
の
関
係
で
す
。

　
多
国
籍
医
師
団
の
結
成
に
際
し
、

ア
フ
リ
カ
側
が
な
ぜ
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
は
な
く
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
）
と
の
連
携
を
求
め

て
き
た
の
か
。
中
国
で
は
今
年
二
月
、

雲
南
省
で
大
地
震
が
起
き
た
際
、
地

元
の
医
師
ら
が
巾
心
に
な
っ
て
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
昆
明
ク
ラ
ブ
が
発
足
。
こ
れ
ま

で
に
我
々
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
新
疆

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
な
ど
の
災
害
緊
急

救
援
活
動
に
も
出
動
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ボ
ス
ニ
ア

な
ど
各
地
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
加
盟
が
準
備

ｓ
ｓ
ｒ
ａ
ｌ
ｒ
ｓ
ｚ
&
．
ｓ

ｌ
ｌ
ｆ
９
１
!
ｔ
Ｌ
ｒ
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■
世
界
で
は
貧
困
・
災
害
の
克
服
も
平
和
の
条
件

　
大
学
時
代
に
放
浪
の
旅
、
ア
ジ
ア
の
虜
に

　
「
善
意
だ
け
で
は
何
も
で
き
ぬ
」
失
敗
に
学
ぶ

　
フ
ラ
ン
ス
の
Ｍ
Ｓ
Ｆ
（
国
境
な
き

医
師
団
）
や
米
国
・
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ど
の
年
間
活
動

賢
は
百
億
円
前
後
か
ら
戮
百
偉
円
。

こ
れ
に
対
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
）
の
予
算
は
せ
い

ぜ
い
六
、
七
億
円
。
も
ち
ろ
ん
欧
米

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
は
政
府

か
ら
手
厚
い
援
助
を
受
け
て
い
る
の

で
す
が
、
決
定
的
な
違
い
は
人
道
援

助
に
対
し
、
国
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
二
人
三

脚
と
も
い
え
る
密
接
な
関
係
で
す
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
非
政
府
は
「
国
境
を
超

え
る
」
意
昧
な
の
に
、
日
本
で
は
「
政

暦
と
距
離
を
世
く
こ
と
」
「
反
政
府
」

な
ど
と
解
釈
さ
れ
、
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
大
き
く
後
れ
を
取
る
こ
と
に
な
っ

た
と
み
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
日
本
で
は
平
和
に
対
す

る
考
え
方
、
受
け
止
め
方
が
バ
ラ
バ

ラ
な
ん
で
す
ね
。
太
平
洋
戦
象
１

括
が
国
民
レ
ベ
ル
で
き
ち
ん
と
で
き

て
い
れ
ば
事
態
は
違
っ
た
と
思
い
ま

す
。
世
界
の
人
々
が
求
め
る
平
和
と

は
何
か
。
日
本
人
の
平
均
的
な
平
和

観
は
戦
争
の
な
い
状
軍
を
い
い
ま
す

が
、
国
際
社
会
で
は
こ
れ
に
加
え
、

貧
困
と
災
害
の
克
服
も
平
和
の
三
原

則
と
し
て
常
識
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
日
の
生
活
と
明
日
の
希
望
」
。

一
派
夭
切
な
の
は
こ
の
こ
と
で
、
日

本
人
は
平
和
＝
非
軍
事
に
こ
だ
わ
り

茂氏

しげる

菅波

すがなみ
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き
っ
か
け
は
小
田
実
さ
ん
の
当
時

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
・
「
何
で
も
見
て
や

ろ
う
」
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
こ
の

本
を
入
れ
て
横
浜
港
か
ら
出
発
。
イ

ン
ド
の
救
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
で
｀
三
ヵ
月

間
研
修
を
受
け
た
あ
と
は
全
く
気
ま

ま
な
放
浪
生
活
で
し
た
。
何
度
か
食

あ
た
り
に
あ
っ
て
病
院
に
担
ぎ
込
ま

れ
る
な
ど
危
な
い
目
に
も
遭
っ
た
の

で
す
か
、
ア
ジ
ア
の
多
様
性
と
活
気

の
虜
（
と
り
こ
）
に
な
り
、
「
パ
ン

ド
ラ
の
箱
」
を
開
け
て
し
ま
っ
た
。

以
来
、
二
十
五
年
、
ア
ジ
ア
な
し
の

生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
毎
日
で
す

　
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
広
島
県
で
、

祖
父
は
裁
判
官
。
父
は
法
学
部
出
身

の
高
校
教
師
。
二
人
と
も
世
界
史
が

大
好
き
で
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
エ
ジ

プ
ト
文
明
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
話
を

よ
く
聞
か
さ
れ
、
祖
父
と
同
じ
裁
判

官
に
な
る
の
が
夢
で
し
た
。

　
医
学
部
（
岡
山
大
学
）
へ
方
向
転

換
し
た
の
は
「
シ
ュ
バ
イ
ツ
ア
ー
も

悪
く
な
い
な
」
と
宮
う
父
の
一
宮
と
、

高
校
二
年
生
の
夏
、
祖
父
の
密
斎
で

偶
然
見
た
一
枚
の
写
真
。
若
い
日
本

人
兵
士
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
海
岸
で

無
残
に
死
ん
で
い
る
、
そ
の
シ
’
・
・
ン

が
な
ぜ
か
廓
か
ら
離
れ
ず
、
ア
ジ
ア

ヘ
の
こ
だ
わ
り
と
医
学
で
人
助
け
を

し
た
い
感
情
が
自
然
に
膨
ら
ん
だ
よ

う
で
す
。

　
　
七
九
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救

　
　
援
で
曹
波
内
科
医
と
岡
山
大
医

　
　
学
部
生
二
人
が
現
地
に
飛
ぶ

　
　
が
、
事
前
調
童
不
足
な
ど
か
ら

　
　
難
民
キ
ャ
ン
プ
さ
え
な
か
な
か

　
　
発
見
で
き
ず
、
カ
ラ
振
り
に
。

　
こ
の
派
遣
の
失
敗
は
強
烈
で
し
た

ね
。
我
々
は
人
助
け
の
医
療
チ
ー
ム
。
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ラ
大
使
ら
の
熱
心
な
呼
び
掛
け
に
在

京
ア
フ
リ
カ
外
交
団
が
賛
同
。
結
成

と
同
時
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
ジ
ブ
チ
、
ウ

ガ
ン
ダ
、
ガ
ー
ナ
な
ど
ア
フ
リ
カ
十

四
カ
国
か
ら
毎
月
五
人
程
度
の
混
成

チ
ー
ム
の
ル
ワ
ン
ダ
帰
還
難
民
救
援

へ
の
派
遣
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
多
国
籍
医
師
団
の
結
成
は
世

界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
活
動

を
巡
る
一
大
エ
ポ
ッ
ク
だ
と
見
て
い

ま
す
。
人
道
援
助
は
受
け
る
側
に
も

ブ
ラ
イ
ド
が
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
る
相
互
扶
助
の
精
神
が
な

け
れ
ぱ
国
際
協
力
も
貢
献
も
長
続
き

し
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
多
人
種
・
多

μ
語
・
多
宗
教
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
で
は
欧
米
型
の
人
権
思
想
、
キ
リ

ス
ト
教
的
な
単
一
価
値
に
よ
る
人
道

　
「
相
互
扶
助
の
精
神
が
な
け

長
練
き
し
な
い
」

�i薦茂氏

しげる憩アジア医師連絡協議会代表
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す
る
多
国
籍
医
師
団
も
早
く
発
足
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
フ
リ

カ
、
と
り
わ
け
ル
ワ
ン
ダ
は
未
踏
の

地
の
う
え
パ
ー
ト
ナ
ー
も
い
な
か
っ

た
の
で
、
苦
労
し
ま
し
た
。

　
ル
ワ
ン
ダ
の
難
民
は
空
前
の
規

模
。
そ
れ
だ
け
に
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

活
動
に
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ

た
と
豚
え
ま
す
。
ル
ワ
ン
ダ
国
境
に

日
本
か
ら
一
番
乗
り
で
我
々
の
チ
ー

ム
が
到
糖
し
た
時
、
至
る
所
に
外
国

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
テ
ン
ト
と
旗
が
立
ち
並

び
、
周
囲
は
さ
な
が
ら
人
道
援
助
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
后
勤
拠
点
は
外
国

勢
に
占
拠
さ
れ
、
国
連
事
葱
所
か
ら

は
「
ど
う
ぞ
お
引
き
取
り
下
さ
い
」
と

門
前
払
い
に
等
し
い
扱
い
で
し
た
。

　
資
金
量
・
設
備
・
人
材
・
情
報
力

‐
－
ど
れ
を
取
っ
て
も
欧
米
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
ケ
タ
違
い
の
パ
ワ
ー
。
そ
ん
な

逆
境
の
な
か
、
我
々
を
手
助
け
し
て

く
れ
た
の
が
現
地
の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
す
。
難
民
が
殺
到
し
た
隣
国
ザ

イ
ー
ル
の
ゴ
マ
で
教
育
・
環
境
同
一

な
ど
に
取
り
組
む
Ｐ
Ｌ
Ａ
と
い

う
組
織
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
と

の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
ア
フ
リ

カ
と
の
交
流
も
こ
れ
ほ
ど
急
激

に
は
進
展
し
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。

　
新
設
の
多
国
籍
医
師
団
は
ア

フ
リ
カ
域
内
は
む
ろ
ん
、
そ
の

他
の
地
域
で
災
害
や
難
民
が
発

生
し
た
際
に
も
、
援
助
活
動
に

あ
た
る
画
期
的
な
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
チ
ー
ム
で
す
。

　
　
「
人
道
援
助
は
お
互
い
に
参

加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」
。

こ
の
医
師
団
の
旗
揚
げ
が
国
際

社
会
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い

と
思
い
ま
す
ね
。

　
　
（
聞
き
手
は
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
徳
夫
）
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日
本
人
の
人
権
意
識
で
は
ど
う
し
て

も
義
務
感
や
使
命
感
が
先
行
し
、
あ

る
種
の
犠
牲
を
伴
い
が
ち
で
し
た
。

一
般
市
民
を
巻
き
込
め
な
か
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
の
歴
史
に
そ
の
限

界
が
は
っ
き
り
見
て
取
れ
ま
す
。

　
国
際
社
会
の
常
識
は
分
か
り
や
す

さ
で
す
。
災
害
や
難
民
救
助
に
な
ぜ

日
本
か
ら
出
向
く
の
か
。
現
地
の
感

覚
で
は
「
経
済
大
国
の
義
務
や
人
権

意
識
か
ら
で
す
」
と
首
っ
て
も
通
用

し
ま
せ
ん
。
昨
年
五
月
の
サ
ハ
リ
ン

大
地
震
の
際
、
我
々
の
救
援
チ
ー
ム

が
「
理
由
の
な
い
援
助
は
お
断
り
」

と
ロ
シ
ア
の
空
階
で
入
国
を
拒
否
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
「
神
戸
の
闘
災

で
お
世
話
に
な
っ
た
お
返
し
の
た
め

で
す
」
と
説
得
、
入
国
が
認
め
ら
れ

た
の
は
そ
の
好
例
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
先
月
下
旬
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ

･圖茂氏

しげる憩アジア医師連絡協議会代表

’
‐
。
‐
‘
。
。
’
‐
‐
‐
‐
’
‐
‐
‐

接
で
す
。
ま
さ
に
「
世
界
の
人
道
援

助
業
界
」
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
口
１
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
業
界
の
目
立
だ
な
い
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
と
も
言
え
る
存
在
で
、
国
連
機

関
と
も
多
く
は
無
縁
の
関
係
で
す
。

　
名
国
籍
医
師
団
の
結
成
に
際
し
、

ア
フ
リ
カ
側
が
な
ぜ
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
は
な
く
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医

師
迪
絡
協
議
会
）
と
の
連
携
を
求
め

て
き
た
の
か
。
中
国
で
は
今
年
二
月
、

雲
南
省
で
大
地
震
が
起
き
た
際
、
地

元
の
医
師
ら
が
中
心
に
な
っ
て
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
昆
明
ク
ラ
ブ
が
Ｓ
是
。
こ
れ
ま

で
に
我
々
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
新
疆

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
な
ど
の
災
害
緊
急

救
復
后
動
に
も
出
動
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ボ
ス
ニ
ア

な
ど
各
地
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
加
置
が
準
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
対
等
の
立
場

で
助
け
合
い
、
国
境
を
超
え
て
人
道

援
助
に
取
り
組
め
る
と
こ
ろ
が
評
価

さ
れ
た
動
き
だ
と
見
て
い
ま
す
。

委

龍神大震災の直後、教捷物饗を積み
込む（岡山市のＡＭＤＡ本部前）

相
互
扶
助
の
弱
点
は
知
ら

　
　
な
い
人
に
は
冷
た
い

　
　
こ
と
。
世
界
中
友
達

　
　
に
な
れ
ば
い
い
わ
け

１９９１（タヂ11）J掬楽斤S弗處変j辰E7

で
す
が
、
仲
間
が
増

え
れ
ぱ
多
様
性
の
共

存
が
ま
す
ま
す
問
わ

れ
ま
す
。
そ
こ
に
欧

米
と
の
橋
渡
し
を
含

め
て
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
使
命
が
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
多
国
籍
医

師
団
は
そ
の
試
金
石

と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　
（
聞
き
手
は
編
集
委

員
　
佐
藤
徳
夫
）

【箆三●郵便物霜可】

一●

る
考
え
方
、
受
け
止
め
方
が
バ
ラ
パ

ラ
な
ん
で
す
ね
。
太
平
洋
戦
争
の
総

括
が
国
民
レ
ベ
ル
で
き
ち
ん
と
で
き

て
い
れ
ば
事
態
は
違
っ
た
と
思
い
ま

す
。
世
界
の
人
々
が
求
め
る
平
和
と

は
何
か
。
日
本
人
の
平
均
的
な
平
和

観
は
戦
争
の
な
い
状
態
を
い
い
ま
す

が
、
国
際
社
会
で
は
こ
れ
に
加
え
、

貧
困
と
災
害
の
克
服
も
平
和
の
三
原

則
と
し
て
常
顕
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
日
の
生
活
と
明
日
の
希
望
」
。

一
番
大
切
な
の
は
こ
の
こ
と
で
、
日

本
人
は
平
和
日
非
篤
事
に
こ
だ
わ
り

過
ぎ
て
、
国
際
社
会
の
責
務
に
十
分

こ
た
え
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　
　
ア
ジ
ア
・
中
近
東
十
カ
国
へ
放

　
　
浪
の
旅
に
出
た
の
は
大
学
四
年

　
　
生
の
春
。
医
学
生
だ
っ
た
、
十

　
　
ヵ
月
間
の
体
験
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ

　
　
の
違
の
伏
線
と
な
る
。

･薗茂氏

しげる

菅波

すがなみ
アジア医師連絡協議会代表

　
U
v
g
y
4
1
F
v
9
14
1
1
￥
1
．
‘
＝
‐
‘
”

官
に
な
る
の
が
夢
で
し
た
。

　
医
学
部
（
岡
山
大
学
）
へ
方
向
転

換
し
た
の
は
「
シ
ュ
パ
イ
ツ
ア
ー
も

悪
く
な
い
な
」
と
宮
う
父
の
一
言
と
、

高
校
二
年
生
の
夏
、
祖
父
の
密
斎
で

偶
然
見
た
一
枚
の
写
真
。
若
い
日
本

人
兵
士
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
海
岸
で

無
残
に
死
ん
で
い
る
、
そ
の
シ
ー
ン

が
な
ぜ
か
頭
か
ら
離
れ
ず
、
ア
ジ
ア

ヘ
の
こ
だ
わ
り
と
医
学
で
人
助
け
を

し
た
い
感
情
が
自
然
に
膨
ら
ん
だ
よ

う
で
す
。

　
　
七
九
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救

　
　
援
で
曹
波
内
科
医
と
岡
山
大
医

　
　
学
部
生
二
人
が
現
地
に
飛
ぶ

　
　
が
、
事
前
調
査
不
足
な
ど
か
ら

　
　
難
民
キ
ャ
ン
プ
さ
え
な
か
な
か

　
　
発
見
で
き
ず
、
カ
ラ
振
り
に
。

　
こ
の
派
盈
の
失
敗
は
強
烈
で
し
た

ね
。
我
々
は
人
助
け
の
医
療
チ
ー
ム
。

当
然
、
歓
迎
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ

た
こ
と
自
体
、
大
き
な
間
違
い
だ
っ

た
わ
け
で
す
。
現
地
の
柵
匈
と
人
脈
、

受
け
皿
が
な
け
れ
ば
善
恵
だ
け
で
は

何
も
で
き
な
い
。
こ
の
教
訓
を
テ
コ

に
そ
れ
以
来
、
ア
ジ
ア
各
国
の
医
学

生
や
留
学
生
と
の
交
流
を
中
心
に
い

今
年
２
月
、
診
療
所
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ザ
ン
ビ
ア
の

ル
サ
カ
を
訪
れ
た
菅
波
代
表
Ｓ

ろ
ん
な
国
際
会
議
を

開
い
た
り
、
現
地
研

修
に
出
向
く
な
ど
、

仲
間
づ
く
り
に
奔
走

す
る
日
が
数
年
に
わ

た
っ
て
続
く
わ
け
で

す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
旗
揚

げ
は
そ
れ
か
ら
五
年

後
の
八
四
年
。
相
互

扶
助
の
精
神
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
苦
い
体
験

が
原
点
に
な
っ
た
。

　
（
聞
き
手
は
編
集
委

　
員
佐
藤
徳
夫
）
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ブ
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２
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↓
Ｊ
三
匂
同
Ｒ
４
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＝
一
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｛
ｌ

へ
の
貢
献
実
績
を
記
録
。
町
の
后
性

化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
加

盟
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
側
面
か
ら
支
援
し
、
い

わ
ぱ
″
草
の
根
外
務
省
″
の
役
割
を

果
た
し
た
モ
デ
ル
事
例
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
日
本
人
が
「
国
際
音
痴
」
と
呼
ぱ

れ
る
の
は
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が

極
端
に
少
な
い
か
ら
で
す
。
外
交
は

国
の
専
権
事
項
。
自
治
体
は
友
好
親

善
交
流
に
終
始
し
て
き
ま
し
た
。
頗

み
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
そ
の
大
半
が
東
京
に

拠
点
が
あ
り
、
地
域
の
唇
動
と
は
縁

遠
い
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
市
民
の

興
味
は
観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
。
あ

と
は
関
心
が
あ
っ
て
も
何
を
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
。
校
僕
活
動
な
ど
に

参
加
し
た
り
行
動
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や

手
段
も
な
い
時
代
が
長
い
間
続
い
た

の
が
現
実
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　
九
〇
－
九
一
年
の
湾
岸
乖
争
で
日

本
政
府
の
拠
出
し
た
百
三
十
傭
Ｊ
″
も

の
資
金
援
助
が
『
顔
の
見
え
な
い
貢

献
』
と
国
際
社
会
の
失
笑
を
買
っ
た

の
は
、
日
本
人
全
体
の
国
際
感
覚
の

水
準
の
低
さ
を
露
呈
し
た
典
型
的
な

出
来
事
だ
っ
た
と
見
て
い
ま
す
。

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
来
春
、
全
国
の
口

　
　
－
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自

　
　
治
体
な
ど
約
百
団
体
と
地
域
お
’

アリア太平洋繁恵哉援機構の発足式後、●1ロ
メンパーと談笑するく95年10月、岡山市で）

　
　
こ
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　
ク
を
つ
く
る
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
草
の
根
外
務

省
な
ど
と
し
て
、
地
域
と

海
外
を
結
ぶ
時
代
が
到
来

し
て
い
ま
す
。
大
切
な
の

は
町
内
会
や
女
性
会
、
青

年
団
な
ど
の
市
民
団
体
を

地
域
ぐ
る
み
ど
う
巻
き
込

む
か
。
加
茂
川
町
の
よ
う

な
事
例
が
一
つ
で
も
増
え

る
こ
と
。
国
際
協
力
な
き

経
済
進
出
は
む
ろ
ん
、
地

方
の
時
代
も
ま
た
あ
り
得

な
い
わ
け
で
す
か
ら
。

　
　
（
聞
き
手
は
編
Ｓ
委
員

　
　
　
　
　
佐
藤
徳
夫
）
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世
界
が
必
撃
と
す
る
價
助
は
今
日

生
斎
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
の
人
た
ち

ー
の
同
趣

ま
で
極
め
て
広
範
囲
で
す
。
医
療
后

勤
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
我
々
の

会
員
や
パ
ー
ト
ナ
ー
も
、
都
市
計
画

や
環
境
デ
ザ
イ
ン
、
土
木
建
築
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
庫
足
資
格
は
現
珂
専
門
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
付
与
さ
れ
る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
皿
」

（
日
本
で
は
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
第
一
号
。

他
に
四
団
体
が
取
得
）
。
総
合
Ｎ
Ｇ

Ｏ
対
象
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ー
（
現
在
は

二
団
体
）
の
取
得
を
準
備
中
で
、
認

定
さ
れ
れ
ば
、
国
遮
機
関
で
の
発
言

権
が
増
え
、
活
動
内
容
も
よ
り
充
実

し
た
も
の
に
な
る
。
１
認
定
は
我
々

仲
間
の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
国
遮
機

関
と
の
協
一
に
参
加
で
き
る
時
代
の

到
来
を
寫
昧
し
、
ｔ
っ
遠
く
な
い
日

に
実
現
す
る
と
見
て
い
ま
す
。

　
世
界
の
ひ
の
き
一
台
に
立
つ
の
は

い
い
の
で
す
か
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
重
要
な

茂氏

しげる憩アジア医師連絡協議会代表

Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
は
一
例
で
す
が
、

非
営
利
組
織
の
運
営
や
国
際
社
会
で

の
ネ
ゴ
に
強
い
専
門
家
の
養
成
は
急

務
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
ま
ず
参
加

す
る
こ
と
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
資
金
不
足
で

人
助
け
に
勣
け
な
い
１
－
安
保
理
常

任
理
事
国
を
目
指
す
日
本
で
そ
ん
な

こ
と
が
起
こ
れ
ぱ
国
際
社
会
か
ら
失

笑
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
「
資
格
な

し
」
と
間
違
い
な
く
判
断
さ
れ
ま
す
。

　
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
な
ど

巨
額
の
資
金
を
持
つ
政
府
を
ど
う
吝

き
込
ん
で
い
く
か
。
常
任
理
事
国
を

目
指
ず
以
上
、
人
道
麗
哭
国
に
な

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
に

は
援
助
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ま
ず
日
本

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
テ
ン
ト
と
旗
が
林
立
し

な
け
れ
ぱ
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
日
本

に
は
平
和
憲
法
と
い
ろ
錦
の
御
旗
が

あ
り
、
人
選
援
助
大
国
に
な
る
条
件

は
十
分
揖
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
阪
神
大
震
災
後
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

　
　
海
外
へ
の
緊
急
救
援
出
動
回
数

　
　
は
ほ
ぽ
二
ヵ
月
に
一
回
と
急
増

　
　
し
た
。

　
大
嘴
災
で
日
本
は
百
カ
国
以
ヒ
の

い
ろ
ん
な
分
野
の
人
々
か
ら
支
援
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
お
返
し
は
当
然

で
す
。
同
趣
は
お
金
で
は
な
く
、
気

持
ち
を
ど
う
伝
え
る
か
。
そ
し
て
現

地
で
共
に
汗
を
か
く
こ
と
で
す
。

　
利
益
社
会
に
満
足
せ
ず
、
人
助
け

に
役
立
ち
た
い
と
、
地
域
や
市
民
社

会
で
活
動
す
る
人
々
の
う
ね
り
は
着

地
域
や
市
民
社
会
で
活
動
す
る
人
々
の
う
ね
り
は
着
実

に
広
が
っ
て
い
る

実
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
国
際
社

会
と
の
橋
渡
し
役
。
多

様
な
価
値
が
共
存
す
る

新
た
な
国
際
共
同
体
社

会
の
時
代
が
始
ま
っ

た
。
そ
う
肌
で
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
（
聞
き
手
は
編
集
委
員

　
　
　
　
佐
藤
徳
夫
。

【
】

次
回
は
プ
月
六
白
か
ら

前
経
済
企
。
尚
‐
‐
・
長
官

　
　
旧
習
％
ｙ
９
４
．



１２月１９日(木耀日)８年）１９９６年(平成（タチ11）J91粛斤S剱

一
腕
貫
回
・

し
Ｉ

■
国
内
の
連
携
、
大
震
災
で
大
切
さ
を
再
確
認

　
人
材
養
成
の
拠
点
整
備
課
題

　
国
際
貢
献
で
地
域
お
こ
し
を

　
阪
神
大
同
災
後
、
全
日
本
病
院
協

会
、
日
本
医
師
会
、
航
空
会
社
、
自

治
体
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
、
七
十
二

時
間
以
内
に
国
内
ど
こ
に
で
も
出
動

で
き
る
態
勢
を
確
立
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
）
は
、
海
外
経
験
が
生
き
て
何

と
か
神
戸
の
震
災
で
は
お
役
に
立
て

た
よ
う
で
す
が
、
実
は
こ
の
時
が
最

初
の
国
内
教
復
活
動
。
海
外
だ
け
で

な
く
、
国
内
で
の
連
携
、
と
り
わ
け

全
国
各
地
の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
組
織
）
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
儒
利
団

体
）
な
ど
と
の
仲
間
づ
く
り
の
大
切

右
も
改
め
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
に
ど
う
か
か
わ
る

か
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
重
要
課
題
の
一
つ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
岡
山
県
は
我
々

の
活
動
拠
点
で
す
が
、
「
西
の
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
・
東
の
岡
山
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
な
国
際
貢
献
都
市
を
目
指
す
べ

き
だ
と
提
言
し
て
き
ま
し
た
。
ジ
ュ

ネ
ー
プ
の
よ
ろ
に
国
連
機
関
が
集
積

す
る
地
域
を
ま
ね
る
の
で
は
な
く
、

世
界
が
必
要
と
す
る
平
和
に
貢
献
す

る
都
市
を
広
島
や
沖
縄
と
Ｉ
緒
に
つ

く
っ
て
い
く
の
が
狙
い
で
す
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
国
準
｝
八
学
や
国
連
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
機
関
、
ア
ジ
ア
・
太
平

茂氏

しげる憩絵代表

縄
の
三
県
な
ど
で
養
成
、
人
材
供
給

の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
で
き
れ
ば
面

白
い
。

　
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
国
際

会
議
の
関
催
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
サ
ミ
ッ
ト
に
は
岡
山
県
下
の
自

治
体
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

今
回
も
数
多
く
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
県
中
央
部
の

加
茂
川
町
は
全
国
初
の
「
国
際
貢
献

条
例
」
を
制
定
。
全
町
民
（
六
千
七

百
人
）
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
つ
運
動

に
取
り
組
み
、
ソ
マ
リ
ア
難
民
放
復

や
内
モ
ン
ゴ
ル
の
ク
グ
チ
砂
漠
緑
化

協
力
な
ど
乖
画
一
一
年
間
に
十
三
力
国

へ
の
貢
献
実
績
を
記
録
。
町
の
唇
性

化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
加

盟
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
側
面
か
ら
支
援
し
、
い

わ
ぱ
″
草
の
根
外
務
省
″
の
役
割
を

果
た
し
た
モ
デ
ル
事
例
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
日
本
人
が
「
国
際
音
痴
」
と
呼
ぱ

れ
る
の
は
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
漑
が

極
端
に
少
な
い
か
ら
で
す
。
外
交
は

国
の
専
権
事
項
。
自
治
体
は
友
好
親

稗
交
流
に
終
始
し
て
き
ま
し
た
。
頗

み
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
そ
の
大
半
が
悳
夙
に

拠
点
が
あ
り
、
地
域
の
后
動
と
は
縁

遠
い
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
市
民
の

興
味
は
観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
。
あ

と
は
関
心
が
あ
っ
て
も
何
を
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
。
放
復
活
勤
な
ど
に

参
加
し
た
り
行
動
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や

手
段
も
な
い
時
代
が
畏
い
間
続
い
た

の
が
現
実
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　
九
〇
ｔ
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
で
日

本
政
府
の
拠
出
し
た
百
三
十
億
‐
１
ｙ
も

●
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■
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
人
材
養
成
が
急
務

　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
ま
ず
参
加
す
る
こ
と

　
人
道
援
助
大
国
め
ざ
す
べ
き

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
息
絡

　
　
協
暴
会
）
は
昨
年
六
月
、
国
連

　
　
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

　
　
に
認
定
さ
れ
た
。

　
我
々
の
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現

在
、
三
十
カ
国
四
十
件
以
上
。
医
療

保
健
・
教
育
・
住
宅
・
都
市
開
発
と

幡
ぷ
く
、
そ
れ
に
最
近
で
は
地
震
災

害
や
難
民
救
助
な
ど
緊
急
救
援
活
動

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
か
ら

ア
フ
リ
カ
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
南

米
へ
と
地
域
も
広
が
り
、
国
遮
機
関

と
の
連
係
プ
レ
ー
は
委
託
事
業
や
活

動
費
習
得
な
ど
も
含
め
、
欧
米
の
主

要
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
麟
争
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
が
必
薯
″
一
す
る
援
助
は
今
日

生
良
る
の
が
精
い
っ
ば
い
の
人
た
ち

ー
の
問
題

ま
で
極
め
て
広
範
囲
で
す
。
医
家
活

勤
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
我
々
の

会
員
や
パ
ー
ト
ナ
ー
も
、
都
市
計
画

や
環
境
デ
ザ
イ
ン
、
土
木
建
築
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
一
定
資
格
は
現
在
、
専
門
Ｎ
Ｇ
Ｏ

５
兄
き
れ
る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
ｎ
」

（
日
本
で
は
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
第
一
号
。

他
に
四
回
体
が
取
得
）
。
縁
合
Ｎ
Ｇ

茂氏

しげる

菅波

すかなみ

ｌ

の
は
人
材
養
成
で
す
ね
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
専
門
家
が
な
ぜ
必
要
な
の

か
、
よ
く
質
問
さ
れ
ま
す
。
欧
米
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
高
度
の
専
門
家
集
団
で
、

国
家
間
の
利
害
調
整
に
し
ば
し
ば
登

場
し
ま
す
。
難
し
い
の
は
非
営
利
の

世
界
で
は
国
家
や
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
の

一
理
が
通
用
し
な
い
こ
と
で
す
。
利

益
や
効
率
で
は
な
く
、
人
間
の
尊
厳

や
善
拿
を
前
提
に
し
た
活
動
、
組
織

の
運
営
手
腕
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
人
種
や
宗
教
の
壁
を
超
え

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
、
行
動
で

き
る
人
材
…
…
我
々
が
提
唱
し
た
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
国
準
一
ハ
ー
学
は
一
例
で
す
が
、

非
営
利
組
織
の
運
営
や
国
際
社
会
で

の
ネ
ゴ
に
強
い
専
門
家
の
養
成
は
急

務
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
ま
ず
参
加

す
る
こ
と
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
資
金
不
足
で

人
助
け
に
動
け
な
い
１
Ｉ
安
保
理
常

任
理
事
国
を
日
推
す
日
本
で
そ
ん
な

こ
と
が
起
こ
れ
ば
国
際
社
会
か
ら
失

笑
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
「
資
格
な

し
」
と
間
違
い
な
く
判
断
さ
れ
ま
す
。

　
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
な
ど

巨
額
の
資
金
を
持
つ
政
府
を
ど
う
巻

き
込
ん
で
い
く
か
。
常
任
理
事
国
を

目
指
す
以
上
、
人
道
援
助
大
国
に
な

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
に

は
援
助
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ま
ず
日
本

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
テ
ン
ト
と
腐
が
林
立
し

な
け
れ
ぱ
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
日
本

に
は
平
和
恩
法
と
い
う
錦
の
郊
旗
・
が

あ
り
ご
入
選
援
助
大
国
に
・
な
る
条
件

は
＋
分
掬
た
さ
れ
で
い
ま
す
。

　
　
犀
聊
次
演
混
芦
’
‐
漓
’
腺
一
心
‐
値
一
5
0
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　　（ＡＭＤＡ活動表）
ＡＭＤＡ設立

ＡＭＤＡ国際医療情報センター（東京）
設立

84年８月
91年４月

イラン・クルド難民救援

ピナツボ火山噴火被災民支援
３月　バングラデシュ・ミャンマー難民救援

　　　エチオピア・チグレ州難民救援
７月　カンボジア本国帰還難民救援
１月　ソマリア難民救援

12月　ＡＭＤＡ国際医療情報センター関西設立
２月　スマトラ島南部地震救援
４月　東京オフィス開設
５月　ルワンダ難民救援

６月　日本緊急救援ＮＧＯグループとして旧ュ
　　　　　ーゴスラピア援助
10月　94おかやま国際貢献ＮＧＯサミット開

92年

93年

94年

　
菅
波
茂
代
麦
五
〇
ほ
一
九
七
九
年
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
離
民
の
際
、
救
援
に
駆
け

付
け
た
が
何
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
創
設
し
た
。
理
想
と
現

実
。
十
二
年
間
の
歩
み
と
、
将
来
へ
の

夢
を
代
表
に
聞
い
た
。

　　　　　　催、ＩＮＮＥＤ設立

　　12月　ケニア・ナイロピ地域オフィス開設
95年１月　阪神大震災緊急救援

　　５月　サハリン大震災救援
　　６月　国連ＮＧＯ（カテゴリーＩ）に認定
　　９月　菅波代表が第二回国連プトロス・ガリ賞
　　　　　受賞
　　　　　朝鮮民主主義人民共和国緊急救援
　　10月　ＡＰＲＯ発足
　　12月　アジア多国籍医師団設立
96年１月　ボスニア難民被災民放擾
　　２月　中国雲南雀大地塵棄慧放援

　
－
‐
な
ぜ
南
ア
に
共
同
事
務
所
を
開

い
た
の
か

　
「
ア
フ
リ
刀
で
は
貧
困
対
策
、
つ
ま

り
経
済
対
策
が
一
番
大
切
。
今
ア
フ
リ

カ
で
経
済
が
向
上
す
る
可
能
性
が
最
も

高
い
の
が
南
ア
。
南
ア
は
南
部
ア
フ
リ

帰
レバノン被災民救援

バングラデシュサイクロン救援
アフリカ多国籍医師団設立
南ア・プレトリア地城塞務削開設

４月
５月

日月
12月

･●「顔の見える

国際貢献を充実

させたい」と話

力
の
中
心
と
も
い
え
、
周
辺
諸
国
へ
の

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
、
ヨ
ハ

ネ
ス
プ
ル
ク
に
は
多
く
の
飛
行
機
路
線

が
あ
り
、
物
資
の
補
給
や
連
絡
、
危
機

管
理
と
い
う
後
方
支
援
体
制
を
と
る
の

に
最
適
と
考
え
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
だ
け
で
は
人
材
、
資
金
両

面
で
限
界
が
あ
る
。
Ｂ
Ｌ
Ｌ
や
労
組
の

方
の
三
者
で
連
携
す
れ
ば
、
今
後
教
育

や
収
益
事
業
な
ど
で
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
で
き
る
」

　
－
－
な
ぜ
緊
急
医
療
だ
け
で
な
く
。

　
　
　
開
発
援
助
に
活
動
領
域
を
広
げ

　
　
　
る
の
か

　
　
　
　
　
【
日
本
人
が
人
道
援
助
を
す

一
】
　
　
　る
わ
か
り
や
す
い
理
由
は
憲
法

　
　
　
が
平
和
を
志
向
し
て
い
苓
こ
い

う
こ
と
。
平
和
と
い
う
の
は
単
に
戦
争

の
な
い
状
態
を
さ
す
の
で
は
な
い
。
世

界
共
通
の
平
和
の
概
念
は
『
今
日
の
家

族
の
生
活
。
明
日
の
家
族
の
希
望
』
だ
。

　
そ
れ
を
阻
害
す
る
の
が
、
戦
争
、
災

害
、
貧
困
の
三
つ
。
貧
困
と
は
健
康
状

態
が
悪
い
こ
と
。
健
康
水
準
の
向
上
に

は
、
単
な
る
技
術
移
転
や
医
療
援
助
で

は
限
界
が
あ
る
。
貧
困
問
題
を
考
え
ず

に
健
康
は
あ
ね
え
な
い
。

　
貧
困
と
健
康
を
考
え
る
時
、
健
康
の

た
め
の
施
設
、
食
っ
て
い
く
収
入
を
得

る
こ
と
、
健
康
に
関
す
る
知
識
を
理
解

す
る
た
め
の
教
育
、
は
三
点
セ
ッ
ト
。
収

益
事
業
で
、
資
金
の
回
収
率
が
落
ち
る

最
大
の
原
因
が
災
害
と
病
気
・
死
亡
の

二
つ
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
は
こ
れ
に
簡
易
診
療

所
や
生
協
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
健

康
対
策
に
総
合
的
に
取
り
組
み
た
い
」

　
－
－
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
将
来
像
、
今
年
の

抱
負
は

　
「
目
指
し
て
い
る
の
は
欧
米
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
よ
う
に
自
己
完
結
型
で
は
な
く
、

必
要
に
応
じ
て
協
力
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
命
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
地
元
の
こ
と
は
地
元
の
人

た
ち
が
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。
何

も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
す
べ
て
自
前
で
手
を
広
’

げ
る
必
要
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
人
の
中
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
を
決
め
て

や
る
の
が
一
番
い
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
国
連
認
定
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
な

っ
た
が
、
今
は
医
療
分
野
に
限
定
さ
れ

て
い
る
。
環
境
、
教
育
、
女
性
問
題
、

収
益
事
業
と
い
う
多
種
の
分
野
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
で
き
れ
ば
、
将
来
は
経
済

社
台
理
事
台
の
会
議
で
議
決
権
を
持
つ

カ
テ
ゴ
リ
ー
ー
ヘ
も
昇
格
で
き
る
。

　
今
年
は
二
月
に
世
界
で
初
め
て
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
し
て
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
参
加
す
る
。
昨
年

で
き
た
ア
フ
リ
カ
多
国
籍
医
師
団
を
充

実
さ
せ
て
、
日
本
の
顔
の
見
え
る
国
際

貢
献
と
し
て
の
緊
急
援
助
活
動
を
強
化

し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
人
材
の
育
成

が
急
務
で
、
大
学
設
立
に
関
す
る
石
井

知
事
の
公
約
に
期
待
し
て
い
る
」

…
…
″
¨
゛
゛
匹
　
庫
耕
鼎
堡
塁
震
序
言
に

　
広
が
り
を
見
せ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
悩
み
際
大
学
（
仮
称
）
」
の
創
設
が
計
画
さ
れ

の
種
は
、
緊
急
救
援
活
動
の
現
場
で
医
　
て
い
る
。
国
連
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
海
外
か

師
な
ど
の
専
門
家
が
実
力
を
発
揮
で
き
　
’
｛
£
｝
教
職
員
を
招
き
、
世
界
の
活
動
現

る
環
境
を
整
え
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
場
で
実
習
し
て
人
材
を
養
成
す
る
。

（
調
整
員
）
不
足
。
国
内
に
は
そ
の
人
だ
　
「
世
界
が
必
要
と
す
る
岡
山
」
の
シ

ち
を
養
成
す
る
施
設
、
機
関
が
な
い
。
プ
　
ン
ボ
ル
と
し
て
「
世
界
の
人
材
が
集
ま

レ
ト
リ
ア
地
域
事
務
所
長
の
三
浦
恭
子
る
国
際
貢
献
大
学
に
し
た
い
」
と
、
県

さ
ん
も
ア
メ
リ
刀
の
大
学
で
学
ん
だ
。
に
協
力
を
求
め
て
お
り
、
「
整
備
す
る
」

　
こ
の
た
め
語
学
力
、
交
渉
力
、
知
識
を
と
い
う
石
井
知
事
の
公
約
に
期
待
を
か

兼
ね
備
え
た
「
国
際
貢
献
の
プ
ロ
」
の
け
て
い
る
。
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W‾

　　796アジア太平洋緊急救援フォーラム　イシ　沖縄

　　　　　　　’96 Asja-Pacific Rdef O咄anizations Forum in okinawa

　　　　　　　　　　　　　　　　-14‘15Dec.1996-

　　　　　　　　　　　　　　　　主催　AMDA・外務省

　　　　　　　　　後援　沖縄県・沖縄タイムス・琉球新報

　　　　　　　　▽　　　　協力　国際開発ジャーナル社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責AMDA事務局　谷山佳子

　　世界から国連機関・政府機関・ＮＧＯ等の９ケ国９団体１ １名と日本側関係者として外

　務省の代表をはじめとして、地元沖縄県、被爆地である広島県等の地方自治体√沖縄県

　を拠点として活動を展開しているＮＧＯ、岡山県航空協会等からの参加出席を得て、

　　「･96アジア太平洋緊急救援フォーラムイン沖縄」を１２月１４ ・ １ ５日の２日問　　●

　開催した。

　第１日目は、まず、１９９５年発足されたアジア太平洋緊急救援機構（APRONetwork）

　の説明から始まり、過去１年間のAPROネットワークの実績評価として、APROネットワ

　ークを利用した６つの自然災害救援事業（195年10月インドネシア・スマトラ地震、’95

　年10月メキシコ地震、’95年l1月フィリピン台風、’95年12月インドネシア・スベラシ島

　地震、196年2月インドネシア・イリアンジャヤ島地震、’96年3月バングラデシュ竜巻災

　害）と、それ以外の災害救援事業及び日本政府の緊急救援隊が行った救援活動と災害発

　生後の救援開始時間、人的派遣の状況等の指標について比較検討し、その後、災害救援

　活動の評価、災害復興プログラムの継続、また、災害復興プログラムの継続並びに国連

　機関との連携等の問題提起がされた。

　　また、外務省主催の草の根無償資金協力の説明・報告などを含む「ＮＧＯ・地方自治体

　支援セミナー」も併せて開催され、沖縄県のＮＧＯのみならず、興味のある多くの人々の

　有用な情報共有の場となった。

　　午後より、国連人道問題局（DHA）の講師深潭災害救済調整部専門官のセミナーが行

　われ、1996年イエメンで起こった大洪水に派遣団として参加した経験の例を用い、救援　●

　における問題点、習得な｡どの説明が行われた｡･

　　その後、午前中の問題提起の解決のためには、いかに準備し、活動、協力をどのよう

　に展開するべきか等について、2グループに分かれてディス=カッションを行い、結果を

　まとめた。

　　第２日目は、各グループの代表、AMDA副代表の山本氏、元DHA専門官め西川氏より

　発表され、質疑応答も含めてAPROネットワークを緊急救援のための人的ネットワーク

　とし、それちの拡充にむけて緊急救援活動の問題点に対する理解を深めた。その後、下

　記のような提案がなされた。まず、沖縄県における「災害準備と救援の為のアジア太平

　洋センター（仮称）」の設立、また、その他の地域に、災害準備及び救援を目的とした

　サテライトセンターの設置、更に、ネットワークの拡充の為の情報・通信のネットワー

　ク連結推進の3点が確認された。　　　　　　■㎜　　　㎜　　　　　　　・　　■　　　　　　　　■　　　■

　　「災害準備と救援のためのアジア太平洋センター（仮称）」の沖縄への設置について、
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フィジー大使館のヤロー大使から「台風などの自然環境が似ており、沖縄の防災のノウ

ハウを学びたい」とする意見をはじめとし、地坪的、気候的また離島問題など同じ環境

にあり、国際貢献に対し熱意のある沖縄への設置が望ましいとの意見が各国から出され

た。

　ここに、同フォーラムにて提唱された活動の提案を記す。

1、1996年アジア太平洋緊急救援機構（APRO）フォーラム参加メンバーは、ご協力及

　びご後援頂いた、国連人道問題局（DHA）、日本外務省、沖縄県、国際開発ジャーナ

　ル社、JICA、AMDA、そして沖縄のボランティアの方々に感謝の意を表す。

２、我々APRO Networkは、1995年の阪神大震災の被災者をご支援いただいた世界中の

　皆様への感謝の意を込め、アジア太平洋経済協力機構（APEC）と平行するＮＧＯの組

　織体として、さらに日本の人々の世界平和の貢献の決意として設立された。

３、我々は、国民間の理解を促進し、特に草の根の人々への利益をもたらす事業を行う

　日本政府、非営利団体（NPO）と非政府団体（NGO）の多大なるご尽力に感謝する。

　日本からのAPRONET加盟国に対する緊急被害救援及び災害準備や対応もそうした事

　業の一部である。

４、我々は、岡山一沖純一広島間の国際貢献における|烏力関係の重要性を認識する。

５、我々は、災害が人命、財産、経済を破壊すること、そして災害への準備と対応につ

　いての知識の具象化が行われつつあることを認識する。その為これに関する技術の共

　有、特に災害に見舞われる危険の多い地域における関係組織の強化が必要と思われる。

　そしてそれらの問題解決のためのさらなる調査が必要となることを認識する。

６、我々は、世界平和の最終目標を形成する、相互信頼・相互理解・相互支援という相

　互扶助の理念の下、次の3つを提案をする。

提案１

　「災害準備と救援のためのアジア太平洋センター（仮称）」の設立を提唱したい。地

　理的条件、輸送、その他の設備から、そして何よりも人々に国際社会への貢献に対す

　る熱意が存在する沖縄における設立が望ましい。当初の受益者はアジア太平洋地域の

　ＮＧＯと政府機関とし、後に対象地域を広げていく。

　　そしてこのセンターの機能としては当初は調査・研究、研修、その後は物資の補給

　拠点、情報管理、そして本部事務局としてのAPRONETの参加メンバー間の調整とす

　る。対象とする災害は自然災害とするが、伝染病や原子力の問題なども考慮にいれる。

　災害のサイクルとして災害発生前、発生直後、復興、再建の各段階における調査、研

　究と研修のニーズを分析していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際医療協力　voi.20　N0.1　1997　9
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提案２

　　我々はその他の地域に災害準備及び救援を目的としたサテライトセンターを設置:す

　ることを提案する。そして各センターを結ぶ情報、経験及び:引"j性の共有のためのネッ

　トワークを構築する。センター卒業生は地域レペルでの調査・研究及び研修を行って

　いく。

提案３

　　我々は日本国内と、アジアと太平洋地域の他のNGO/NPO、APROのメンバー国間に

　おいて援助のための人的ネットワークの拡充をはかり、情報・通信のネットワークヘ

　の連結をはかっていくことをAPRONET本部事務局に要請する。

沖縄にて

1996年12月15日

来賓の挨拶

　沖縄県企画開発部

　国際都市形成推進室長

　宮城正治氏

　　　　　　　　　　　　フォーラムには多＜の沖縄県民の皆さんが参加された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テレビ朝日映像　寺西英二氏撮影
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一

会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
濫
用
し

な
い
手
は
な
い
。
昨
年
ウ
チ
ナ

ー
チ
ュ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
お

会
な
ど
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

非
常
に
重
要
だ
。
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
の
研
究
｀
戸
部
縄
が
亜
熱
帯

　
　
　
　
　
！

ｍ
阻
ぷ
堤

i
S
W
e
S
l
p
y

‐
9
M
!
1
5
’

六
ヵ
所
で
同
時
に
起
き
た
た

め
、
救
援
が
濯
れ
た
。
バ
ン
グ

Ｒ
４
ｖ
ｖ

ｇ
ｎ
ｉ
ｓ
ｌ
ｇ
．
″
１

て
国
運
な
ど
救
援
に
当
た
る
実

働
部
隊
や
救
援
機
関
相
互
の
違

参

詮
Ｉ
Ｊ



ア
ジ
ア
太
平
洋
緊
急
救
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
意
義
な
ど
論
議

　
災
害
救
援
な
ど
緊
急
救
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
「
砺
ア
ジ
ア
太
平
洋
緊
急
救
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
主

催
、
外
務
省
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
｛
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
｝
が
十
四
日
、
浦
添
市
の
沖
縄
国
際
セ
ン
タ
ー
で
閲
か
れ
た
。
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
九
カ
国
の
代
表
ら
が
参
加
。
日
本
の
国
際
協
力
の
現
状
急
Ｉ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
評
価
、
国
際
緊
急
救
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
策
な
ど
が
論
轡
汎
た
。

奏

　
　
ど
が
一
屈
さ
れ
た
。

　
県
は
国
際
都
市
形
成
構
想
の

中
で
、
沖
縄
を
国
際
貢
献
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
や
国
際
緊
急

救
援
拠
点
、
ア
ジ
ア
の
緊
急
医

療
ハ
プ
基
地
化
構
想
な
ど
を
打

ち
出
し
て
い
る
が
、
同
フ
ォ
ー

す
　
ツ

そ
の
中
で
、
小
規
價
地
域
防
災
セ
ン
タ

の
緊
急
救
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な

ラ
ム
は
、
構
想
実
現
の
な
め
県

パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ

ィ
ジ
ー
な
ど
几
カ
ー
？
ヱ
ー
三

人
が
参
加
し
た
。

　
開
催
の
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し

た
県
企
画
開
発
部
の
宮
城
正
治

国
際
都
市
形
成
推
進
室
長
は

「
国
際
都
市
形
成
構
想
の
基
本

題
芯
は
平
和
、
共
生
、
自
立
で

あ
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
考
え
方
と

非
常
に
マ
ッ
チ
す
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
活
動
か
通
じ
、
沖
縄
の
ユ

イ
マ
ー
ル
の
心
が
世
界
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述

べ
た
。

　
外
務
省
経
済
協
力
局
民
間
援

助
支
擾
室
の
五
月
女
光
弘
室
長

ら
国
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
国

連
の
代
一
系
講
演
や
事
例
報

伸●への緊急放●センター畿●などの撮起が畠。た96アジア太平灘●●放●フｉ－ラムー琴勤市ヽ一編�●

　　　　　　　　　　　　畦哭び

　　　　　　　　　』匝

た
め
に
は
、
災
脊
時
で
な
く
平

時
か
ら
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
が
竃
驀
」
「
小
糞
領
な
地

域
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
必
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か
け
て
い
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
や
緊
急

救
援
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
際
会

議
が
県
内
で
開
か
れ
る
の
は
初

め
て
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
ネ

て
沖
縄
の
儡
刄
検
討
す
ぺ
き

だ
」
な
ど
の
提
案
が
あ
っ
た
。

五
月
女
光
弘
氏

　
（
外
務
省
経
済
協
力
局

　
民
間
援
助
支
援
室
長
）

日
本
は
こ
れ
か
急
泰
男

多
葦
’
ぺ
參
か
。
財
政
面
で
の
か
、
と
い
う
疑
問
の
声
も
あ

日
本
は
他
国
に
ひ
け
？
Ｓ
な
る
。
そ
れ
は
「
先
進
国
と
し
て

い
が
、
『
日
本
は
顔
が
見
え
な
の
義
務
』
「
国
の
安
全
保
障
的
伺

い
」
と
い
う
批
判
が
よ
く
聞
か
面
≒
市
場
の
確
保
」
の
三
つ
が

　
　
　
海
外
援
助
は
日
本
の
恩
返
し

句

荒
木
光
弥
氏

　
　
（
国
際
開
発
ジ
ャ
ー

　
　
ナ
ル
社
圖
巣
長
）

自
治
体
ベ
ー
ス
の
国
際
協
力

姉
妹
都
市
交
流
な
ど
を
下

の
支
讐
奥
け
た
。
歴
史
上
、

こ
れ
ほ
ど
他
国
か
＆
総
に
な

っ
た
国
は
な
い
の
で
は
な
い

地
に
本
音
の
交
流
が
で
き
る
利

点
が
あ
る
。
ま
た
、
今
後
の
国

際
交
流
は
環
境
問
題
な
ど
ｅ
中

国
際
協
力
が
今
後
の
新
し
い
形
い
る
し
、
政
府
に
対
し
て
も
は

に
な
る
の
で
ば
な
い
か
。
閲
発
っ
磨
垂
見
を
言
う
と
い
う
漑

を
援
助
す
る
だ
け
か
ら
、
４
噛
一
、
れ
が
確
実
に
出
て
き
て
い
る
。

環
境
や
地
域
住
民
の
人
権
に
十
い
ま
、
大
仰
な
の
は
日
本
の
Ｎ

　
　
　
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
カ
発
揮
が
大
切
　
　
心
Ｕ
Ｈ
回

心
に
し
た
も
の
に
な
る
ー
君
分
配
慮
し
た
も
の
に
な
ら
な
け
日
本
の
納
税
者
か
ら
相
手
国
の

う
。
自
然
と
の
共
存
、
共
栄
の
れ
ば
な
ａ
な
い
。
最
近
の
ｏ
Ｄ
納
税
者
に
対
す
る
も
の
で
あ

麟
原
か
ら
、
環
境
面
t
M
I
腸
Ａ
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
地
方
自
治
り
、
政
府
は
そ
の
真
ん
中
に
入

調
査
し
た
り
、
研
究
者
か
県
遺
体
の
壁
哭
ｉ
な
意
見
を
取
幻
っ
た
干
－
ジ
ェ
ン
ト
に
す
ぎ
な

し
た
り
、
指
針
奮
孚
ま
う
な
入
れ
て
、
援
助
に
反
映
さ
せ
て
い
。

き
る
状
況
に
尽
謝
し
、
国
際
社

大
根
聖
一
氏

　
　
（
外
務
省
大
臣
官
房

　
　
海
外
広
報
課
長
）

沖
縄
が
で
き
る
国
際
協
力
、

て

に
　
へ

深
沢
良
信
氏

　
　
（
国
連
Ｄ
Ｈ
Ａ
災
害

　
　
救
済
調
整
冑
）

国
連
の
災
害
救
済
調
整
容
と

し
て
か
か
わ
っ
た
イ
エ
メ
ン
と
・
フ
デ
シ
ュ
で
は
大
竜
巻
が
起

パ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
災
害
救
済
き
、
十
四
万
三
千
人
の
死
者
が

の
事
例
少
紹
介
し
た
い
。
イ
エ

メ
ン
で
今
単
一
八
月
に
大
規
模
な

絡
調
整
体
制
の
確
立
が
蔓
｛
と

痛
感
し
た
。
平
時
の
ネ
ッ
ト
ワ

出
た
。
災
害
救
援
か
遇
し
て
、
Ｉ
ク
、
特
に
人
間
関
係
、
人
脈

救
難
活
動
の
実
働
部
隊
と
な
る
衆
Ｉ
．
相
互
の
意
思
の
疏
通

　
　
　
相
互
の
連
絡
体
制
確
立
重
要
　
　
・

賤
ｎ
い
６
ｎ

洪
水
が
発
生
し
た
。
幾
十
ｒ
散
人
不
尽
、
そ
れ
に
災
害
時
以
外
い
。
ま
た
顔
の
見
え
る
援
助
の

μ
も
流
出
す
る
想
像
を
絶
す
る
の
平
時
か
貨
Ｇ
Ｏ
、
ロ
１
カ
な
め
に
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
ｏ
が

規
模
の
災
害
で
、
に
か
も
国
の
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
地
方
政
府
、
そ
し
救
助
の
前
線
に
立
ち
、
日
本
な

六
ヵ
所
で
同
時
に
起
き
た
た
て
国
運
ｉ
た
る
興
き
方
支
援
に
徹
す

め
、
救
援
が
濯
れ
た
。
バ
ン
グ
働
部
隊
や
救
援
機
関
相
互
の
運
る
の
も
簒
－
｛
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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　　報告　AMDAlnt･1事務局長　Dr.Francisco P. Flo。s

　　　　　　　　　　　記録　Dr.Kenneth Hartigan-GO

翻訳　専門学校be-max（岡山会計学館経理専門学校）

　　　　　　　　　　　　　研究開発案　石口雅敏

　　　　　　　　　　　　公務員コース　三谷けい子

無担保ローンが利用できるが、シティースラムでは利用

できない。そこでＤＳＫの役割が必要となってくる。同

氏によれば､都市部の貧困者に対する開発プログラムは

不十分であると考えている人々がいるとのことである。

つまり、立ち退き命令や疾病、逃亡者、移住、違法の付　Ｓ

き添いや泥棒、慢性的貧困に直面しており、これらの問

題には解決策が見当たらないのである。スラムの居住者

は健康面での保護がなく、個人の開業医に診療してもら

わなければならない。そこでＤＳＫは、治豪貴の70～75

％を支払うクレジットグループを組み込んだ地域健康プ

ログラムを開始した。その好結果により、当プログラム

に参加を希望する人々が増加している。

ｃ．バカイ医療基金（パキスタン）

　バカイ氏が自分のＮＧＯ基金について説明を行った。

バカイモデルはカラチから40キロほど離れた農村部での

貧困と疾病に対処していた。農村部に移った貧困者達は

政府の援助を受けていないため、成功するには自己依存

という姿勢にならざるをえない。バカイメディカル大学

は1993年に条例によって創られたが､外国からの援助は

なかった。医学教育のほかにこの大学では、農村部にお

いて一貫したヘルスケアーを施したり、子供たちに基礎

的な医学教育を行うことができる。このモデルの精神は

「自己依存及び､コミュニティと安全性の統合によってお　●

こなうコミュニティサービスそして開発」である。この

モデルはヘルスケアーの様々な要素と複合的な教育とを

ともなう。例えばそのコミュニティには飲料水の装置や

収入を得る計画、衛生、滋養、教育そして健康といった

概念が取り入れられている。同氏はＡＭＤＡとパキスタ

ンがサラセミア管理にたいして援助したこと、また、留

学生に無料で医学､歯科教育をしたことについて言及し

た。

ASAP（AMDA Social Aid Progeram）について

　現在の新しいスローガンは「Better Future fora Better

qualityofLifi」である。複雑な非常事態（難民など）・自

然災害・発達しているコミュニティ（かならずしも非常

事態や災害と関連があるわけではない）の結果存在する、

困難を背負った様々なコミュニティを認識すると、救済

　ＡＭＤＡ主催の第１２回インターナショナル執行部会

が、ＡＭＤＡバングラデシュの尽力のもとバングラデ

シュ、ダッカで９６年１１月１５日、１６日に開催され

た｡今回の尹--マは､「貧困と疾病への対処とＡＭＤＡの

役割」である。菅波代表は健康、経済、人間行動の問題

とＡＭＤＡがどう社会に貢献できるかという問題を提示

した。アムダの支部はアジア、アフリカ、ラテン、北ア

メリカと現在１８ケ国に渡っている。その見解、使命、

目的が述べられた。

　最初にＮＧＯモデルのプレゼンテーションとして３カ

所の報告があった。

ａ．グラミーンバンク

　この銀行の主旨は、貧困者に無担保のフリーローンを

貸し付け､経済発展の機会を与えようというものである。

実行に移す初期の段階でいくつかの問題に直面していた。

銀行業の主旨であるローンと教養（主として識字）の必

要性を与えるということは大きく変化し、特定の状況の

貧困者や特に女性への対処をするようになった。この事

をさらに進めるために、明確なガイドラインとローン貸

し付けの基準が定められた｡バングラディシュでの19年

の経験を基に、適切なプロセスを選択した当プロジェク

トは､貧困者はかなりリスクの商い貸し付け先であるこ

とを証明している。グラミーンバンクプロジェクトはま

た、以前の経済発達のみのための役割だけでなく、社会

発達の分野へも最近進出している。このモデルは世界の

多くの国によって採用されている。同氏はアムダに、グ

ラミーンバンクが支援していない貧困地域（約５０％）

をカバーする手伝いをするよう奨励した。

　ｂ．ＤＳＫ（バングラデシュ現地ＮＧＯ）

　　ＤＳＫ書記長シンガ氏はダッカ市スラムにおけるヘル

　スケアー活動や回転資金プログラムについての同氏の組

　織の経験を述べた。ダッカ市のスラムには３百万人が居

　住している（ダッカ市の総人口は7百万人）。都市部の貧

　困者に対するローン貸し付け同様、ヘルスケアーを含ん

　だ他のプログラムは情報や教育サービスや水道機具供給、

　トレーニング等に勝っている。農村部ではＮＧＯによる
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され｡乙人べのタイプに合わせた様々な支援策を作り出す

必哭性かある。例えば、複雑な非常事態や自然災害に対

処するには、支援策はＡＭＭＭ（アジア多国籍医師団）

を推進するものでなくてはならず、また、発達している

コミコニティに関しては、ＡＳＡＰを供与するものでな

くてはならない。後者の支援策は、第１２回会議のテー

マに結びつくものである。すなわち、ＮＧＯの経験とテ

クノロジーを使って､貧困者の困難を和らげるのである。

ＡＳＡＰの目的は、ＡＭＤＡがコミュニティの発達を手

助けするというものである。この支援策には５つの別個

の要素が必要である。すなわち、健康、教育、環境、収

入を得るためのプロジェクト､そして女性の向上である。

この概念は広いため、我々がこの事を成し遂げるには、

他のＮＧＯの経験を使う必要がある。例えば、健康を着

手ポイントとして使うことは十分とはいえず､大衆の識

字率アップから、高度な学習までの教育と統合させる必

要があろう。他の例としては、健康プログラムを維持可

能な生活活動と結び付けることなどである。どういう

人々を救済対象にするかは、その国の文化を考慮する必

要があるという見解で討議は一致した。例えば、グラ

ミーンバンクとＤＳＫプロジェクトからは、男性よりも

女性の方がローンを扱いやすい地位にあるという事実が

述べられた。それぞれのモデルの目的は、それぞれのプ

ログラムの優先順位によって変わる｡公開討論では更に、

グラミーンバンク、ＤＳＫ、バカイ、ネパール・フィリ

ピン医薬保険プログラムの５つのＡＳＡＰプログラムモ

デルについて、６つの基準を精査しながら話し合いが進

められた。６つの基準とはすなわち、目的、救済される

人々、資金源、基金の使用、管理、そして提案プロジェ

クトの場所である。

会員権について

ａ．新規会員申し込み

　ボリビアが地方支部格として申し込みをした。ＡＭＤ

Ａに加わりたいという意図を明らかにした　国は中国、

モンゴル、ボスニア、ザンビアである。そうした申し込

みの処理は本部に一任するということが提案された。

ｂ．国毎の複数支部の問題

　例えば､中国やインドは広大な地域に渡り人口も多く、

また、医療問題にしても複数のシステムを持っている。

分割していくともっとたくさんの支部が国毎に必要だと

いうことになる。我々の組織は一国に付き１支部を認め

るということになっていた。法律上の登録のためと、混

乱を避けるためである。しかし、別な副支部を持った一

つの支部の傘に入るというほうがむしろ好ましいかもし

れない。考え方の違いを考慮しもっと支部がいると思わ

れるこうした特定の国についてはもう少し時間をかける

ことが提案された。

ｃ．会費

　各支部毎に１人につき５ＵＳドルずつをＡＭＤＡ本部

に送るということが提案された。この会員権料は次年度

にわたるものとする。

ＡＭＤＡ各支部の強化

　会員相互と各プロジェクト間の情報交換にインター

ネットを使いコミュニケーションをよくしようという

提案が菅波氏よりされた。会員はこの会議に全員イン

ターネットによって出席しているわけだが、ホームペー

ジを持っているのは３国だけだった。ホームページを

持っていない国は持っている国､例えばＡＭＤＡブラジ

ルなどに情報を送ればよいということが提案された。Ａ

ＭＤＡ本部と他の国々の会員のローテーションが提案さ

れた。限界はあるとしても、来年、４月までには組むこ

ととする。ローテーションというのは、特定の仕事や、

それから他のＡＭＤＡの事務所の仕事を理解する訓練が

課されることになる。そして、期間は１年間とする。Ａ

ＭＤＡ本部とバングラデシュとでこのプログラムの詳細

については準備する。

専門家に関するＡＭＤＡのデータベース

　ＡＭＤＡ本部は以下の専門技術に関するデータベース

を常に必要としている。水､水回り、組み立て、技術者、

建築家､ヘルスセンターやキャンプのリハビリの監督者、

環境状況判定を下せる人、いろんなレベルの訓練や履行

プロジェクトの組める人などである。特に必要なのが成

長を助ける女性である。現在、国際的に医師や看護婦以

外のこうした専門技術が必要度を増している。各支部国

は将来声をかけることの出来そうな人を見つけておくと

いう提案がなされた。支部を持つ国々はそれぞれ将来成

長についてのプロジェクトと緊急手術に利用出来そうな

専門家のＣＶをＡＭＤＡ本部に送ることとなった。

ＡＭＤＡと地方ＮＧＯの共同プロジェクトの実行

　日本大使館は開発プロジェクトの申し込みを受け入れ

る。そうしたプロジェクトを持っている支部はＳＳＧＡ

基金（最大１０万ＵＳドル）に申し込むようとの提案が

あった。より好ましいプロジェクトはソフトウェアより

ハードウェアに関するものだということである。言葉の

トレーニングとかとのことである。申し込み方法はＡＭ

ＤＡ支部が直接大使館に申し込む。ＡＭＤＡからの承認

書は申し込みを促進することになる。目的は各支部の国

にいおいて日本大使館との緊密な関係を築くことにある。

例えば、ＡＭＤＡネパールはパキスタンには救急車、バ

ングラデシュにはボートの訓練という複数の提案を提出

している。
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ＡＭＤＡとＡＭＳＡの関係

　先の１１回ＡＭＤＡビジネス会議はＡＭＤＡとＡＭＳ

Ａの関係強化推進を決議した。現在、フィリピンのＡＭ

ＳＡ代表であるウィリー・サントスは来年のフィリピン

ＡＭＳＡ協議会に向け、テーマは「手を携えるアジアの

保健医療の改善」というプランを提示した。協議会の予

定は１９９７年７月２７日から８月５日までである。彼

はＡＭＤＡ支部にお互いのプロジェクトについて地方の

ＡＭＳＡ支部と連携して共同作戦を取ることを提案した。

インドネシアでの先の協議会の間、ＡＭＳＡはオースト

ラリアやニュージーランドといったアジア以外の国に会

員の門戸を開いた。彼らの行動の中でＡＭＤＡについて

の情報を促進するようという提案がＡＭＳＡになされた。

この会議中昔波代表よりＡＭＳＡの歴史と、ＡＭＤＡの

発展にいかに関係が深いかが説明された。

　　　　　＊ＡＭＳＡ－一一アジア医学生連絡協議会

これからのＡＭＤＡビジネス会議開催地

　先頃のボンベイとマニラでの１０回、１１回ＡＭＤＡ

ビジネス会議の期間中に１９９７年はネパールが主宰す

ることが決められた。

ＡＭＤＡの病院と診療所のネットワーク

　世界各地への人々の移動が多いために、そうした外国

人の世話ができる文化的な面の分かりあえる医療サービ

スの要求が起こっている。現在、ＡＭＤＡ医療情報セン

ターは、日本人の扱いを容易にすることが出来る病院を

３つ登録している。バンコクゼネラル病院、上海のＡＨ

Ｓウィシィアン病院、バングラディシュの日本バング

ラディシュ友好病院の３病院である。また、ＡＭＤＡ支

部間のネットワークの整備強化も提案された。地球規模

の情報網がＡＭＤＡ本部や、ＡＭＤＡ医療情報センター

の小林医師等を通して構築されている。一つの提案は保

険会社と提携して、参照センターというようなものとし

て各地のＡＭＤＡ支部を決めておくことである。他の

サービスもいろいろ考えられる。出発前サービスとして

予防注射と医療情報とか国内サービス､患者の母国移送、

救急サービスなど。

アジア多国籍医師団（ＡＭＭＭ）

　ＡＭＭＭは､1993年の林原フォーラム開催中に岡山で

組織された。目的は２国から集めたボランティアを多国

間医療使節団として、自然災害や複合的な非常事態に対

応させるというものである。この医療使節団の実行に際

しては、ルールとガイドラインが設けられている。当初

この会議ではそのルールの見直しが予定されていたが、

ＡＭＤＡ本部が代わりに見直しをすることとなったため、

延期された。かわりに、現場からの問題をはっきりさせ

るために、団体からの推奨事項が求められた。
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フィールドプロジェクトに関する推奨事項

　団体はＡＭＤＡ本部に次の事柄を調べるよう忠告した。

すなわち、組織のプロジェクトスタッフ、スタッフのタ

イプ。また、昇進・退職・年金、異動と給料、地方手当

て、マニュアル及び出発前のオリエンテーショントレー

ニングが、契約労働に関する時間外・家族手当て、給料

の額、有給或いは無給休暇、保険など全てをカバーする

ようになっているかを考慮するよう忠告した。プロジェ

クトやスタッフの成績に対しての監視や評価方法が述べ

られるだろうが、その中には、リスク管理をも含むべき

である。

　リスク管理議定書が使えるが、これは、配布予定のマ

ニュアルの中に入れられる予定である。スタッフの成績

評価の議定書はまだ制作途中である。需要に応じて行わ

れ､成績の不振から行われるわけではないスタッフの格

下げに関しては、基本給はそのままで、責任手当てを仕　

●

事の格下げに応じて変化させるということが提案された。

食事や地方手当てに関しては、アフリカのプロジェクト

地によって変わるということが述べられた。これは、国

の割当てに応じて計算される数値に基づくものだと説明

がなされた。ＡＭＤＡ本部が手当て額を標準化し、各支

部に通達するであろう。年金や退職金などのような長期

給付金に関しては、まだ草稿が出来上がっていない。長

期給付金は、専門的なスタッフに適応されるだろう。な

ぜなら、これはＡＭＤＡにとって非常に新しいものなの

で、選択権利などを研究するためにまだ時間がかかるか

らである。休暇に間しては2種類のタイプがある。プロ

ジェクト地の労働期間に応じて、1週間の短期休暇と1ヶ

月の長期休暇がある。また、ＡＭＤＡ本部が、研究して

いる各支部に、休暇日数を増やすか、休暇期間を増やす

か等の選択権を準備するということが提案された。検討

される休暇には、病気休暇と緊急休暇が含まれる。出発

前の状況説明と任務終了後の報告は、ボランティアを派

遣する各支部の責任である。各支部は、ＡＭＤＡ本部が　●

用意するマニュアルに従うということが、強調された。

何人かのＡＭＤＡメンバーを交えた相談･協議型の研究

会の結果､推薦されるＡＭＭＭの政策決定プロセスには、

以下の事柄が含まれるべきであるという結論に達した。

実行と更なる研究､そして最高責任者の決定のためには、

メンバーからの要求、他のメンバーとの相談、委員会の

決定及び、ビジネスミーティングが必要である。

　最高責任者の自由裁量を使って、マニュアル作成を容

易にしようとするなら、マニュアルには、オフィス（本

部、支部、現場）と契約者の責任が明記されているであ

ろう。標準化された職務明細書が準備されるであろう。

多くの複雑な非常事態がアフリカを巻き込み、アフリカ

人のボランティアが求められるということから、当会議

に対して、名称をAsia-Africa MMMとするよう提案が

あった。アジア、アフリカ、或いは、アジア・アフリカ

という
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という言葉はなくても、ＭＭＭだけでその目的を十分表

現できるという提案もあった。また、ＡＭＤＡ ＭＭＭ

を、という提案もあった。しかし、菅波氏によれば、ア

ジアＭＭＭは新しい存在であり、アジアの医師の間でも

それに対する理解は、まだ発達途上にある。アジアとい

う名前を取り除いたり、アフリカという名称をつけるこ

とは、混乱と文化的誤解を招くという点で、いい考えだ

とは言えない。

　このようにして、ＡＭＭＭという名称は維持されるこ

ととなったが、メンバーについては変更がある。アジア

ＭＭＭへのボランティアは、ＡＭＤＡの支部から派遣さ

れるが、アフリカの国に関しては、ＡＭＤＡ支部以外か

ら派遣され､名称もアフリカＭＭＭと名乗ることとなっ

た、

ＡＭＤＡの名称について

　ＡＭＤＡこれはすでによく受け入れられた頭文字語だ

から残すのだが、取り扱っていることがどんどん広がっ

ていることを考えると、ＡＭＤＡという名前を変えると

いうことで会議が持たれた。次のような提案があった。

Association ofmedical doctors of/for Asia Association for

Medicine and Developmentしかし、今までの経緯や実用

を考えると、菅波氏によって元々のＡＭＤＡの意味のま

まにすると決定された。ＡＭＤＡの名前が頭文字語の説

明なしに強調され、そのため、混乱することを避けよう

ということでそのままにすることになった。

役員選挙

　代表

　副代表

事務局長

特別委員会

菅波茂

１９９７年はネパールがホスト国なので

ネパール支部代表でもあるR Pokharel

F.ROres

議長　ＣＨＥＲ（人道緊急援助委員会）の

Nilmal Rimal

議長　ＣＣＳＤ（持続する開発を基礎とす

る地域社会の委員会）のEmmaPalazo

　ＣＣＳＤとＣＨＥＲでの立場はＩＮＮＥＤの会議中に

決まり、Ｅｍｍａ氏とＮｉｍａ１氏はマニラでの１１回

ＡＭＤＡビジネス会議までそれぞれ別の担当でもあり、

今回までこれらの任にあることとなっていた｡実際問題、

ＡＭＤＡ日本がこの役をしてはどうかという提案がＮａ

ｙｅｅｍ氏よりあった。また一方、現在の担当で議長と

して続け、これら２つの委員会のメンバーとして何人か

の人に当たってもらうということになった。ＣＣＳＤに

提案されたメンバーはＫｅｎｎｅｔｈ氏、Ｏｊｈａ氏、

ＪｏｈｎａｉｄとＲａｍｅｓｈ氏である。具体的な仕事

が正式なものとして述べられることになる。ＯＨＥＲの

メンバーとしてはＦａｉｓａｌ氏、Ｐａｔｒｕｓｉ、Ｔ

ａｎｒａ、Ｅｄｗａｒｄ氏である。ＣＣＳＤに提案され

た仕事はＡＭＤＡの全開発プロジェクトを基準を設けて

調整し、それを各支部に普及させ、プロジェクトを決め

た基準に沿って検証し、実施してみて、ずっと持続させ

られるようなトレーニングや、ワークショップを支部と

スタッフに供給することである。ＡＭＤＡ本部のプロ

ジェクト推進局は次のプロジェクト期間のための提案を

１９９６年１２月１５日を締め切りとして待っている。

資金問題

　これまでＡＭＤＡ日本支部は、支部のプロジェクトを

資金面で支えてきた。ＡＭＤＡインターナショナルを援

助するために、資金調達が話し合われた。投資回収のた

めには、収入を得るための活動（ＡＭＤＡネパールの婦

人･小児病院、ＡＭＤＡバングラディシュＡＢＣ、そし

て、ＡＭＤＡフィリピン産業医学病院など）が計画され

るべきなのである。 ＡＭＤＡブラジルは、インターネッ

トの接続プロバイダーとして、ブラジルにある他のＮＧ

Ｏにサービスを提供した場合のコストと収入を調べた。

ＡＭＤＡフィリピンは、ＡＢＣの法的義務を調べ、更な

るマーケットリサーチを進めるつもりである。本部は、

全ての支部がやろうとしている収入創出計画を調べ､各

国でのプログラムを容易にするよう、保証を与えるべき

だという提案が出された｡一方で､収入創出に関しては、

法的トラブルを避けるために、ＮＧＯとしてのＡＭＤＡ

は、非営利団体であり、このことを明確にしておくべき

だということを意見として出した国もあった。

　この会議では、ＡＭＤＡの精神である、村落の人々が

健康と質の高い生活を手に入れる手助けをすることのた

めには、実現に向けての戦略が必要である。ということ

が結論づけられた。この戦略はＡＢＣと呼ばれる。それ

ぞれの国は、ＡＢＣを実行するために、その独自のシス

テムの中で土台づくりをしなければならない｡各々の支

部には、更に、ＡＢＣに提案するプログラムの準備をす

ることが求められる。そして、その際には、次の４つの

要素が必要である。すなわち、医薬保険、学校、銀行シ

ステム､そして健康管理及び専門医紹介センターである。

理解の統一を確保し、特定の国に対する提案を準備する

上で支部を支援するために、本部は構愚書を準備するで

あろう。それぞれの支部は、ＷＨＯや世界銀行、日本大

使館からの可能な資金源を考慮すべきである。（ハード

ウェアに対する支援として）ＡＢＣ中の銀行の名前は、

金銭のみを暗示し、プロジェクト中の健康増進問題を反

映していない｡ＡＭＤＡ本部が構懇書を準備する際､「健

康増進の優先性」を強調することが提案された。



・ＡＭＤＡ南アフリカ共和国プレトリア事務所報告

-

″●

●

AMDAプレトリア事務所開所式報告
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

プレトリア事務所長　三浦恭子

南アフリカのAMDAプレトリア事務所の開所式が下記のように開催されました。

場所　ホリデイ・イン・クラウンプラザ

開催日　1996年12月10日

プログラム　17 : 30　開場

　　　　　　18 : 00　セレモニー開始　　スライド：ＡＭＤＡ紹介

　　　　　　18 : 10　挨拶　ＡＭＤＡ事務局長　近藤祐次

　　　　　　　　　　　　　BLL代表　　　　伊沢卓士

　　　　　　　　　　祝辞　日本大使　　　　小西芳三

　　　　　　　　　　　　　ANC Women's Laaque代表　国会議員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ms.Winnie Mandela

　　　　　　18 : 30　レセプション開始

　　　　　　20 : 30　終了

　このオフィスはＡＭＤＡとBLL､連合岡山との共同オフィスであり、９月下旬より赴任

して以来、スタッフ３人で開所式に向けて準備してきました。オフィス内部の整備が不

完全だったことと、現地の習慣の違いなどからトラブルが続出しました。

　ＡＭＤＡシンパのMs.Kate Tucker以外一人として知人のいないプレトリアで、200名を

招待する開所式を開催するという使命は３人にとって重圧となりました。それでも徐々

にローカルの人々と知り合いになり、情報を集めていきました。招待状を出すだけでな

く電話やFAXで何度も連絡をとったり、時には手渡ししたりして、印象を強める工夫の

結果、当日は200名を大幅に越える出席者で（一人招待すると友人を10人連れてくると

いわれているらしい）嬉しい悲鳴をあげました。

　当初のスケジュール通り、近藤事務局長が挨拶の中で、プレトリア事務所の機能と相

互扶助について、BLLの伊沢代表が、今までBLLが取り組んできた差別撤廃運動と南ア

フリカでの今後の人権問題への取り組みについて述べた後、小西大使から、政府の私共

の足りないところをNGOの皆さんに是非頑張って欲しいと祝辞をいただきました。とこ

ろが次に祝辞をいただくはずのMs.Mandelaの姿が見あたりませんでした。

　折しも当日は人権デーで、南アフリカ新憲法の調印式の日でもありました。政府高官

やMs.Mandelaはシャープビルで行われた調印式に出席され、その足でプレトリアに向

かわれたが、途中、ヨハネスバーグ辺りで集中豪雨に遭われ、車が進めず、到着が大幅

に遅れるとの連絡が入り、スタッフ一同が気をもむという一幕があったのでした。
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。



　　しかし、実際に19時過ぎ、Ms.Mandelaが会場に到着されると、会場から歓声が沸

き起こり、彼女を取り囲んでタウンシップの女性たちが踊り始め、前に進めないほどの

熱狂ぶりでした。彼女は南アフリカの抱えている問題の深さと、それを解決するために

外国の支援が是非とも必要であることを認識した。 ＡＭＤＡを歓迎し活動に期待すると語

られた。スピーチが済むと、会場のどこからともなく国歌｢NKOSI SIKERELA IAFRICA｣

が歌い慟され、大きな歌声の輪となり、まさに感動的な場面でした。

　レピプションでも･、各国大使、南アフリカ政府関係者、大統領府関係者、プレトリア

古参L同助役、ＵＮＨＣＲ、ＵＮＶ、内外ＮＧＯ、大学関係者、各タウンシソプカウンセラー、

蔡づ根ワーカーなど幅広い層からご出席いただいた方々と、交流を深めることができま

､ノヘΛｙＤＡプレトリア事務所が政府と住民、ローカルＮＧＯと手を結んで取り組むプロ

ジェクトの併進役となれる日を期待して、盛会のうちに幕を閉じた開所式でした。

マンデラ女史によるＡＭＤＡプレトリア事務所開所式での祝辞

翻訳竹本美穂子

　　皆さま、こんばんは。本日はお招き頂きまして有り難うございます。まず最初に、こ

　のプロジェクトを可能にして下さった、ＡＭＤＡの菅波茂先生とスタッフの方々にお礼

　を申し上げたいと思います。また、勇気ある、そして積極的な活動を開始されたことに

　対して拍手を贈りたいと思います。私たちの国に来られた皆さまを「The Mother of the

　Nation」として暖かく歓迎致します。

　　最初にＡＭＤＡを知った時から私はずっとＡＭＤＡの活躍やプロジェクトに非常に興

　味を持ち、また感銘を受けて参りました。皆さまの言葉だけではなく、行動に感銘を受

　けてきたのです。

　　ＡＭＤＡが人道的精神をもって南アフリカに来られ､必ずや皆さまの活動のいま一つ

　の成功例となるであろうことを、大変光栄に思います。また皆さまの「明るい将来のた

　めに、より良い医療を」という思いに､私も参加させていただき有り難うございます｡今

　後活動を通じて良い関係を築いていけることを期待しております。

　　一連の解放闘争において、私たちは外国の援助を受けて来ました。しかし、私たちが

　政治的自由を勝ち取るや、同盟国の多くは、もう自分たちでやっていけるだろうと判断

　して去って行きました｡しかし現実は以前にもまして同盟国の援助が必要だったのです。

　　我が国の政府には約束通りに人々の生活を向上させる義務があります。国民を貧困か

　ら救い、住宅、教育、雇用、そして何よりも医療を提供していかねばなりません。ご存

　知のように前政権は健康福祉制度を実施しておりましたが､4000万人から資金を集めた

　にもかかわらず､400万人にしかそのサービスを提供していませんでした。そして私たち

　はその制度を引き継ぎ、初めて、医療制度にもっとお金を使えば良いということが二つ

　の理由で無理であると分かりました。第一の理由は、私たちには資源がありません。そ
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して第二に、格言にもありますように「問題解決にお金を使えば、もっとお金のかかる

問題になるだけだ」と言うことです。その意味は皆さまにもご理解いただけると思いま

す。

　多様な価値観の共存を基本精神とされている皆さまに、私は完全に賛同いたします。

南アフリカの状況はさまざまな意味において独特です。国内は虹のように多彩で11以上

もの公用語を話しています。過去40年のアパルトヘイトの間のみならず、私たちの植民

地化以来、南アフリカの人々は人種差別や民族主義を教えられてきました。黒人と白人

はお互い信頼しませんし、ズールー族とホサ族はいつも衝突していますし、アフリカー

ナとイギリス人の考えは一致しません。それぞれの民族グループは自分たちの生存と支

配という考えにとりつかれ､私たちは皆人間なのだということを忘れてしまうほどです。

民族の集団が自分たちの文化や価値観を維持したいと望むのはごく自然なことですが､問

題は、人々が他の文化と共に生き、共存すると、自分たちの民族性が失われると考えて

いることです。この考えは間違いです。新しい世紀に進んでいく道は、多様な価値観の

共存です。ＡＭＤＡの皆さまの精神は､再建と発展という私たちの精神でもあるのです。

　南アフリカでは、最近キューバの医師たちに来てもらい、田舎の苦境を助けてもらお

うと、ここで開業してもらいました。彼らの意図は全く善意でしたが、物資を提供し始

めるまでの当初、懐疑心で迎えられ、批判さえもされました。このお話をしているのは

皆さまを落胆させようとしているわけではありません。ただ、私たちの社会が民族的に

対立しており、人々は懐疑的になりやすいということを知って頂きたいのです。是非や

る気を無くしてしまわないで下さい。一度人々の心を掴むことができたら、皆さまは一

生の友人を得ることと思います。

　多様な民族でも相互に信頼し、尊敬すれば共存できるということを、ＡＭＤＡは何度

も示してこられました。私はソーシャルワーカーとして仕事の場で、この精神を直接経

験してきました。人々が共通の目標に向かって一生懸命、共に努力すれば、お互いの違

いなどはすぐに忘れてしまい、人間としての絆が生まれ、最後までやり抜くことが出来

るのです。ＡＭＤＡのプロジェクトは、行動を基盤としているので、うまくいくのです。

人々が宗教的、民族的違いに疑問を抱く前に、すでにプロジェクトは実施され、人々が

助けられているのです。

　私はＡＭＤＡの行動を賞賛します。私たちは往々にして政治家たちのように、行動す

るよりも話をすることに多くの時間を費やします。南アフリカは今、私たちの国をある

べき姿へと導いてくれるＡＭＤＡを必要としています。

　最後にもぅ一度、本日お招き頂きましたことを、ＡＭＤＡに感謝いたします。この会

が私たちの国々とＡＭＤＡの加盟国すべてに､確固たる､そして有意義な関係を築くきっ

かけになることを願ぅております。
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ルワンダ緊急救援報告

調整員　佐々木　論

　現在ＡＭＤＡルワンダでは外務省、総理府そしてＵＮＨＣＲの支援を得て、帰還民支援と開発援

助の包括的なプロジェクトを検討中である。とりわけＰＫＯとＮＧＯのジョイント緊急援助プロ

ジェクトは、今後の政府とＮＧＯの緊急援助の協力を見るうえでの試金石となることは間違いな

いであろう。あわせて外務省に関しても、現在進めている計画は、外務省従来の枠を大きく越え

て、ＮＧＯとの協力を図ろうとの試みがうかがえ、今後の外務省との長期的協力の視点から見れ

ば、非常に重要な機会となるに違いない。総体的に見れば、ＡＭＤＡルワンダに与えられた今回

のプロジェクト一つ一つをいかに成功裏に実施していくかに､ＡＭＤＡルワンダが計画している

プロジェクトに対する実施能力が問われていると言える。以下、ＡＭＤＡルワンダが計画してい

るプロジェクトを簡潔に述べてみたい。

1、KADUHA Hospitai再建計画

　保健省より新たにギコンゴロ県にあるKADUHA　Hospitalの支援を依頼された。１９９４年の

大量虐殺以前にアルジェリコ政府の援助を得て建てられた同院は、ベッド数が250床を数え、か

つては80人を越えるスタッフを抱え、４人の医師が従事していた地域有数の病院であった｡現在

は看護婦が２入いるだけでほとんどその機能を失っている。今後､ＡＭＤＡルワンダは､総理府、

外務省そしてUNHCRの協力を得て、同院の包括的再建プロジェクトを行う予定である。

　　総理府からは、PKO-NGO missionを受け入れ、難民の帰還に伴う、医薬品の需要の増大、入院

　患者の増大に対処していく予定である。また、外務省からは、草の根無償資金より、開発援助の

　視点から、大型医療器材の提供を検討している。 UNHCRからは、人件費を含めたOperation Cost

　を支援してもらい、ＡＭＤＡからの専門医によるトレーニングプログラムを実施し、病院再建と

　あわせた自立型の促進に焦点をあてている。

　２、キガリ・ルーラル県９ヘルスセンター支援計画

　　１９９４年よりＡＭＤＡはキガリリレーラル県で、ルトンデ、ルワヒ、ルリンドの３つのヘル

　スセンターを援助・運営してきた。この度、保健省よりキガリルーラルにある６つのヘルスセン

　ターの支援要請を受け、１９９７年度より９つのヘルスセンターの支援を計画している。

　　昨年末より原野医師、高木医師、松原医師、松原看護婦、宮本看護婦、を中心に、新たに依頼

　された６つのヘルスセンターのニーズ調査を詳細にわたづて行い、１月の初旬には､30ページを

　越える調査報告書を作成していただいた。今後、プログラムを実施するにあたって、各ヘルスセ

　ンターを綿密に分析した調査報告書は重要な資料となるであろう。

　３、シェルター建設計画

　　現在ルワンダで最も緊急性、必要度が高いのが､帰還難民､被災民の為の簡易住居の建設であ

　る。ＡＭＤＡルワンダでは、総理府、外務省、日本青年会議所、UNHCRと共同のもと、600軒の

　シェルターを建設する予定である。建設予定地となっているショロンギ･コミューンでは、ＡＭ

　ＤＡのプロジェクト・サイトの選定を済ませており、１月下旬の着工を予定している。

　　シェルター建設の特徴は、帰還難民､被災民が直接シェルター建設に携わることであり、地域

　参加と地域開発を兼ね備えており、長期的には、地域住民の為の開発援助の側面も有している。

　結びにかえて

　　総理府、外務省、UNHCRとの協力を得て、現在進めようとしているＡＭＤＡルワンダのプロ

　ジェクトは、ＡＭＤＡのプロジェクトの中でも、最も大規模なプロジェクトの一つになるであろ

　う。このような機会を与えていただいたことに感謝していると共に、ＡＭＤＡ事務局の尽力に心

　から経緯を払わせていただきたい。

　　あわせて、どこまでも現地のニーズに応じ、現地に密着したプロジェクトを行い、一人一人に

　喜ばれるようなプログラムを進めていくことを今後とも求めていきたい。
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ルワンダ難民緊急救援プロジェクトに参加して

椋木　智美

　11月16日午後､突然私のもとにアフリカのルワンダにボランティアとして参加しない

かという話が舞い込んできた。私は一度はボランティアというものに参加してみたかっ

たため、何も考えず早速行きますと返答した。ルワンダがアフリカのどこにある国かも

知らず、ルワンダが今どういう状態になっているのかも知らないままに。何も知らない

まま、本当に私で役に立つのかも分からないまま返事をし参加した。

　11月19日、午後の便で成田を発ち、ロンドン経由でナイロビに行き、ナイロビから２

日後にようやくルワンダの首都キガリに到着（U/21）なんとも長い遣のりだった。いざ

その国ルワンダに行きたいと思っても、空港事情やいろいろな国の問題があり、なかな

かその国に行けないんだなということを実感した。

　今回私がルワンダにボランティアとして派遣される理由は、1994年にルワンダで内戦

があり､その時ルワンダから各国ザイールやタンザニアに難民として移住した人達が､今

回ザイール国内側で内戦が起こり、再びルワンダの国に大勢の人数で、一気に帰って来

たため、緊急救援ということになった。

　ザイールからルワンダヘ難民が一気に移動し始めたのは、11月15日のことであったと

現地に行き間いた。その時の状態は、道一杯に帰還難民が溢れており、車さえ思うよう

に通れなかったということである。車を難民が取り囲むようなかたちだったと。しかし、

私達がルワンダに到着した時は、帰還難民の移動が早く、ほぼ終わりに近づいておりキ

ガリ市内まで難民が移動してきており､そこから少しずつ散らぱっていく状態であった。

幸い最後の移動の集団に11月22日遭遇した。かなり数は減っていたと思うが､私にとっ

ては凄い人の集団だった。ひっきりなしに続く人の集団の群であった｡彼らは､裸足､頭

には重そうな荷物をたくさん持ち、何kmもひたすら歩いてきたんだなという感じだっ

た｡小さな子供たちも文句も言わずひたすら歩いていた｡寒さ暑さも感じることもなく、

ただひたすらに長い道のりを歩いてきた様子だった。水も食べる物もなく、中には水た

まりに溜まっている濁った水を平気で飲んでいる人もいた。本当にびっくりするような

状況であった。

　出発前にテレビニュースでこの模様が放映されていたが、それを実際に自分の目で見

たときは、なんとも言えない思いにかられ、体中に鳥肌が立ち涙がこみ上げてきた。も

のすごく大変な状態になっているんだなと初めて実感した。何も不自由なく暮らしてき

た私達には本当に想像もつかない様子である。こんな状況の中だから、病気の人達もた

くさんいた。そのため私達は、11月22日マタトューという所で移動しながら診療をする

モービルヘルスサーピスを行った。しかし､診療を始めて間もなくソリジャーが来て､難

民の足が止まり、人だかりができるから診療をすることはだめだと言われた。しかし､そ

こにはもう診療を受けたいという人の列ができており、それを見たソリジャーが30分間

のみ診療をすることを許してくれた。それで､症状が重い患者､特に5才以下の子供を対
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象に診療を行った。患者の状態は、マラリア、下痢の子供達がほとんどであった。抱い

て待っている子が突然下痢をしだすというようにと、もう何とも言えない状況だった｡本

当に驚くことばかりである。日本ではとうてい考えられない状況、環境の中で彼らは生

活しているのだから、仕方ないなと思った。だからその状況、環境を改善してあげなけ

ればならないと思った｡全部が全部改善して援助してあげるのではなく、その人達に合っ

たようにと、衛生面に間しては、全体的に悪いと思われるため改善していく必要がある

と思った。そうしないと、病気の人の数も減らないのではないかと思う。こうして１日

たった30分しか診療をすることができなかったが､いろいろな事を思い考えさせられる

日だった。

　11月25日はあれだけ列を達ねて歩いていた難民の集団もキガリ市内で見ることもな

かった｡そういうことで1日しか医療活動をすることはできなかった｡残念なことではあ

るがあのような状態がいつまでも続いたら大変なため､早いうちに治まったことはよかっ

たのではないかと私は思った。緊急救援としては、ひとまず落ち着き、問題は解決した

ように思われたが、帰ってきた難民達には住む所もなく、水、食べる物もないため、ま

だまだたくさんの問題が残されていた。そのため私と一緒にルワンダに行ったコーディ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μI
ネーターの人達は、たくさんの問題を抱えながら、新たなプロジポクト（シェルターの

建築、ヘルスセンターの拡張など）について、毎日頑張られていた。

　私は何の役にも立つことができなかったが、そのプロジェクトが無事に完成し、ルワ

ンダの人達に平和な生活が一日でも早く来ればいいな、と思いながら、３週間のボラン

ティアを終えて日本に帰った。
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車で移動しながら帰還難民の診療をするAMDAスタッフ
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神奈川県立小田原城東高校生ルワンダ支援物資配布報告

調整員　戸倉由紀枝

　県立小田原城東高校のみなさん、ルワンダの子供たちに文房具用品を集めて下さりあ

りがとうございました。文房具用品はＡＭＤＡのメンバーがルワンダの子供たちに直接

配布しました。以下の通り報告いたします。

　　配布先:Byumba Gisuna Center（ビユンバギスナセンター）

　　実施日時：１９９６年１２月２６日

　　協力団体:World vision（ワールドビジョン）

　　実施者：ＡＭＤＡメンバー高木史江（医師）原野和芳（医師）松原祐二（医師）

　　　　　　松原朋子（看護婦）佐々木諭（調整員）スコット上運天（調整員）

　　　　　　戸倉由紀枝（調整員）

　みなさんが集めて下さった文房具用品は、ＡＭＤＡの高木医師と原野医師がルワンダ

に持って来ました。そしてワールドビジョンが援助しているビユンバにあるギスナセン

ターのアンアカンパニード・チルドレン・センターに寄付しました。

　アンアカンパニード・チルドレン・センターとは戦争で親と離れ離れになった子供た

ちを収容し面倒をみている所です。衣食住を共にしますが、通常の孤児院とは少し違い

ます。センターは子供たちの親を捜し、親のもとへ子供を引き渡し、親と一緒に生活が

できるようにする活動もするからです。現在センターにいる子供は、３歳から16歳まで

43人います。 17歳になったらセンターを出て、仕事を捜し、一人で暮らすようにするそ

うです。

　私たちはクリスマスの翌日の12月26日にセンターを訪れました｡文房具は子供たちに

とって、クリスマスプレゼントになりました。最初にみなさん日本の高校生が文房具を

集めて下さり、ＡＭＤＡの医師が日本から持ってきた経緯を説明しました。そして、子

供たちに一人ずつ文房具を手渡しました。また､みなさんが書いて下さったお手紙は､台

紙に貼り、千代紙で飾って渡しました。子供たちはみんなとても喜んでくれました。み

んな嬉しそうにノートや鉛筆を受け取ってくれました。私たちが帰る時には、笑顔で手

を振って見送ってくれました。

　ルワンダにはこのセンターと同じ境遇の子供たちがたくさんいます。ワールドビジョ

ンはビユンバではこのセンターの他にもう一つトランジットキャンプ（難民の人たちの

収容施設）の中にあるアンアカンパニード･チルドレン。センターも援助しています。そ

こには約50人の子供たちがいます。ビユンバ以外の地域ではさらにもう１ヵ所、約300

人の千供たちがいるセンターも援助しています。

　みなさんが集めて下さった文房具は、子供たちにとっても、私たちＡＭＤＡにとって

も素敵なプレゼントになりました。みなさんのお陰で、センターの職員の方々、子供た

ちと楽しい時間が過ごせました。本当にありがとうございました。

国際医療協力　vol.20　N0.1　1997　23



Ｆ’

■メコン川流域大洪水緊急救援活動

-

●

●

カンボジア大洪水緊急救援プロジェクト報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡカンボジア　Saora

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻訳　小林　光明

　|。救援活動までの課程

　　９６年９月にカンボジアを洪水が襲い､特に、メコン川流域の〈クラチエ県>（Kratie）、

　〈カンポン・チャメ県＞（Kapong chame）、〈カンダル県＞（Kandal）、＜プレイ・ヴェン県

　＞（Prtyveng）と〈スヴァイ・リエン県＞（Svay Rien）に被害をもたらし、プノンペンの

　一部でも大洪水の被害を受けた。現地の不法定住者と都市貧困層救済協会（SUPF）管轄

　下にあるプノンペンのバザック川岸に住む人々計6､498家族が50の共同体にわかれて避

　難生活をしている｡カンボジア王立政府とプノンペン市政府関係者の要請により､ＡＭＤＡ

　カンボジアは緊急洪水救済活動を行うことにした。 １０月１７日に、私とチャンタ医師

　（Dr.Kh�sson Chantha）は災害地域の犠牲者を援助する方法と不法定住地域で活動する

　ための許可を得る方法を尋ねにカンボジア赤十字を訪問した。赤十字の副理事長は、私

　とチャンタ医師に災害処理会議（ＮＣＤＭ）へ公式文書を出すことを動めた。直ぐに、私

　はＮＣＤＭ宛に公式文書を１０月１８日に作成し､ＮＣＤＭから１８日の会議に我々を招待

　するとの返事を貰った。私と岩間氏（ＡＭＤＡフィールドダイレクター）は、プノンペ

　ン市のヘルスディレクターと災害処理会議の常任秘書官、ニン・ヴァンダ氏（Nhim

　vanda）と我々の目的について討論したかった。しかし、プノンペン市ヘルスディレク

　ターは不在で、我々の目的について説明が出来なった。驚いたことに、私達がここに来

　た時に多くのジャーナリストとテレビカメラが私達を待ち受けていた。彼らは、私達が

　多くの援助物資を持ってくると思っていたようである。今回の私達の目的が被災者への

　医療救済活動の許可を得る事で、医療援助以外の援助をする事ではないということなの

　に、この誤解が生まれたことで、政府指導者の粗放な指導力を認識させられた

　||．ＡＭＤＡの救援活動について

　　ＡＭＤＡカンボジアは、SUPFからSUPFの管理下にあるトレサー・バザック不法定住地

　区の1､539家族への医療救済活動の要請を受けた。我々は、１０月７日に緊急洪水救済活

　動開始。巡回診療所はSUPFのオフィス、Chay ChanwaとChba Ampouv に置かれた。

　ＡＭＤＡカンボジアの医師で現在日本に留学しているボラーン医師（Dr.Borran）は、彼の

　休日中に、岩間氏とチャンタ医師と共に災害地入りした。そして、雨の降る中、巡回診

　療所立ち上げの調査と準備を行った。 SUPFによれば､被災者を診療所に集め、ＡＭＤＡの

　巡回診療所で１日２共同体の診療活動を行なうために、各共同体の代表が自分の共同体

　のメンバーに責任をもって知らせると言うことであった。 SUPFの代表Hin Ralin氏は、

　我々に被災者が元の生活を送れるようになるまで医療活動を行なってくれることを要望

　している。日本から松原医師と松原看護婦の緊急洪水救済チームが１０月１９日にプノ

　ンペンに到着、月曜日からSUPFで活動を開始した。両名は、カンボジアの医師Dr.Righy、

　DR.Ly hHout､Dr Bun Narithと共に金曜日まで一週間の救済活動を行った。
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四

ベトナム緊急救援プロジェクト

介護栃祉士　松井　考一郎

プロジェクト名　　メコン川流域大洪水被災者緊急救援プロジェクト

　　　　　　　　　ベトナム・カンボジア・ラオス

汗道者 赤阪陽子（調整員）岩田和子（看護婦）

松井考一郎（介護福祉士）

派遣期間　　　　　平成８年11月14日より平成8年11月30日

活動内容

１）ベトナム赤十字（ホーチミン）の指示により薬品（10万円）、ミルク（10万円）をメ

　　コンデルタ地区（テインジヤン省）における洪水に関する被災者に対し配布を行う。

２）ＡＭＤＡと将来ベトナムにて事務所を開く為の第一歩として、人と人、組織と組織で

　　の良好な関係づくりを行う。赤十字ハノイ、赤十字ホーチミン､UNDPハノイや現地

　　厚生省との情報交換を行う。

AMDAの支援内容

１）ＡＭＤＡの活動資金については日本財団による助成による。

２）活動資金60万円のうち調整員の判断による薬品等の購入

３）人道援助宗教者委員会の協力のもと、ミルクを購入し配布する資金を得ている。

　　この金額についてはミルクの購入のみに当てる。

期間内スケジュール

11/15～　赤十字ホーチミン訪問、UNV福士さんと会う。

11/16～　チョウライ病院にてJICA秋山Dr.、平賀Nsよりチョウライ病院の概要、機能、

　　　　歴史等と現在のベトナムの状況、又洪水視察状況を聞く。

11/18～　ホーチミンよりティンジャン省へ出発、２時間程でティンジャン省ミトー省都

　　　　に到着。打ち合わせ後、薬、ミルクを薬局、店にて購入。

11/19～　車、ボートにてカイレイ地区へ。メディカルスポットにて薬、ミルクを赤十字

　　　　（ミトー省都）のスタッフと共に配布。薬、ミルク各500セット準備するがダン

　　　　ボール２箱程残る。

11/20～　11/19の晩ビィンロン省に車移動、ビィンロン省の赤十字にて打ち合わせ。

　　　　11/20､21ビィンロン省の各メディカルスポットを２時間に渡り視察。システム

　　　　は場所によっては多少異なるが、まずスタッフの種類Dr.、Ns.、医師補助者、

　　　　メディシンマン（漢方担当）、助産婦他、漢方薬（伝統的な薬）を採集するボラ
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　　　　ンティア（老人がほとんど）。又、治療方法は、脈をとり低周波治療を行う。薬

　　　　の処方について基本的には貧しい者には伝統的薬品（レッドクロス）、金のある

　　　　ものは化学的薬品（政府担当、又は家族の寄付によるもの）

11/22～　日本領事館田中さんに会う。ベトナムの状況（災害等）この度の洪水に関して

　　　　の草の根無償についての話を聞く。

11/23～　トラン・ホン・ダオ病院見学。リハビリセンター見学依頼。

11/24～　赤阪ハノイヘ出発。

11/25～　ツーヅー病院見学｡チョウライ病院にてＡＭＤＡに興味があるというDr.の面接。

11/26～　整形外科よりリハビリセンターを紹介され見学。センターのDr.は神戸リハビ

　　　　リテーションセンターにて１年間勉強されたとのこと。日本のリハビリよりか

　　　　なりレベルが低いものしかできないと言われる。

11μ7～　赤十字ホーチミンのホイDr.とドンタップ省の洪水状況の視察。ドンタップ赤

　　　　十字のシステムもティンジャンのシステムとほとんど変わりなし､ティンジャ

　　　　ンよりも被害の跡が見られる。 27、28日視察行う。

11/29～　ホーチミン赤十字ホイDr.視察等のお礼、感想今後について話し合う。残りの

　　　　費用＄900寄付する。 UNICEFのFrances E Cosstickさんと会う。 UNICEFの活

　　　　動内容等聞く。

ベトナムでの感想

　７月より中部の台風被害から始まり、10月より南部の洪水が最近異常気象、森林伐採

等が起こっている｡AMDAとしての活動はこの7月～12月まで緊急救援活動に止まらず、

この過渡期であるベトナムに一日も早く事務所を開き、医療だけではなく同時に障害者

のQOLについても考え進めていくべきだ｡今の段階より進めて行くことにより第二の日

本ではなくよりすぱらしいものになるのではないか。

謝≒≒･ウづて･可･でＪ

｀ｊ
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テンジャン省・カイレイ地区で医療品を配布する赤＋字とAMDAスタッフ
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『

ベトナム洪水救援プロジェクト報告

期間:1996年11月14日～11月30.日

看護婦　岩田和子

　わずか2週間あまりの短い期間ではありましたが、ベトナムの医療システムや、都市

部、地方の医療現場を見学させて頂いたり、洪水の被害のあった地域を視察させて頂き

ました。そこには貧しいながらも一生懸命働いているベトナムの人々の姿がいつもあり

ました。

（１）ベトナムの医療システムについて

医療保険制度……193よりスタートしたが、加入しているのは国民の約10％。公務員や

　　　　　　　　大会社の社員が殆ど。

医療システム……特別区（ハノイ、ハイフォン、ホーチミン）を除く大きな病院は国立・

　　　　　　　　公立が殆どで国費あるいは地方自治体のお金でまかなわれている。

村の診療所………町の痢院→郡の病院→省の病院→特別区などの大病院

　　　　　　　　患者の状態に併せた病院を受診できるネットワークは出来ている。

　　　　　　　　病院の運営に携わるのは人民委員会､保健局、赤十字めメンバーなど。

医療費について…診療養は実費、検査代は別にお金がかかる。医療保険に入っていな

　　　　　　　　い人が殆どであるため、診療費、入院代が払えない人は、省より証明

　　　　　　　　書をもらえば無料となる。ただし、負担は病院側がする。

薬代について……街の薬局で値段を聞いてみたことろ

　　　　　　　　Amoxicillin　250mg － 10cap 3000VND

　　　　　　　　Amoxicimn　500mg － 10cap 6000VND

　　　　　　　　Chloramphenico1　　　10c卯1600VND

　　　　　　　　Multi vitamine　　　　10cap 1000VND

　　　　　　　　Paracelamol　　　　　l（yrab　500VND

　　　　　　　　※11､000VND（ベトナムドン）≒IUSS

　　　　　　　　インド製、ベトナム製なら日本よりかなり安い。

　11/18～テンジャン省･援助物資の配布目的、11/19～21ヴィンロン省･視察目的にて訪

れた。

～テンジャン省　カイレイ地区での住民（500家族）への医療品、ミルク配布～

カイレイ地区より約18km上流の3ケ村を対象としてもので普段は車で移動できる所だが、

水かさが20cmほどあるため舟での移動となった｡配布所は診療所であるがのぼり□まで

水がきており、住民は舟で来ていた。人口約12000人、Nsが3名いるだけだそうである。

（診療所）

　診療所内はがらんとしており、机、椅子、各部屋（6つくらい）に１つベッドがあるが
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それ以外の特別な医療機械は見あたらなかった。配布に関しては貧しくて薬の買えない

様な人達にはすでに知らせが行きわったっており、私達と赤十字のスタッフが到着する

ころにはすでに100人を超える住民が集まっていた。赤十字からは小児科のDr、内科の

Drなど医療スタッフ総勢12～13名が配布にあたってボランティアで来てくれた。

配布のシステムについて

　１）診察を受け、カルテ（処方せん）に必要な薬をDrが記入。

　２）薬局で薬をもらう。

　３）子供がいる人はミルク缶をもらう。

といういたって簡単なもの。しかし順番が守られる様子はなく、診察室、薬局とも押し

合いへし合いの大混雑であった。

　多い疾患として下痢、肺炎など、もちろんデング熱、マラリアもあるとのこと。良く

出ていた薬として、かぜ薬、ビタミン類、解熱剤など。午後4時までで、おおよその配布

が終了した。次回は、11/26カイベヤ地区で行うとの由。

～ヴィンロン省、ビンミン地区について～

　ヴィンロン省は人口約100万人、省都所在地ヴィンロンは人口15万人、街はテンジャ

ンよりひらけている感じがした。洪水の被害もテンジャンほどではないとのこと。そこ

からさらに30kmほど離れたビンミン地区のヘルススポットを視察した。ビンミン地区は

尺じめ85000人、18ケ村からなっており、地区の都にあたる所では病院もある。もちろん

回付ｉヶ所ずつヘルスポストはあるが、医師、看護婦はおらず、伝統医療（民間療法と

漢方みたいなもの）を扱うメディシンマンが住民にせんじ薬（約150種）や鍼､灸を施し

ていた。基本的に薬代は無料であり、お金がある時は支払えば良いらしい。（設置されて

ある箱に、お金のある人だけいれる｡）

　※どんな僻地にもこのような施設は必ずあるらしい。ただし、スタッフの数はまちま

　　ちで、たいがいが村の出身者。

〈利点〉

・せんじ薬のもと（薬草）は、採取してくるため元手がかからない。

〈欠点〉

・速効性に欠ける。

　近年若者は化学療法を好み､老人（慢性化した疾患）は伝統医療を好む傾向にある。主

な疾患はやはり下痢・肺炎、老人では高血圧・リウマチ、平均寿命に関するデータはな

いようだ。また衛生教育などもユニセフによる家族計画（コンドームの配布）が行われ

ている程度である。（場所によりまちまち、エイズはテレビCMで注意を呼びかけてい

た｡）

ワクチンのプログラムは3年前より始まったばかりで､村にはポリオに罹患している子供

もいた。
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■ロシア・サハ共和国　活動報告

サハ共和国医師医療研修報告
AMDA･≒l……4･t｡･,････ 犬塚聖子

i ･ ･ ･ . ’ ･ .

昇子

　昨年、１２月７日から１２月３０日の期間、ロシア連邦サハ共和国の医師２名が、日

本の高度な医療技術習得のため、来日いたしました。

　ML JiriakovSerguei victolovich およびMs.Makarova NataliaNickolaevnaの両医師の来日

は、UNV（国運ボランティア計画）とUNDP（国際連合開発計画）の協力を得て、UNDP

モスクワのサハ共和国に対する開発協力のための信託基金の援助により実現されました。

両医師は、岡山市内の国立岡山病院産婦人科、小児科および岡山済生会総合病院麻酔科

にて、周産期医療、麻酔科全般についての研修を受けました。

　両医師の研修内容は以下の通りです。

岡山済生会総合病院における研修内容（Mr.Jiriakov Serguei victorovich）

　研修の大半は、手術室で各種の麻酔の補助をし、種々の技術指導を受けた。

　一予防として使用される薬、異なった症状における薬の組み合わせ方。

　一日本の病院における硬膜外麻酔の手順。

　一新しい気管内麻酔（イソフルレン、ルボフルレン）と硬膜外麻酔との併用の仕方。

　一新型の麻酔器材とモニターシステムの使用原則。

　一麻酔医業務の組織化。

　麻酔の実施を除いて､ICUやリカバリーユニットの使用などそこで実施されている治療

の習得。また、病院内の設備や、麻酔センター、超音波、ビデオ内視鏡、CT、MRI、DSA、

血液透析センター、妊産婦新生児科などの視察。

国立岡山病院における研修内容（Ms.Makarova Natalia Nickolaevna）

　妊婦ケア、産婦人科、小児科、小児科外来についての知識の習得。

　以下の講習に出席。

　　一授乳と母子一体感　　　　　一避妊

　　一妊婦の遺伝子病理学　　　一妊婦の病理学

　　（妊娠中黄疸、子言外妊娠、免疫適合、早期破水、妊娠中毒症、早産）

　以下の手術等への立ち会い。

　　一病理検査　　　　　―帝王切開　　　一筋腫摘出　　　一嚢腫手術

　　－シロッカー手術　　一膝血腫手術　　一人工流産

　以下の器機の運用技術の習得。

　　－V-85未熟児哺育器　一超音波　－モニター150胎児など

　　この度、ご多忙にも拘わりませず、研修生の受け入れを快くお引き受け下さり、また

懇切丁寧にご指導下さった岡山済生会総合病院片岡和男院長はじめ、麻酔科、病院事務

局そして他のスタッフの皆様、また、国立岡山病院瀬崎連雄院長はじめ、産婦人科、小

児科、他のスタッフの皆様には、心より感謝いたします。

　　また、通訳ボランティアとしてご尽力頂いた藤原千奈美様、林敏子様、Ms.Lopangina

Natalia、いろいろとお力添えを頂きました清水聡先生にも心より感謝申し上げます。誠

にありがとうございました。
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ボスニア、ゴラジュデ医療活動報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調整員　戸倉由紀枝

ゴラジュデの町

　ゴラジュデはサラエボから車で約1時間半のところに位置する､セルビア人勢力に囲ま

れたモスリム系住民が多数派を占める町である。美しい自然に囲まれ、特に秋は紅葉が

美しく、りんごがたわわに実る。戦争中は陸の孤島となり、食糧はアメリカ軍が空から

投下する援助物資か国連機関が運ぶ援助物資が頼りだった。また、人々は、何十キロも

山道を歩き、食糧を探しに出かけたそうだ。餓死する老人、子供、銃弾にたおれる人々。

戦争開始当時を撮影したビデオテープを見せてもらったことがあるが、ゴラジュデ病院

には、負傷した患者が床や階段に溢れかえっていた。現在も多くの建物が破壊されたま

まになっている。ゴラジュデの町は、１日５回モスク（イスラム寺院）からコーランの調

べが流れる。しかし､多くの人々はそれほど信心深いわけではない｡お年寄り以外の人々

はほとんどモスクには行かないし、お祈りも滅多にしない。服装や飲酒に関しても特に

厳しい制約はない。ゴラジュデの人々は、「なぜ戦争が始まったか分からない」という。

「戦争前はセルビア、モスリム、クロアチアの違いなんて意識していなかった。違いをあ

えていうなら、モスリムは豚肉を食べないこと。攻撃されたから、自分達を守るために

自分達も攻撃した。そうしなければ殺されてしまうから……｡」

　ＡＭＤＡの活動

　　ＡＭＤＡは不足している精神科医と外科医をゴラジュデ病院に派遣した。６月中旬か

　ら、１名の精神科医が延べ約1ヶ月間活動し、２名の外科医が延べ4ヶ月間活動し、11月

　でＡＭＤＡはゴラジュデでの活動を終えた。 MSF （国境なき医師団）の精神科医の派遣

　もあり、引き続きの精神科医の要請はなかったが、外科医についてはできれば派遺して

　欲しいと言われていた。ゴラジュデ病院長は、サラエボの病院、保健省に、外科医の派

　遣要請を何ケ月もしていたが、ゴラジュデに来てくれる現地の医師はいなかった。現地

　の医師が見つかるまで、ＡＭＤＡの外科医に働いて欲しいということであった｡2人目の

　外科医が帰国し、ＡＭＤＡが派遣を取りやめた時は、ゴラジュデ病院は努力をしていた

　が現地の医師はまだ見つかっていなかった。

　　旧ユーゴスラビアは、もともと医療水準の高い地域であり、医療面の援助に関して言

　えば､戦争の4年間得られなかった最新医療技術の支援､病院建物再建､医療機器寄付が

　必要であった。専門医の海外への流出により地域によって専門医不足はあったが、ボス

　ニア全体で考えた場合、充分とは言えないが経験も知識もある専門医を含め医療スタッ

　フはいた。また、難民の帰還も始まっていた。そういう状況で、海外から医者が来て診

　療することが本当に必要で、またそのことが良い結果を生むのかと問われた場合、即答

　するのは難しい｡外国から医師がくることで､現地の人々は外国人医師に頼ってしまい、

　もしかしたら自国内の医師を探す努力をしないかもしれない。外国人医師がいる場合は
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いいが､いなくなった場合の変化に､彼らはどう対応するのだろうか？医師1人を派遣す

るだけでも多くのことを考慮しなければならないのだが、我々ＡＭＤＡがどこまで考慮

できていたかは疑問である。戦闘開始から4年後の1996年12月にデイトン合意が締結さ

れ停戦となった。停戦後はボスニアで緊急医療の必要性はない。ゴラジュデ病院で求め

られていたものは､平常時の外科医､精神科医の医療活動であった。選挙が行われた９月

まではゴラジュデからサラエボヘ行くセルビア人地域の道路で､ゴラジュデからのバス、

乗用車、そして救急車にさえも投石があり、数人の負傷者がでた。戦争中の恐怖の影響

か、セルビア人地域を通ることをかたくなに拒む人もいた。そういった状況で、サラエ

ボまで行かず､ゴラジュデで手術をしてくれる日本人外科医は大変感謝された。また､手

術室のスタッフ達から、ＡＭＤＡの外科医が来たことで、自分達も仕事ができると喜ば

れた。 ＡＭＤＡから派遣された医師はどの人も、よく働いていた。達い国から来た日本

の医師は患者には大変感謝された｡外国から来た医師達はＡＭＤＡに限らずよく働く｡現

地の医師達はボスニアのリズムで働く。4年間の戦争で疲れていたこともあり、あくせく

働く人はあまりいない。そのため、外国から来た医師が現地スタッフのリズムを狂わせ

てしまうこともあった。

　現地の人達は私によく「ポラーコ、ポラーコ（ゆっくり、ゆっくり）、焦らずに｡」と

言った。ボスニアは、ゆっくりではあるが復興している。ボスニアの人々は、誇り高く

プライドを持った人達である｡自分達の生活が苦しくても客人には必ずもてなしをする。

多くの家には､絵画､手工芸品が飾られている。人々は､仕事中でも日に何度もコーヒー

を飲み、おしゃべりを楽しむ。ただがむしゃらに働くだけでなく、家族を大切にし、精

神的に余裕のある生活をしていたのだろう。教育水準も高く、どの分野でも専門家がい

る。人々は戦争により傷つき、疲労しているが、自分達の力で復興を行っている。その

中で様々で複雑な問題が出てくるであろう。しかし、それは外国人の我々ではなく、現

地の人々が試行錯誤しながら解決を目指していくのだろう。その問題を短期間しかいな

い外国人の我々が無理に探して解決しようとすることは傲慢なのではないだろうか？国

際援助は何ができるのか、なにをすべきなのか常に自問自答しなければならない。彼ら

ができることを無理に外国人の我々が奪ってする必要はないのだから。

　ゴラジュデの人々だけでなく、ボスニアの全ての人々は戦争により何らかの傷を負っ

ているのであろう。家族、友人、家を失った人、レイプ、憎しみ、悲しみは何年かかっ

ても消えることはないのかもしれない。人間が人間であるかぎり、再び戦争が起きるか

も知れない。それでも人々は生きていかなければならない。ゴラジュデの友人が言って

いた。「戦争中は生きていくことが精一杯で、悩んでいる暇はなかった。でも戦争が終

わった今は多くの悩みが襲ってくる。仕事、生活費、住居のこと。でも生きていかなけ

ればならない。アジア、アフリカどこへでも行けるあなたが本当にうらやましい｡」

　日本では国際援助はプームになっており、また緊急救援のため即座に現地へ向かいマ

スコミに取材されるＡＭＤＡの活動は、華やかな仕事に見えるのかもしれない。私白身

そんな風に思っていた。海外、国内援助でも、援助を受ける側にとっては日々生きてい

く生活の中でのことであり、華やかさも派手なパフォーマンスも意味をなさない。援助

側が華やかさを求め派手なパフォーマンスをすれば、現地の人々との距離は遠くなるだ

ろう。ゴラジュデには15以上の国際援助団体が事務所を置き、数多くの外国人が活動し

ている。ボスニアの田舎町は戦争により国際都市になった。ゴラジュデ、そしてボスニ

アから国際援助団体が必要でなくなり、いつの日か彼らだけの生活が戻って来ることだ

ろう。その日が一日も早く来ることを、そして平和が続くことを心から祈ります。
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　　　　　１１月モザンビークプロジェクト医療活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AMDA-Brazil派遣看護婦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　マリア・クリスティーナ・マルケス

　我々の活動は、マシンジール、マバラーネ地域において保健分野の再建プログラムを

継続しています。

１、マシンジール地域

－W�d　Relief　lntemational（NGO）との協力による衛生教育プログラムの終了

　清潔な水の使用のための衛生教育として、村での試験的な期間実施、これらの衛生教

　育を継続するために各地区の看護婦とともにプログラムを進行した。

一伝統的助産婦への分娩介助キットを供給した。

一必需品の供給マネージメ｡ントをテーマとしたマンスリーセミナーが実施された、また

　シアターグループは月に２回活動した○　　　　　　　　　　　　　　　・

－EPIプログラムのサポートの一部として、マシンジ７ル地域のＡＭＤＡが建築した３箇

　所のヘルスポストに冷蔵庫、ワクチンに必要な器具を供給した。そして地域のEPIの責

　任者による３日間のミーティングが開かれ、３ヵ所のヘルスポストで働く看護婦のワ

　クチンに関する知識の再確認とワクチンに関する全ての器具の使用法に関するオリエ

　ンテーションが実施された。

　これらの活動の他に、来年度の活動について地域のキャパシティと必要性においてダ

イレクターと話し合った。マシンジール地域が、ＡＭＤＡがサポートした期間内により良

い結果をうみだした一つの地域であることの事実とＡＭＤＡの資金サポートの保証をふま

え、日本からこの地域へ今後は、今日ＡＭＤＡモザンビークが持っている構造を引き継い

でいくということ。

　地域の開発めためのサポードを継続する一つのポジティブな要因として、ガザ州が少

じはサポートできることが考えられるが、月1ごとに資金を供給するだけでなく保健医療

分野の活動を共に実施し、指導監督することが必要である。私の意見としては、モザン

ビークの看護婦を一人、活動の指導監督者としておくべきである○　　　　　　　　　:･

２、マバラーネ地域

－Nyimbainwe　Bの゛ルスポストに、ポストの活動を開始するために不足していた器材

　を最終的に供給した。これらの供給は今だに水が干いてないリンポポ川を渡ってでは

　なく、マシンジール地域からの困難な道によって運搬された。

－ガザ州保健管轄によって計画された伝統的助産婦のセミナーが１０月に実施され、現

　在彼女達に分娩介助キットを供給している。
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一下痢疾患をテーマとした医療スタッフ対象のセミナーが滞りなく実施された。

－AMDAが建築したマタニティヘの器材の供給が終了した。これらの器材は日本政府の

　資金によって購入された。マタニティの開始式（５月／９６年）には一部の器材が供

　給されていたが、８月に資金を取得し今回で全ての器材の供給が完了した。

－EPIプログラムに関して

　マバラーネ地域では､AMDAが建築したヘルスポストで冷蔵庫を使用するために必要

　な資格を持ったスタッフの不足が原因で､冷蔵庫が必要な他の地域へ供給されるまで、

　ガザ州の保健管轄部署に保管されている。しかしマバラーネ地域においても冷蔵庫は

　必要である。我々の問題解決への道としては、ヘルスポスト建築前に約束された看護

　婦の配置を繰り返し言及することである｡そして１２月にある州の保健管轄部署のミー

　ティングに一つの問題点として提出することにしている。

　EPIプログラムに関する８日間のセミナーをヘルスセンターの看護婦を対象に実施し

た。寄付されたモーターバイクの使用、予防接種の仕方を知る、ヘルスポストのある村

やない村、既にソコリスタ（短期間で養成されたヘルスワーカー）のいる村におけるワ

クチンの為の巡回チｒムの教育を目的としている。このように我々は建築したヘルスポ

ストに看護婦が配置されるまで､問題が解決されることを待ち望んでいる。（既に看護婦

が配置されるまでにかなり時間がかかるということは承知している）ヘルスダイレクター

と活動する上での難しさは続いているが､計画した活動は実施され終了に向かっている。

困難の原因は、地域を統括するための州のサポート不足、新しいダイレクターであり経

験がなく負担が大きすぎた事、不確かでない協力、指導監督、援助、あるいは問題の解

決に関する情報の不足が挙げられる。

　今年の活動の終了に向けて、私達が担当する２つの地域での医療スタッフを対象にし

た１２月のセミナー、マシンジール地域におけるEPIプログラムに関するオリエンテー

ションの為のミーティングとマバラーネ地域における伝統的助産婦への分娩介助キット

の供給の最終レポートが残されている。レポート終了後、１２月２０日以降に一つの新

たなモザンビークのNGOとしての方針を明らかにするために１２月１３日までに結論を

見い出す予定である。全てのＡＭＤＡのスタッフの契約はこの日にちで終了することに

なっている。

　ＡＭＤＡのモザンビークグループは、彼等の仕事の方針、また全ての別の必要性を明ら

かにするために、我々の協力なしで組織ミーティングを行なった。しかしサラリーを補

充するための完全な資金協力、管理費用、その他など、明確なものはない。この新たな

NGOをサポートする商業活動も明確にはされていない。

　我々インターナショナルスタッフとしても今後どこにいくのか、何をするのかも知ら

ない。モザンビークで続けていく必要性があるのかもしれない、またはそうでないのか

もしれない。

　特に私に関しては、ＡＭＤＡプラジルとの話し合いの上で明確にするのがよいと思う。
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ミャンマー地域医療活動報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調整員　宮本美紀

　1996年12月18日午前９時30分、ほんの少しばかり緊張感の漂う中、保健省の会議室

にてMOU（Memorandam of understanding: 政府による活動許可の公式文書）の調印式が

行われました。日本よりミャンマープロジェクトの協カパートナーであるアジア仏教徒

教会火宅理事長、茨城副理事長、国際協力の会古賀理事長の三氏を迎えて、ＡＭＤＡ吉

岡医師と保健省のDigctor Generalの手によってサインされた４枚の誓約書は、何でもな

い紙なのですが、この国で我々のようなNGOにとっては、喉から手が出るほど欲しい貴

重品なのです｡我々がこの調印式に至るまでおよそ9ヶ月かかっています。一般に行われ

ている話で、最低1年から2年の期間を要するという事ですから、ＡＭＤＡは幾分早かっ

たようです。日本側からすれば、どうしてそんなに時間を要するんだということになる

のでしょうけど、ここミャンマーの開発に携わる団体にとっては、ＭＯＵは水戸黄門の印

篭のようなもので、誰もが容易に持てるものではない特別な物というわけです。とりわ

けここ数年ニュースで皆さんご存知のように政府が¨lntemationaj¨という言葉に非常にセ

ンシティブになっていますから、この一週間のこの国の情勢を考えても、今日ＭＯＵがサ

インされたということは、ミャンマーの日本に対する友好、ＡＭＤＡに対する期待の現

れであると考えても良いと思います。というのは現在日本のNGOは三団体、ＡＭＤＡは

一番目にＭＯＵをサインした医療団体です。親日家が非常に多く、又、似た者同士という

か性格的に類似したところのあるこの国の人々に､訪問者は懐かしさを覚えるようです。

i’VISITMYANMAR YEAR¨を打ち出し、生まれ変わろうとするミャンマーですが、外で

は大袈裟な報道に間違った、偏った情報が流れているため、この国の成長を妨げている

ように思われます。確かに世界中が平和に向かって歩みだしている現在、軍事政権を維

持しているこの国が各国からやり玉にあげられてもしょうがないのかもしれませんが､公

務員の給料が１ヶ月1000チャット（日本円で900円程度）なのに、缶ジュース１本70

チャット（65円くらい）と物価が異常に高い状態で、今日一日家族が食べるのに精一杯、

１ドルもしない小学校の一年間の学費も払えないといって、町で物を売り歩く子供達､宗

数的にか国民性か分かりませんが、ストリートチルドレンを見かけることは近隣の国に

比べ極くわずかです。（いないわけではありませんが｡）

　VISIT MYANMAR YEARのためのホテル建設や道路舗装で、雇用が増えているだろう

し、ここのグリーン群団が（我々の間ではこう呼んでいます）、全く望みない人達の集団

ではないことは確かなわけです。私は生まれて以来カラーテレビを見て育った時代です

が、先輩方のお話を間けば、日本の四・五十年前を思い出して頂ければ納得がいくはず

です。さすがに日本が見せた発展の速度には及びませんが、昨日よりは今日、今日より

は明日という具合に着実に目の当たりに街は変化しています｡この速度で行くと､五年～

十年以内には、バンコクのようにここヤンゴンは変容するでしょうし、ヤンゴンが変わ
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れば他の町や村もその影響を確実に受けることでしょう。

ユニセフミャンマー代表の言葉を借りれば､我々のＭＯＵはまさに待望の赤ん坊をこの世

に送り出すようなものです。この国の歩調を考慮しながら、この国の人達と共に成長で

きれば幸いです。
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日本の医師が僻地で無料で患者を診察しているという記事で

AMDAの吉岡秀人医師がメティーラ近郊の村で診療活動をし

ている姿が掲載されている。
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■スーダン避難民救援医療活動報告

W’

･一　１

昂１

スーダンプロジェクト報告

ＡＭＤＡ、日本支部副代表

スーダンプロジェクト委員長

岡山大学公衆衛生学　山本秀樹

【はじめに】

　1994年のNGOサミットで、スーダンからSIMA（Sudan lslamicMedicalAssociation: スー

ダンイスラム医学協会）の代表を岡山に招聘したさい、Dr.Babikarよりスーダン北部の

国内避難民への医療の支援の要請を受け、1995年３月に厚生省、ＷＨＯ、ＮＧＯ合同ミッ

ションでスーダンを小生が訪問し現地調査を行ったことから始まったこの事業も、平成

７年度から郵政省ボランティア貯金の補助を受け、初年度は国内避難民キャンプを対象

にした医療事業を行い、２年目の今年度はマラリア対策をメインにした事業を行ってい

る。（詳しくは、参考文献参照）

　本年８月からはマラリア対策の技術的指導もＷＨＯから受けて､マラリアの流行季であ

る雨季（スーダンでは６－８月）を前にして、本格的な事業の実施を行っている。今年

度の中間評価および報告のため、プロジェクト委員長である山本とプロジェクトマネー

ジャーである竹林がスーダンを訪問した。山本は、以下のスケジュールで、竹林は97年

１月末までの予定でスーダンに滞在した。山本の分を第一報として、次回竹林より第二

報を報告予定である。

【日程】

1996年 12月27日

12月29日

関西国際空港発（シンガポール、アムステルダム乗継）

カルツーム空港着

SIMAビジネスミィーティング

マラリアプロジェクト・科学委員会出席

12月30日　スーダン人道援助協会(Humanitazian Aid Coinmision)訪問

　　　　　渡辺医務官訪問

12月31日　スーダン連邦政府、カルツーム州政府保健省訪問

　　　　　　　　　　　　　　　　WH0､Sudan事務所訪問

1997年　　I1月　１日．

　　　　　１月２日

　　　　　１月３日

　　　　　１月４日

　　　　　１月５日

　　　　　１月６日

洪水の被災地視察

カルツーム市内視察

Gezila州保健大臣訪問

Mayoキャンプ訪問

カルツーム空港発（アムステルダム、シンガポール乗継）

関西国際空港着
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【報告】

　ＷＨＯ補助事業として、本プロジェクトの科学委員会(カルツーム大学地域医療学講座

モハメドアリ教授委員長)が実施する第１期事業を1996年12月に修了した。97年1月か

らは、ベースラインサーベイ主体の第１期事業の情報をもとにして、介入を主体とした

第２期事業を実施する。第１期事業の概略は次の通りである。

1.マラリアの感染情報と報告

　現在、Mayocampでは４つのNGOが活動を医療活動を実施してる。これらの、診療所

は医師でなく、medical assistant（医療助手）が従事している。マラリア患者の登録の方

法に関しては、症候学、臨床検査の両者が混在して、疫学的調査を実施するのに適切で

ない。そこで、患者のサーベイランス方法を確立させることを目的とする。

2.マラリアの流行と環境との影響

　カルツーム周辺の国内避難民の居住するキャンプの環境とマラリアの影響を明らかに

するために、カルツーム大学医学部地域医療学講座（モハメドアリ教授）と同講座の大

学院の学生２名を含むスタッフが調査研究を行っている。96年８月以降、プロジェクト

地と対象地区としてMayoキャンプの450世帯と、対象地域のBantium地区を対象にして

450世帯に聞き取り調査を実施した。これらのデーターは､現在カルツーム大学で解折中

である。大学院生は、本プロジェクトで行った内容を学位論文としてカルツーム大学に

提出予定である。本事業は以下、４つの柱に分けられる。

1）水・衛生環境

　水、蚊帳などのキャンプ衛生状況の改善がマラリア予防に必須である。

2）婦人の世帯

　避難民キャンプでは、世帯主（男性）が日中はカルツーム市内に働きに出て妻や子ど

もが留守番をすることが多い。従って、婦人の役割がマラリア対策を行う上で重要であ

る。看護大学と協力して女性とマラリアについての調査研究を行い、有効な対策を講じ

る予定である。

3）世帯の調査

　調査した世帯の人口統計、世帯の生活状況などを解析してマラリア対策に生かす予定

である。

4）有痢率調査

　現在、ベースラインサーベーとして、発熱の症状のある2200検体の血液塗末標本を採

取して、マラリア原虫の有無を検査した。
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3.マラリアの診断法の向上

　現在Mayoキャンプにある４つの診療所のうち､臨床検査の設備のあるのは１箇所のみ

であるが、その診断の精度に関しては問題がある。なぜなら、診療所で採取された検体

は検査助手が診断しそれを基に医療助手が抗マラリア薬の処方を行っている。診断が済

んだプレパラートは直ちに廃棄されるため、専門家によってダブルチェックされている

わけではい。ＡＭＤＡとSIMAでマラリアに関する中央検査所を開設し、検査の精度向上

のためのトレーニングを実施する予定である。　　　　　　　　　　　　　　　　　4.抗

マラリア薬の遺切な使用法に関する研究

　スーダンにおけるマラリアの処方の問題点として、以下のものがあげられる。

抗マラリア薬の過剰処方、抗マラリア薬と抗生物質の混合、処方されても患者が薬を取

りに行かない、もしくは服用しない等の問題がある。そこで、問題点を明らかにするた

め100枚の処方僥を分析した。これらの､処方僥を分析することによって抗マラリア薬の

適切な使用に関する基礎データーが得られる。

【今後の方針】

　マラリア対策をカルツーム周辺の国内避難民キャンプで続行するか、さらに他の地域

(Gezira州など)の国内避難民のマラリア対策を行うべきかＡＭＤＡとSIMAで検討するこ

ととなった。その決定は第２期プロジェクトが済んだところで行うので、もう少し時間

がかかると予想される。小生の希望では、首都カルツーム以外の地域に今回のカルツー

ム周辺のキャンプで行ったマラリア対策の成果を広げていきたい。

今回、学術機関であるカルツーム大学がＡＭＤＡ、ＳＩＭＡ、ＷＨＯと共に加わり強力に事業

を推進することが可能となった。スーダンは、マラリアに限らず住血吸虫、オンコセル

カ症(河川失明症)など熱帯感染症の問題が数多くあり熱帯医学を研究する人にとって

は喉から手が出るくらい多くの症例があるところである。現在西側各国からの援助・学

術交流もストップしていて日本の大学からの学術交流もカルツーム大学をはじめとした

スーダン側からは期待されている。本プロジェクトによって２人の大学院が学位論文を

執筆中というのは、日本国内で教官をしている小生にとって驚きであると共に光栄であ

る。今後、日本の学術機関からも参加が得られることを期待する。本格的な学術調査と

までは行かないまでも、スタディーツアー、交換プログラムのようなものから始めてい

きたい。

　【参考文献】

　　山本秀樹、国際緊急保健医療援助支援事業海外フィールドトリップ厚生省NGO研修事

　　業ミッション報告、国際医療協力､vol.18（6）、1995､38-41

　　山本秀樹、スーダン避難民救援医療活動報告、国際医療協力、vol.18（9）、1995､52-57

　　勝田古形、スーダン避難民救援医療活動報告－ＡＭＤＡスーダンプロジェクトの第一歩

　　を迎えて、vol.18（9）、1995､52-57

　　高橋央、スーダン避難民救援医療活動報告-SIMA訪問記、国際医療協力、vol.19（6）、

　　1996､28-31
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Ｍａｖｏキャレフの子ども

マラ.Jアの診断に

使われろ一徹儒

　スーダンはイスラム教徒の国で、その戒律は厳格である。特にアルコールに関しては

厳しく酒類は完全に販売禁止で､暑いところでビールいっぱいと言うわけにはいかない

のである。従って、公的な場所でパーティーを行うにもジュースやフルーツで乾杯が始

まる。しかも、スーダンの人々は甘党が多く、紅茶やコーヒーも砂糖を３－４杯位入れ

て飲むのが当たり前である。食事の後のデザートに至っては、男だけの集団で（イスラ

ムの社会では夫人同伴でない会も多い）､大の男達が甘いケーキやプリンを（その量たる

や日本の物の数倍の量である）食べる姿は圧感である。小生が、その席で「コーヒーは

ミルクだけで砂糖はいらない」と言ったら、目を丸くして驚かれてしまった。

　話は変わるが、ＡＭＤＡ代表の菅波先生はジョーク好きであると共に、甘党であるこ

とが知る人の間では知られている。英語で自己紹介するときにも、”My name is Sugar-

nami”という程である。菅波代表と食事に行き、デザートにあんみつとパフエを食べ最

後に砂糖をスプーン３杯入れたコーヒーを飲まれるのをみて目を丸くされた方も決して

少なくはないであろう。これが、本当にSudan-nami（スーダン並）だと納得してしまっ

た。

　最後に、スーダンのコーヒーの味について述べるのを忘れていたが､小生がスーダン

から持ち帰ったものをＡＭＤＡ事務局内部で試した評価は他のコーヒーより数段（スー

ダン）おいしかったということであった。
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■ネパール難民救援医療活動報告

Monthly MedicaI Report

　　　　AMDAHospital

　　　　Damak,Jhapa

　　　November,1996

Type ofSefvice

　外来患者

　　　一般

　　　外科

　　　産科/婦人科

　　　眼科

　　　合計

一
一
″
　
″
一
一
一
″
一

入院

レントゲン検査

超音波検査

臨床検査

心電図

合計

(年齢別)

　　　　0－l

　　　　2－5

　　　　6-14

　　　　15.49

　　　　50-65

65廬以上

合計

軽快して退院

専門医に紹介

医師の忠告に反し帰宅

失跡

死亡

治療中

ｔ
　
ｌ
Ｈ
Ｍ
　
ｉ
　
2
2
3

Ｊ
　
悶
ぶ
ぷ
　
5
7
7
　
1
6
4

４
Ｆ
”
９
2
2
1
．
3
8
9
　
5
9

Ｉ
り
｛
ｊ
２
０
８

３
１
４
　
８

１
　
　
　
　
１

８
５
９
２
２
１
７
　
９
４

1
3
３
　
”
　
　
g
y
a
9

０
０
７
７

ベッド占有率合計　　122.19S

病院滞在平均（日数）3.01日

訪問の理由

　原因不明の発熱

　腸チフス

　消化管疾患

　呼吸器能障害

　脳血管障害

　中根神経の障害

　筋肉骨格系の障害

　腎機能障害

　内分泌機能障害

　マラリア

　中毒

　皮膚疾患

　手術例

　眼科の疾患

　産科婦人科の疾患

　その他

　合計

5
8
3
1
2
8
一
７
ご
ｍ

？
一
ぶ
1
7

1
2
8

８
９
５
６
８
９
５
　
７
５
３
１
０
９

1
5
４
１
1
8
　
　
4
2
　
3
8
　
　
　
１
１

2
0
1
4
６
5
4
６
８
ｗ
一
　
8
8
１
３
１
３
1
2

一般外来患者

Ｊ
1
1
2
1
2
1
1
4
2
1
4
2
2
9
2
1
7
４
1
4
1
5
０
3
0
一
Ｊ
2
7
5
4
1
1
4

1
4
1
0

地Ｅ
ｏ
１
２
２
ｊ
４
１
ｏ
ｏ
ｊ
６
３
ぶ
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眼科外来例
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一
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1zu《x】ma

Meibominitis

白内障

ぶどう膜炎

K£raUtis

静脈洞炎

霧紅塵

オレアンドマイシンケース

その他

合計

一
ｆ
一
1
1
ご
Ｉ
ご
4
4
3
3
一
一
７
こ
；
Ｏ
3
4
1
8
6
3
3
5
7
忿
一
一

訪問の理由

　原因不明の発熱

　鳥チフス

　消化管疾患

　呼吸器能障害

　脳血管障害

　中枢神経の障害

　筋肉骨格系の障害

　腎機能障害

　内分泌機能障害

　マラリア

　中毒

　皮膚疾患

　手術例

　眼科の疾患

　産科婦人科の疾患

　その他

　合計

民
０
０
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０
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０
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産前検診

Dysinctiolal uterile Biedi皿畠

骨盤内感染症

Acid Peptic Disease

尿路感染症

家族計画

Bad obstatric History

PelvicMass
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手宮内裏症

Genital Plolapse

Normalfinding

Blcast Abscess

中絶

不妊症
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Paill Abdomen

ovlrian Cyst

子宮頚部びらん

月経過多症

外陰撞炎

膀胱魏脱

01igomeno汀boea

Medical Cases

01d Cases

その他

合計
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Benigl）Enlalgement of Pzol
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Lymphadenitis
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osteomyentis
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ご
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C&linoma of Penis
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ブータン難民への手術
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Gfanuloma Exci3ion

Fibfoma Excision

Pterygium Exdsion

SuctionEvacuation

NorplanlRemoval

R)reignBody Removal

lbe Nan Rlmoval

Aspi,don

Wound Dehiscence

指の切断

Skin Grlftizlg

ヘルニア切除術

Fistuleaomy

Cholecystectomy

Sequestrectomy

vasectomy

政客仙eRstn綸I Eldometrial

切採生検

創価学会青年平和会議「難民救済キャンペーン」の一環として、

AMDA　Hospitalをご支援いただいております。
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■ネパールスタディツアー報告　1

miir5-･’‾’　　　－　　　　　‾　’

　　　　　　　　　　　　　ネパールの医療事情

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　ｌ=-１’　１　　　二引

　＜制度＞

　　海防二大目立・私立の双方があり、患者はどの病院を選んでも良いが、一般的に払底病院に行

　く乃は千貫r削こ余裕のある層のみである。国民皆保険制度の日本とは異なり、ネパールでは保険

　制支はいまだ整備されていない。国立病院では、診察費そのものは政府の負担により5 Rs､程度

　と非常こ安価に抑えられているのだが､肝腎の医薬品、手術費用については患者が負担しなくて

　はならない｡このため､ひとたび病気になれば患者は非常に高額の医療費を負担する必要がある。

　全ての患者がこれらの費用を支払えるわけもなく、治療費を払えないために放置されている患者

　も多数存在するとみられる。診療を受けるにあたっては、患者はまず診察費と引き替えに「チ

　ケッドと評ばれるカルテのような記録用紙を渡される。患者は自分でこのチケットを医師に提

　出し、診察を受けることになる。このチケットは全て病院で保管するわけではなく、患者が持ち

　侑っているようである。したがって､病院には患者の過去の診療記録が残っていない場合も多く、

　慨社歴がはっきりしないため､診断を進めてゆく効率もあまり良いとは言えないであろう。ただ、

　辞果的に医療情報は常に全面的に公開されているわけで､医療情報の公開について活発な議論が

　行われている先進国と比べるのもおもしろいかもしれない。興味深いのは、患者が治療に用いら

　れる医用資材を自分で購入して医師のもとに持参しなければならないことである。例えば､治療

　に注射や点滴が必要になれば､患者はいったん診察室を出て薬局ヘシリンジや輸液キットを自分

　で買いに行き、それらを診察室へ持ち帰って医師に処置してもらうのである。このシステムにど

　び:ようなメリットがあるのかについては明確な回答は得られなかったが､少なくともこのように

　しておけば治療費の取りはぐれがないことだけは確かであろう。職制については、日本と多少異

　なっている。もっとも興味深いのはHealth Assistantで、これは医師ではないのだが、医師に準ず

　る資格であり、診断や処方もできるとのことである。ネパールでは日本の高等学校にあたる学校

　を卒業しただけでは医学部医学科に入学することは出来ず､受験にはこのHealth Assistantの資格

　を持つ、あるいは理科系の大学を卒業していることが条件となっている。ただし、現在では新し

　いHealthAssistantは養成されておらず、いずれは廃止される方向のようである。なお、医学部医

　学科は５年６ヶ月のコースとなっている。

　（衛生状況・一般＞

　　決して良いとはいえないのが現状である。まず、道路の舗装率が低く、一雨降れば一面のぬか

　石みとまでは言わないが、街を歩くのは少々面倒である。また、ゴミの収集が徹底しておらず、

　ｙトマンズの市街地を歩く人は必ずや生ゴミの悪臭に曝されるであろう。これに加え、非常に多

　（｡の野犬や牛が市街中を我がもの顔に歩き回っており、これを放置したままでは寄生虫感染症予

　防は困難であることが予想される。

　＜衛生状況・医療機関＞

　　首都であるカトマンズの大病院､例えばトリブヴァン大学附属病院などでは比較的良いのだが、

　それ以外の病院ではおせじにも衛生的とはいえない｡もっとも象徴的なのは手術用のグローブで、

　ハ来シングルユースのであるはずのものがオートクレープ処理の後再利用されていた｡ちなみに、

　オートクレープ処理を行ったとはいっても､乾燥はその辺りの廊下に普通の洗濯物よろしく干さ

　ごしているので、清潔さの面では全く信用できない。また、何回使用したかもチェックされていな

　しlようで、どうやら破れるまで使うようである。手術着、マスクもディスポーザプルのものは

　使っておらず､布製のものを使用後オートクレープ処理して再利用している。手術場の中でも清

　潔･不潔の区別は日本の病院の手術場においてのような厳然としたものはみられなかった。病棟

　であるが､Sub-Regional Hospitalのようなかなり大きな病院でも入院患者が通路に布一枚で寝かさ

　れていたケースがみられた。また、カトマンズの大病院を除けば､建物も採光などにはほとんど

　配慮がみられず､暗くて通気の悪い大部屋の中に大勢の患者やその付き添いがひしめいている光

　景がみられた。医療廃棄物についても、膿を吸い出したシリンジを子供がそのまま手に持って帰

　るなど、全く注意が払われていないようである。
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amda-oic について
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山理科大学大西荘一

　山本先生からamda-oicの紹介文を書いてほしいと依頼されました。会報に紹介させて

頂くには、amda-oicはまだまだ活動が乏しく、どうしようかと思案していましたところ、

平成８年１２月末に岡山県情報ハイウェイ実験に提案していたテーマが承認され、それ

で、ちょうど良い機会なので、このテーマの紹介も含めてお引き受けすることにしまし

た。

　amda-oicとはインターネットのメーリングリスト（ＭＬ）のユーザ名です。このＭＬの

正式アドレスはamda-oic@po.harenet.or.jpです。ＭＬとは、インターネット上の一種の電

子会議のようなもので、amda-oic@…にメールを送ると、そこに登録されているメール・

アドレスすべてに同時に、そのメールが配信されます。この機能により、遠く離れてい

る人たちが、その距離を感じずに意見交換をすることができます。 oicはokayama intemet

club（岡山インターネットクラプ）の略称です。言い換えれば、amda-oicはＡＭＤＡと岡

山インターネットクラブの電子会議室の名称であり、またOICのＡＭＤＡ支援グループの

名称でもあります。ここでは後者とします。

　岡山インターネットクラプ（代表：滝渾輝治）は岡山にインターネットを広めること

を目的に平成８年２月に設立された市民ボランティア団体です｡ＡＭＤＡが情報ボランティ

アを求めているという話が､OICに伝わり、OICの世話人の一人である私もそのことを知

りました。学生たちが世界的なAMDAのホームページの作成に参加できることを誇りに

思い、ＡＭＤＡホームページの作成を通じて自身の技術向上に努力してくれるだろうと考

え、私はボランティア学生によるＡＭＤＡホームページのメンテナンス支援を推進する

ことにしました。これがきっかけでamda-oicができたわけです。

　amda-oicは現在、OIC会員でもある岡山理科大学の北川、浅山、柳、各先生とOIC事務

局の飛岡先生、岸本さんの協力のもとに次のような取り組みをしています。

　（１）ボランティア学生（岡山理科大学インターネット愛好会：略称OUSIC）による

　　　ＡＭＤＡホームページのメンテナンス

　（２）ＡＭＤＡ速報のための電子掲示板の開発

　（３）ＡＭＤＡホームページの遠隔メンテナンス・システムの構築

　（４）ホームページ作成技術検定及びオンライン・テキストの開発

　上記の（１）は少しですが、すでに実行しており、学生たちは技術向上に日々研讃し

ております。（２）は北川先生が試作版を開発済でＡＭＤＡサーバヘの移植を検討中です。

（３）はインターネット・プロバイダーの晴れネットさんの協力のもとにＡＭＤＡと理大メ

ンバーとでシステム作りを進めています。（４）は大西研究室で開発中です。

amda-oicはほんとに微力で、どれほどのことが出来るか心配ですが、ＡＭＤＡの情報発信

のお手伝いをさせていただければ幸いと考えています。このamda-oicの活動をペースに

組織したワーキンググループ（ＷＧ）が先に述べましたように県から承認され岡山県情

報ハイウェイ実験に参加することになりました｡実験テーマぱボランティアによるホー

ムページ作成支援システムの構築”です。

　今後、ますますこのような活動の輪が広がることを期待しております。

‐



第４回ＡＭＤＡ国際医療協力研究会報告
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ＡＭＤＡ国際医療協力研究会大脇　甲哉

●日時:1996年12月.19日（木）」8 : 30～20 : 30　　於：アイオス五反田ビル2F会議室

●報告者：妹尾美樹（AMDAJapazl看護婦）

●報告内容：ＡＭＪ）Ａモザンピーク帰還難民プロジェクト

１）期間

　　帰還難民プロジェクトとして1994年２月より

　　第一次ミッションを派遣、UNHCRと契約を結

　　び9月から本格的に活動開始。現在継続中。

２）概要

　　ガザ州の3つのディストリクトで､建築･医

　　療･水と３つの分野のプロジェクトを同時に進

　　めながら地域保健医療の再建を行った。

　　a）建築プログラム

　　　内戦中に破壊されたヘルスセンター・ヘルスポスト・マタニティーの修復･新築｡1994年度、

　　　6ケ所の修復と3ケ所の新築。1995年度、1ケ所の修復と4ケ所の新築。

　　　b）水プログラム

　　　修復・新築した医療施設の近くに井戸を設置し、住民に井戸のメンテナンス・水の衛生指導

　　　を実施。

　　　1994年度、井戸10ケ所、中央病院の下水道改修（外回り）、1995年度、井戸4ケ所と中央病

　　　院の下水道改修（内回り）、1996年度、設置した井戸のメンテナンス、本格的な住民への衛

　　　生教育プログラムの開始。

　　　c）医療プログラム

　　　１．巡回指導プログラム

　　　２．ワクチンプログラム：自動車のサポート、スタッフの教育、ヘルスポストに冷蔵庫・滅

　　　菌鍋設置

　　　３．医療スタッフの教育プログラム：毎月３日間のセミナーを開催

　　　4.伝統的助産婦の教育プログラム：年間１～２回のセミナーを開催し、分娩介助キットの

　　　供給

　　　５．住民の保健衛生教育プログラム：シアターによる住民への巡回指導

　　　６．コミュニティーヘルスワーカーの養成教育プログラム:1ヶ月間の基礎教育にて養成、医

　　　療スタッフが村での彼等の活動状況を巡回指導する　　　　　　　　　　　　　　　十

　３）問題点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚

　　　a）プロジェクト開始前のプランニング不足一実施期間、最終目標、予算、スタッフなど

　　　b）短期間の調査によるプロジェクトの決定

　　　現地のニーズ、sustainabmty、AMDAとしての能力、再建開発プロジェクトの認識

　　　c）モザンピークの状況、保健制度上の問題

　　　予算不足、医療スタッフの不足、中央の厚生省と地域の結び付きの薄さ

　　　d）コミュニティーレベルでの問題点

　　　住民の医療保健に対する認識不足､食料問題､経済的問題、女性の家事と労働の負担、分散

　　　居住
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INNEDインドネシア出張報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡ事務局　森紀代子

目的:1.ﾔﾔｻﾝｸﾘﾀﾞﾊﾟﾗﾐﾀ(Surakarta):地域保健教育ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ　ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

　　　2.AMDAｲﾝﾄﾞﾈｼｱ(Ujung Pandang):緊急事態対応体制整備ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ　ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

　　　3.姉妹校縁組希望校訪問　4.在インドネシア日本大使館訪問

報告：

１、ヤヤサンクリダパラミタプロジェクトモニタリング

　キリスト教会でのボランティア活動から始まり、1989年にヤヤサンクリダパラミタ設立。人材

開発、保健衛生、収入促進活動、ネットワーク作りの４本の柱を基に活動を展開。

　AMDAとの共同プロジェクトにおいては、保健指導員のトレーニング゛を通してその活性化を

図り、地域保健衛生状態の向上をめざす中で、併せて行政とのネットワークを強化し、緊急事態

対応に向けた基礎体制作りを進めている。フィールド調査では、地域役場、村役場、保健所、ト

イレ建設現場、ハープ園を訪問。どこでも２～３０人の参加者、同行者があり大歓迎を受けた。

私たちの訪問は地域の人々にとって一大イベントであったようだ｡代表のツミリヤント医師は気

さくで地域住民に受け入れられられやすい人柄であり､地域担当者も誠実に活動しているようす

が伺えた。行政役人からもヤヤサンクリダパラミタの活動に対する感謝の言葉が聞かれた。保健

指導員の活動報告がなされたなかで、トイレ建設クレジットについて｢新しいトイレは毎日使っ

ていますか。ローンの支払は苦しくない？｣という私の問いに、｢もちろん使っているわ。支払は

利子が安いし､小額だから大丈夫。ほんとにヤヤサンクリダパラミタがお金を貸してくれたから

トイレが新しくできて良かったわ｡｣という返事｡実際新築された自宅のトイレに案内してくれた

婦人は本当に誇らしげであった。保健所の所長の言葉｢ヤヤサンクリダバラミタの活動を評価し

ています。実は以前行政がトイ'レを支給しなのですが失敗したのです。ヤヤサンクリダパラミタ

はよくやっています｡｣これぞ地域住民と直接対話を交しながら活動をしていく、地域に根差した

草の根ＮＧＯの真髄と感激感激の想いで､懐かしの凸凹道を車にゆられて次の訪問先へ向かった。

　事務所では活動記録も綿密になされており、会計帳簿、購入物品等よく整備されている。

2、AMDAインドネシアプロジェクトモニタリング

　AMDAインドネシアは日本に留学経験があり､医師の数が少々いこの地域において要職につき

中核的に活動している医師が多数を占めている。

　a.AMDAクリニックー内科、外科、脳外科、婦人科、眼科、歯科などからなるクリニック。手

狭なクリニックは夕方患者で溢れていた。患者のうち、１″２割は無料で診療している。

　b.AMDA事務所

会計帳簿、購入物品の確認、マネキンを使って心肺蘇生術の説明を受ける。これらの機材を使っ

て学校、病院などでトレーニングを行っている。

年２回地方を訪問し、児童約５０人に無料で割礼手術を行っている。

　c.Hasanuddin大学訪問

　ＡＭＤＡｲﾝﾄﾞﾈｼｱ代表Tanra医師は、大学院部長、副代表Wahid医師は副学長である。

SAR(Sealx;h And Rescue)活動見学一学生を中心にした２４時間体制の救急隊。平時より、緊急事

態に対応すべく、訓練を行っている。

　d.ライ病院訪問

　ライ患者や小児マヒ患者の機能回復のための整形外科的手術を行っている。

　e.ビジネスミーテイングー一他ローカルNGOs及びAMSA(アジア医学生連絡協議会)を交えて

の会議。フローレス医師のＡＭＤＡに関する説明の後､医学生による活動報告が行われ熱心に質疑

応答が繰り広げられた。ローカルNGOからも姉妹校縁組などに関する質問が寄せられ、ＡＭＤＡ

を中心にした活動の輪が広がりつつある。将来OTIC(岡山国際貢献トピア)のメンバーをAMDA

インドネシアが招待して交流を深めたいという希望があった。
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター便り

一

？

W’

センター東京 〒160　東京都新宿区新宿歌舞伎町郵便局留

�相談03-5285-8088　事務03-5285-8086

FAX　03-5285-8087

対応言語／時間：

　　英語、中国語、スペイン語、

ポルトガル語

ピリピノ語

ペルシヤ語

センター関西

韓国語、タイ語

月～金　9:00～17:00

　月水9:･00～17:00

　　水　9:00～17:00

　火13:00～17:00

〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留

�　06-636-2333　FAX　06-636-2340

対応言語／時間：

　　英語、スペイン語

　　ポルトガル語

月～金

　　金

9:00～17:00

10:00～13:00

＊中国語、ネパール語、ヒンディー語については

　不定期ですので電話でお問い合わせ下さい。

　畢●憚●●●●●●●●●●●●●●●●警

　ボランティア募集

゛S". .・...・･･････････・.゛3j

協力医

　　AMDA国際医療情報センターでは協力して下さる医療機関を探してい

　　ます。

　　外国人を日本人と同様に受け入れようと考え、当センターに協力可

　　能な医療機関からのご連絡をお待ちしております。

通訳ボランティア

　　AMDA国際医療情報センター関西では通訳ボランティアを募集していま

　　す。ポルトガル語・スペイン語・中国語等が話せる方で、週に１度決

　　まった時間に、３時間事務所まで来てお手伝いいただける方は、上記

　　へご遣絡下さい。
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近干|｣紹介：最近読んでおもしろかった本を独断ですが紹介させてもらいます。

　　　　　　　　　　　　　　　(AMDA国際医療情報センター関西/|)

外国人のためのお弁｀

　　　関西生命線（連絡先０６－４４１－９５９５）編集・発行、１２００円

　関西生命線は日本在住の中国語を話す人からの相談を受けています。本書は、寄せら

れた相談の中で目をひいた異国生活への適応問題、特に子供に持たせるお弁当作りを負

担と感じる母親たちのため、３回にわたり開催されたお弁当講習会での経験をもとに書

かれたものです。

　写真入りで、食材毎の弁当の作り方、冷凍食品、飾り切り、海藻・乾物、弁当箱、詰

め方、包み方、調理器具、果ては、調理中の安全チェックや食中毒を出さないための注

意までが、日本語、漢語、英語の３ケ国語で分かり易く説明されているので、お料理の

苦手なあなたの（私の！）お弁当作りの助けになってくれること請け合いです。

　また、食物史家の平野雅章氏の“弁当の歴史”や、日本人の米観等を外国人がどうと

らえているかを知る読み物としても興味深く読めます。

大江戸ボランティア事情

　　　石川英輔・田中優子共著、講談社、定価１７００円

　“『大江戸ボランティア事情』は、ボランティア

運動への関心から書いた本ではない。むしろ、ボラ

ンティアという言葉も運動もなかった社会への強い

関心から書いた本だ。そして、書きながら、ボラン

ティアという言葉も運動もなくなる社会を思い描い

ていた。”と言う書き出しで始まるこの本で紹介さ

れている江戸時代の庶民の生き方は、相互扶助を合

い言葉に、西洋型とは違った方向からの援助を試み

ているAMDAの活動と相通じるところがあるのではな

いでしょうか。

　また、北斎漫画や東海道中膝栗毛と言っただれで

も知っている書物をはじめとする、当時の書物から

転用された挿し絵から、テレビで得た知識とはひと

昧もふた味もちがった、江戸庶民の暮らしをかいま

見ることが出来ます。

“町火消じも江戸時代のボランティア
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に
立
ち
込
め
て
い
る
。
そ
ん
な
劣
悪
な
環

境
の
な
か
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
鎌
田
さ

ん
自
身
も
銃
口
を
突
き
付
け
ら
れ
る
危

険
な
目
に
た
び
た
ぴ
遭
遇
し
て
い
る
。

「
難
民
に
襲
わ
れ
、
自
衛
隊
に
救
い
出
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
救
援
活
動

に
携
わ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
も
、
抵
抗
す
れ
ば

暴
行
を
受
け
る
し
、
殺
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
「
銃
口
よ
り
政
権
が
生
ま
れ
る
」

と
い
う
毛
沢
東
語
録
を
実
感
考
ｆ
’
ら
れ

る
毎
日
で
し
た
」

　
ゴ
マ
か
ら
2
7
㎞
離
れ
た
キ
プ
ン
バ
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
の
医
療
活
動
は
多
忙
を
極

め
た
。

「
１
日
に
４
０
０
人
か
ら
多
い
日
で
は
６

０
０
人
の
患
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
対
す

る
医
師
は
私
を
含
め
て
た
っ
た
の
３
人
。

看
護
婦
が
対
処
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
３
人
で
毎
日
、
虫

歯
か
ら
外
傷
、
妊
娠
、
病
原
性
大
腸
菌
、

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
、
あ
ら
ゆ
る
症
状
を
抱
え

た
２
０
０
人
以
上
の
患
者
を
診
察
し
ま

し
た
」

キ
ブ
ン
バ
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
国
連
高

等
難
民
弁
務
官
事
務
所
が
安
全
の
保
障
が
で
き
る
時
間

帯
と
し
て
推
定
し
た
朝
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
昼
食

抹
き
で
診
療
に
当
た
っ
た
。

ｆ　ｌ

被
災
地
・
神
戸
に

露
呈
し
た
脆
弱
な

社
会
の
実
態

　
ル
ワ
ン
ダ
で
の
活
動
期
間
も
終
わ
り

を
迎
え
1
1
月
末
に
帰
国
。
ほ
っ
と
一
息
つ

い
た
矢
先
、
あ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

起
こ
っ
た
。

　
地
震
発
生
翌
日
の
9
5
年
１
月
1
8
日
、

鎌
田
さ
ん
は
緊
急
出
動
。
そ
し
て
瓦
癩

と
化
し
た
神
戸
で
被
災
者
の
姿
を
見
た

と
き
、
鎌
田
さ
ん
は
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
る
。

「
こ
れ
は
難
民
キ
ャ
ン
プ
と
同
じ
だ
、
い

や
、
人
々
の
心
の
す
さ
み
方
は
そ
れ
以

上
か
も
し
れ
な
い
」

　
家
や
家
族
を
失
い
、
打
ち
ひ
し
が
れ

て
い
る
人
々
が
放
り
出
さ
れ
て
い
る
。
鎌

田
さ
ん
は
戦
後
5
0
年
か
け
て
日
本
人
が

作
り
上
げ
た
社
会
の
脆
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
と
い
う
。

「
思
え
ば
、
銃
弾
の
飛
び
交
う
難
民
キ
ャ

ン
プ
の
方
が
、
あ
の
と
き
の
神
戸
よ
り
も

人
々
の
あ
い
だ
に
助
け
合
い
が
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
ｔ
ア
フ
リ
カ
人

は
政
府
も
警
察
も
軍
隊
も
信
用
し
て
い

な
い
か
わ
り
に
、
肉
親
や
仲
間
ど
４
ｒ
ｙ
の

結
束
が
と
て
も
強
い
。
そ
し
て
彼
等
は
互

い
の
た
め
に
命
懸
け
で
助
け
會
う
。
し
か

し
、
神
戸
で
は
そ
ん
な
光
景
を
見
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
す
」

　
自
分
達
の
社
会
が
こ
の
あ
り
様
な
の

に
、
外
国
に
人
を
助
け
に
行
く
な
ど
、

お
こ
が
ま
し
く
は
な
い
か
？
こ
ん
な
社

会
の
な
か
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と

の
意
味
に
疑
問
を
抱
い
た
ま
ま
鎌
田
さ

ん
は
１
週
間
後
に
帰
京
。
落
胆
、
失
望

の
あ
ま
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
辞
め
よ
う
、

と
ま
で
思
い
詰
め
て
し
ま
う
。

　
そ
ん
な
と
き
、
師
と
仰
い
で
い
た
あ
る

僧
侶
か
ら
’
「
医
者
で
あ
る
君
は
皆
か
ら

。
先
生
“
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
先
生
と

い
う
字
は
「
先
に
生
き
る
」
と
書
く
。
人

の
前
に
立
っ
て
行
動
し
て
こ
そ
、
真
の
先

生
な
の
で
は
な
い
か
」
と
諭
さ
れ
る
。

「
神
戸
で
の
出
来
事
は
誰
に
と
っ
て
も
初

め
て
の
経
験
。
混
乱
は
仕
方
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
そ
の
経

験
か
ら
学
ぶ
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
」
と
鎌

田
さ
ん
。

　
俵
に
そ
の
僧
侶
は
病
気
で
亡
く
な
る
。

そ
し
て
、
お
通
夜
だ
っ
た
ま
さ
に
そ
の
日
、

北
サ
ハ
リ
ン
で
大
地
震
が
発
生
。
師
の
言

葉
を
胸
に
、
鎌
田
さ
ん
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
医
療

チ
ー
ム
集
１
陣
団
長
と
し
て
サ
ハ
リ
ン
ヘ

飛
ん
だ
。

在
留
邦
人
女
性
か
ら

教
え
ら
れ
た

汗
を
流
す
こ
と
の
大
切
さ

　
被
災
地
で
医
療
活
動
に
取
り
組
む
鎌

田
さ
ん
ら
の
も
と
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
第
２
陣

が
訪
れ
る
日
、
空
港
へ
出
迎
え
に
行
っ
た

鎌
田
さ
ん
は
、
ひ
と
り
の
東
洋
系
老
婦

人
か
ら
話
し
掛
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
サ
ハ

リ
ン
に
多
い
と
い
わ
れ
る
韓
国
人
と
思
っ

て
い
た
そ
の
女
性
が
、
実
は
在
留
邦
人

だ
と
知
る
。

「
「
戦
後
以
来
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を

ｒ　ｌ

恥
ず
か
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど

今
回
、
真
っ
先
に
飛
ん
で
来
て
く
れ
た
の

が
、
あ
な
た
か
た
日
本
人
だ
っ
た
。
私
は

今
、
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
誇

ら
し
く
思
い
ま
す
」
と
、
日
本
人
で
あ
る

か
故
に
永
い
間
、
辛
い
目
に
遇
っ
て
き
た

で
あ
ろ
う
彼
女
は
涙
を
流
し
な
が
ら
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
」

　
こ
の
と
き
鎌
田
さ
ん
は
、
救
援
活
動

に
あ
た
っ
て
モ
ノ
や
お
金
を
送
る
だ
け
で

な
く
、
実
際
に
人
間
が
動
く
こ
と
の
大

切
さ
を
痛
感
し
た
と
い
う
。

「
私
達
は
武
器
を
手
に
血
を
流
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
シ
ャ
ベ
ル
や
つ
る
は

し
を
手
に
、
あ
る
い
は
聴
診
器
や
注
射

器
を
持
っ
て
、
汗
だ
っ
た
ら
い
く
ら
で
も

流
す
ζ
と
が
で
き
る
の
で
ｔ
湾
岸
戦
争

の
際
に
１
兆
３
０
０
０
億
円
も
の
お
金

を
出
し
な
が
ら
、
日
本
は
「
サ
ン
キ
ュ
ー
」

の
一
言
も
言
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
目
に
見
え
る
形
で
適
切
な
援
助

を
、
適
切
な
時
に
行
え
ば
、
世
界
は
必

ず
認
め
て
く
れ
る
。
国
際
社
会
は
非
常

に
わ
か
り
や
す
い
の
で
す
」

　
現
在
、
鎌
田
さ
ん
の
関
心
は
も
っ
と
身

近
な
と
こ
ろ
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
鎌

田
さ
ん
が
院
長
を
務
め
る
「
か
ま
た
医

院
」
は
古
い
住
宅
地
の
真
ん
中
に
あ
り
、

お
年
寄
り
の
患
者
が
と
て
も
多
い
。
た

く
さ
ん
の
お
年
寄
り
達
と
毎
日
の
よ
う

に
撞
し
な
が
ら
、
鎌
田
さ
ん
は
高
齢
化

社
会
の
現
実
を
肌
で
感
じ
て
い
る
。

「
高
勧
化
の
問
題
は
、
と
て
も
「
税
金
さ

え
払
え
ば
い
い
」
と
い
う
姿
勢
で
解
決
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
市
民
の
能
動
的
な

協
力
が
不
可
欠
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
行
政
ぐ
る
み
で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
介
護

体
制
」
を
整
え
る
べ
き
。
参
加
し
た
い
と

い
う
市
民
は
少
な
か
ら
ず
い
る
の
で
す

か
ら
」

　
災
害
時
の
効
率
的
な
物
資
の
供
給
シ

ス
テ
ム
を
模
索
す
る
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ス
委
員
会
」
の
委
員
長
、
そ
し
て
災

害
発
生
か
ら
7
2
時
間
以
内
の
効
果
的
な

救
援
活
動
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
「
7
2

時
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
代
表
を
兼
務
す

る
鎌
田
さ
ん
。
そ
の
精
力
的
な
恬
動
に

は
敬
意
を
表
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
、

私
達
は
、
そ
ん
な
鎌
田
さ
ん
に
声
援
を

送
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
の
だ
。
も
は

や
私
達
も
傍
観
者
で
は
い
ら
れ
な
い
の

だ
か
ら
。

「
自
分
は
社
会
の
た
め
に
何
か
で
き
る
の

か
？
」

　
鎌
田
さ
ん
が
自
問
し
た
、
そ
の
最
初

の
問
い
か
け
か
ら
私
達
も
始
め
て
み
よ

う
で
は
な
い
か
。

貸与されたBMWの大きなキーを手に挨拶する鎌田さんの後ろには他

分野での受賞者が董ぷ。
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雑誌「50億」1996.11　から

さまざまな分野で活躍する傑出した若者遭を

捜し出し顕賞するＴＯＹＰ大賞。

その第10回に当たる今年、

れ、

現役のJCメンバーでもある鎌田裕十朗さんに、

その活動の歩みをうかがった。

こ
ど
も
の
漂
に
動
か
さ
れ
、

老
女
の
漢
に
教
え
ら
れ
た

精
力
的
な
緊

展
開
す
る

　
１
９
９
４
年
７
月
、
以
前
か
ら
部
族

間
抗
争
の
絶
え
な
か
っ
た
ア
フ
リ
カ
中
沢

部
の
ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
で
は
内
戦
の
激
化

に
よ
り
大
量
の
難
民
が
発
生
、
彼
等
は

隣
接
国
の
ザ
イ
ー
ル
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
逃

れ
た
。

飛
ぴ
交
う
銃
声
と

漂
う
悪
臭

想
像
を
絶
し
た

難
民
キ
ャ
ン
プ

「
コ
レ
ラ
か
赤
痢
に
冒
さ
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
、
母
親
が
憐
れ
て
い
る
そ
の
横
で
、

ぺ
た
っ
と
座
っ
た
こ
ど
も
が
涙
を
流
し
て

い
る
。
そ
の
泣
き
顔
が
眼
に
焼
き
付
い
て

離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
８
月
始
め
、
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
難
民

キ
ャ
ン
プ
の
惨
状
を
伝
え
る
１
枚
の
写

真
が
、
ひ
と
り
の
日
本
人
医
師
の
心
を

‘・

㎜楷十傭（かまたやすじ●うろうl

1966年1月3¶日差墟－生まれ．日恚大学大学

駿値了．・学憾士.94年la－11員､ルワンダ

鵬麗裁摺医療洒鵬に髪事．95年1月､鵬神･漣

難大鵬甕に１峠るー血裁療匿鵬・診に●加.

24締閥診療と巡回齢療を朽う．回年S員､忿サ

j・I』

事。同年10月、国内民間救援団体ネットワー

ク｢72時間ネットワーク｣代表に就任。ほかに

AMDA(アジア医師達鵬協議会)ロジスティッ

クス委員長、茨城ブロック取手JCに所員する

JCマンでもある。

動
か
し
た
。

　
東
京
都
葛
飾
区
で
病
院
を
経
営
す

る
鎌
田
裕
十
朗
さ
ん
は
、
か
つ
て
大
学

病
院
に
勤
務
す
る
研
究
医
だ
っ
た
。
そ

れ
が
3
0
歳
の
時
、
父
親
の
突
然
の
死
に

よ
っ
て
開
業
医
へ
、
「
象
牙
の
塔
」
か
ら

「
実
社
会
」
に
飛
び
込
む
。
そ
れ
か
ら
８

年
、
夫
、
そ
し
て
父
親
と
な
り
、
社
会
人

１

｡
一ﾄﾞ

ｙ
ｌ

--

４

'･

と
し
て
の
自
信
が
芽

生
え
始
め
、
「
自
分
は

社
会
に
対
し
て
も
っ

と
何
か
で
き
る
の
で

は
な
い
か
」
と
考
え
て

い
た
矢
先
、
ル
ワ
ン
ダ

の
悲
劇
を
知
っ
た
。

「
何
と
か
力
に
な
り

た
い
・
：
」

　
そ
ん
な
と
き
鎌
田

さ
ん
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と

出
会
う
。
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・
鎌
田
裕
十
朗

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

は
１
９
８
４
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
約
１
５
０
０
名
の
会

員
を
擁
す
る
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
世
界
1
8
カ

国
に
支
部
を
置
き
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ

活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
迷
わ
ず
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
入
会
し
た
鎌
田

さ
ん
。
２
ヵ
月
後
の
1
0
月
1
0
日
に
は
、
ザ

イ
ー
ル
共
和
国
ゴ
マ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に

い
た
。

　
す
で
に
国
連
や
自
衛
隊
、
各
国
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
も
入
っ
て
い
る
。
治
安
や
物
資
の
供
給

も
特
に
心
配
し
て
い
な
か
っ
た
鎌
田
さ
ん

を
待
っ
て
い
た
の
は
、
難
民
に
よ
る
物
資

の
収
奪
、
ザ
イ
ー
ル
兵
の
放
つ
銃
声
が
絶

え
な
い
日
常
だ
っ
た
。
い
つ
噴
火
す
る
と

も
わ
か
ら
な
い
溶
岩
台
地
の
上
に
設
営

さ
れ
た
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
人
間
の
体

臭
、
処
理
で
き
な
い
排
泄
物
の
悪
臭
が
常



揚水便り 一岩井くにー

―新天地は「ムシ」の世界一

　読者のみなさん、あけましておめでとうございます、と言いたいところですが、昨年

12月から地域医療学教室の高木先生がＡＭＤＡルワンダプロジェクトで出発し、17日には

なんと！ペルーの日本大使館が占拠されるという事件が起こってしまい､「こりゃお祝い

している場合じゃないんじゃないか？」とお正月は無期延期（年賀状をくださったみな

さんごめんなさい）｡どちらも一日も早く解決してほしいと新聞を眺めて一喜一憂する毎

日です。

　さて、私の新年ですが、今年は荷物運び用台車を押しながら始まりました。といいま

すのは、12月１日付けで地域医療学から医動物学（寄生虫学）へ異動し、オフィスの引っ

越しをしていたためです。とはいうものの、残務整理や新聞コピー、はてはお茶飲みま

で、相変わらず地域医療学教室には毎日額を出しており、まだ異動したことが信じられ

なくなることもしばしばです。医師免許をもらって13年、年もとって36歳、この年に

なって聴診器をピペットに持ち換えることになろうとは予想もしていませんでしたが､新

天地で運だめししてみることにしました。もともと「ムシ」が嫌いではなかった私、実

は学生時代､医動物の先生にまであきれられながら､時間外に描かなくていいプレパラー

トを写生しに通っていた実績があったのを思い出し苦笑しています。幸いにもスタッフ

の先生方のご好意で楽しく過ごさせてもらっており、毎日が新しい発見です。新しい教

室の中心テーマはマラリア、泣く子もだまる（というより死んでしまう）恐ろしい病気、

熱帯熱マラリア原虫が培養できるのも、ハウスダストの元凶、ヒョウヒダニがネズミの

餌で飼えるのも、ここに来て初めて知りました。一般的に医動物学教室は基礎の教室と

されていますが、寄生虫疾患を対象としているため臨床各科と交流があります。 11月に

は救急部でマラリア患者が発生し、夜のマラリア原虫探しで大騒ぎ。翌週は血液科から

回虫が持ち込まれました。教室では「せっかく医学部付属病院にいるのだから」と当番

を決めてどんどんコンサルテーションを受けており、私もいずれコンサルテーション係

りになるはずなのですが、「回虫って雄が雌を抱いてるんですよね」「それは、日本住血

吸虫＊じゃないか？」「髄膜炎をおこすのが東洋毛様線虫**でしたよね」「そりゃ広東住

血線虫***だ！」「じゃ、東洋毛様線虫が服に住むんでしたっけ？」「あほっ！そりゃ東洋

服虫****だ！」というわけでコンサルテーション医への道はけわしそうです、とほほ…。

＊　日本住血吸虫（にほんじゅうけつきゅうちゅう）肝臓の血管（門脈）に住み、肝臓を傷害する。

*･　東洋毛様線虫（とうようもうようせんちゅう）消化管に寄生。寒冷地に多い。

***広東住血線虫（かんとんじゅうけつせんちゅう）本来ネズミの寄生虫。人では髄膜炎をおこす。

****東洋服虫（とうようがんちゅう）イヌの眼に寄生するが人にも寄生することがある。

　　先生方へお願い：寄生虫のいらないのがあったら標本をいただければ助かります。ま

　た、寄生虫でお困りの際にはご一報くだされば、できる範囲で調べます。よろしく！

50　国際医療協力　vol.20　N0.1　1997

ｆ

ｙ’

１

ｆ　ｌ



■12月ボランティア参加者

　　荒武　俊子　　飯島　恵美　　飯田　忠士　　井口　　博　　井口　恵子

　　井上　明美　　井上智香子　　入江　育代　　岩田　和子　　内山　かや

　　大野　　仁　　大原　寛子　　岡田　光史　　岡部　寛之　　尾形　優子

　　金子　弥生　　河原　久子　　北肯　仁美　　久保佐知子　　黒田　純代

　　後藤　豊実　　佐藤　麻美　　清水　利幸　　菅村　裕子　　杉本　　弓

　　田代　寿安　　西山　　裕　　寺坂　真人　　林　　敏子　　服部　　智

　　花田　浩光　　福家　寿樹　　藤井　逸子　　藤田　恒子　　藤原千奈美

　　前原　りか　　三島　貴博　　水野晋太郎　　三井　智史　　三原　洋一

　　村上　美希　　安田　朝里　　矢吹　友理　　山内　明子　　山寄　将臣

　　Francisco Ruiz （Paco）　Lopangina Natalia東京女子大学同窓会岡山支部

　　老人保健施設　すこやか苑　入苑者

　　老人保健施設　すこやか苑デイケア適所者

翻訳ボランティア　池田　澄子　　黒崎　光子　　山本　廣美

累月 EI 櫛そ

１９９７年(平成9年)１月８日　水曜日

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中
国
（
広
島

市
、
新
田
脩
社
長
）
は
七
日
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
を
訪
れ
、
昨
年

末
に
広
島
市
内
で
開
催
し
た
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益

金
七
十
五
万
円
を
燎
っ
た
。

た
街
頭
募
金
の
成
果
で
、
代
表

三
人
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
を
訪

れ
、
菅
波
茂
代
表
に
手
厦
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
昨
年
十
月
に
結

成
。
岡
山
城
周
辺
の
清
掃
奉
仕

な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行

っ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

　
中
国
も
7
5
万
円

rSI¶　1996年(平成８年)１

､.」－j

は
七
日
、
大
地
震
に
見
舞
わ
れ

た
中
国
・
雲
南
雀
へ
の
援
助
資

金
約
八
万
円
を
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部

岡
山
市
檜
津
）
に
贈
っ
た
。

　
昨
年
末
の
京
橋
朝
市
で
集
め

２月 １５日

　　敬称略
一

石川　静子

大北　倣司

小野　高宏

小見山奈美子

竹原　弘記

服部　亮介

本郷　順子

宮脇　久哉

横川　慶三

日曜日

　
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
発

揮
し
よ
う
と
、
生
徒
ら
が
中
心

と
な
っ
て
運
営
す
る
「
第
四
回

東
商
デ
パ
ー
ト
」
＝
写
真
＝
が

十
五
日
、
岡
山
市
東
山
三
丁
目

の
岡
山
東
商
業
高
校
（
千
百
二

十
四
人
、
藤
田
哲
輔
校
長
）
で

開
か
れ
る
。
衣
料
品
店
や
パ
ン

章
な
ど
、
ク
ラ
ス
単
位
の
二
十

八
店
舗
が
並
ぶ
予
定
。
午
前
九

時
四
十
五
分
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
し
て
、
同
十

時
に
開
店
、
午
後
二
時
半
に
閉

店
す
る
。

　
生
徒
た
ち
は
店
長
を
は
じ

め
、
営
業
課
や
経
理
課
、
サ
ー

ビ
ス
扉
な
ど
を
担
当
。
商
品
仕

入
れ
で
は
、
実
際
の
企
業
や
店

と
数
量
や
値
段
を
交
渉
。
広
告

の
出
し
方
な
ど
も
体
験
し
て
き

「
東
商
デ
パ
ー
ト
」
が
き
ょ
う
開
店

正
月
用
品
も
並
ぶ
生
徒
た
ち
の
店

た
。
値
段
は
市
価
の
一
割
か

ら
二
割
ほ
ど
安
く
、
利
益
は
ほ

と
ん
ど
出
そ
う
に
な
い
と
い

う
。
　
正
月
前
と
あ
っ
て
、
海
産
物

や
も
ち
を
売
る
店
の
ほ
か
、
生

徒
会
が
生
徒
や
教
師
な
ど
か
ら

集
め
た
古
本
を
販
一
に
）
、
売
り

上
げ
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
）
に
寄
付
す

る
。
県
内
の
福
祉
施
設
で
作
ら

れ
た
備
前
焼
や
小
物
、
廃
抽
せ

っ
け
ん
な
ど
を
販
売
す
る
「
福

祉
の
店
」
も
あ
る
。

　
ま
た
、
邑
久
郡
邑
久
町
の
ハ

R導- 　　　學斤

-

月･1“i

ン
セ
ン
病
療
養
所
「
長
島
受
生

菌
」
と
「
邑
久
光
明
園
」
か
ら

Ｉ
約
六
十
人
を
招
き
、
生
徒
と
交

一

流
す
る
。

‾｀●“ '

fい
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ボラご.子ィ？・りしー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡ　ＣＬＵＢ関東岩岸　徹

はじめてＡＭＤＡ岡山本部を訪れてからほぼ一年、ＡＭＤＡ ＣＬＵＢ関東を

設立してから十ヵ月になった。 ＡＭＤＡを訪れたのは、当時友人の中野浩二君

と私が企画していた中国雲南省大地震支援写真展を開催するための､写真提供

依頼が目的だった。その際､私たちも今後はＡＭＤＡでボランティアをしたい

との希望を告げた。加えて「ボランティアに興味がある友だちに呼びかけて、

ＡＭＤＡを支援するグループをつくってみてもいいでしょうか｡」と聞いたとこ

ろ二つ返事で了承をいただき、とんとん拍子でＡＭＤＡ ＣＬＵＢ設立となっ

た。現在、中野君がＡＭＤＡ ＣＬＵＢ関西を受け持ち、私が関東を受け持っ

ている。５月に設立した時は三名からのスタートだったが､現在は大学生はも

ちろんのこと、高校生や看護学校生など十五名の学生が参加している。

　ＡＭＤＡ ＣＬＵＢ関東の主な活動は、ＡＭＤＡの広報写真展の開催である

がその他にＡＭＤＡ防災訓練への参加､国際協力フェスティバルでのブース運

営、日本国際保健医療学生フォーラムヘの分科会参加等がある。最近では三鷹

市国際交流協会との事業共催（企画・ＡＭＤＡ ＣＬＵＢ関東開催・三鷹市国

際交流協会）による写真展を関催したぱかりだ。このように、さまざまな場所

に行ってボランティア活動をしているとたくさんの人と知り合うことができる。

クラプ員にクラブに参加して最も良かった点を尋ねても「大勢の人と出会える

こと」との答が真っ先に返ってくる。私たちが知り合った人々は、ＡＭＤＡ職

員の方はもとより防災訓練では医師と看護婦の方々、さらに国際協カフェス

ティバルではＭＳＦやシェア、アイセックの学生と幅広い。このような大勢の

人々の中で特にＡＭＤＡＣＬＵＢ関東どなかよじになったのは、バングラ

デシュでＮＧＯに参加し、現在日本に働きに来られているＩＡＭＡＬ ＫＡＨＮ氏で

ある。 IAMAL氏は私たちが最初に企画した写真展を見に来られて､バングラデ

シュ大洪水写真パネルを見て感涙され､私たちを激励して下さった人物だ。そ

の後も何度か写真展を見に来られたり一緒に食事をしたりと交流が続いている。

ＡＭＤＡＣＬＵＢはこのような大勢の知り合いに支えられて活動している。毎

回、クラプ員と企画を考えるとき、「次はどんな人と出会えるだろう」と、ボラ

ンティア活動と同じくらいさまざまな人々との“出会い”を楽しみにしている。

玉高南小学校人権文化祭につきましては､心強いご支援を頂き有り難うござい

ました｡子供たちは人権文化祭終了後も活動を続け、ユニセフのHand in Hand、

AMDA年末募金への参加、「地球環境見直し委員会」の立ち上げ等を行って

います。今後とも本校の取り組みにご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉敷市立玉高南小学校
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１月１７日９年）

Ri診-

１９９７年(平成

、＿Lj月lrl學斤Ｒ壽r､．．Ｌｊ

１９９７年(羊成9年)１月７日　　火曜日

　
　
　
　
　
一
・
’

民
間
医
療
防
災
の

全
国
シ
ス
テ
ム
を

東
京
で
初
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
阪
神
大
震
災
か
ら
二
年
と
な

る
の
を
機
に
、
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
岡
山

市
檜
津
）
な
ど
は
十
六
日
、
「
第

一
回
民
間
医
療
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
東
京
都
内
で
開
き
、
民

ＡＭＤＡなど

ｔ

零ﾚ･･ﾚ･･I。

間
か
ら
の
全
国
的
な
災
害
医
療

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
奮
日
指
し
、

医
療
関
係
を
は
じ
め
物
資
輸

　　ﾉISllIII

火曜日

､_Ｌ四導r　　　　學斤

　１９９７年(平成９年)１月１４日

方
針
を
決
め
た
。

　
航
空
関
係
者
か
ら
は
、
七
年

の
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
地
震
の

際
に
岡
山
空
港
か
ら
被
災
地
に

救
援
物
資
を
空
輸
し
た
経
験
を

踏
ま
え
、
「
救
援
物
資
を
空
輸

ｆす
る
体
制
を
整
え
た
拠
点
と

な
る
空
港
を
全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク

別
に
平
時
か
ら
確
保
し
て
お
く

べ
き
だ
」
と
の
提
案
が
出
さ
れ

た
。
　
こ
の
ほ
か
、
歯
科
医
師
や
通

信
会
社
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
協
力
の
申
し
出
が
あ

り
、
各
分
野
の
連
携
を
図
り
、

総
合
的
に
取
り
組
む
方
針
を
確

認
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
昨
年
神
戸
市

で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
全
日
本
病
院
協

会
な
ど
が
結
成
し
た
緊
急
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
に
、
よ
り

広
い
分
野
の
連
携
を
進
め
る
た

め
に
開
か
れ
た
。

勁
医
療
チ
ー
ム
派
遣

　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
岡
山
市
檜

津
）
は
十
三
日
、
日
本
海
で
の

ロ
シ
ア
船
籍
タ
ン
カ
ー
重
油
流

出
事
故
で
、
重
油
回
収
作
業
に

当
た
っ
て
い
る
作
業
員
ら
の
健

康
管
理
を
目
的
に
、
医
療
チ
ー

ム
を
福
井
県
・
三
国
町
に
派
遣

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
派
遣
さ
れ
る
の
は
、
山
本
秀

樹
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
副
代
表
（
岡
山
市
）

ら
三
人
。
十
四
日
夜
に
現
地
入

り
、
十
五
日
に
仮
設
診
療
所
を

Ｅ
国
町
内
に
設
け
、
作
業
員
の

健
康
調
査
や
健
康
指
導
を
行

う
。
重
油
が
毒
性
の
あ
る
有
機

化
合
物
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
作
業
員
の
健
康
状
態
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和

四
十
九
年
に
起
き
た
倉
敷
市
・

水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
の
重
油

流
出
事
故
の
処
理
に
あ
た
っ
た

岡
山
大
医
学
部
公
衆
衛
生
学
講

座
の
協
力
を
得
て
環
境
調
査
も

計
画
し
て
い
る
。
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マ
レ
ー
シ
ア
水
害

医
師
２
人
を
派
遣

　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

‘
死
亡
、
約
二
千
三
百
人
が
被
災
．

下
痢
と
上
気
道
炎
が
ま
ん
延
し

て
い
る
と
い
う
。
二
人
の
医
師

は
い
ず
れ
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

ア
リ
ア
箭
Ｌ
雷
雲
回
漕
順
に
ぷ
ぶ
い

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
岡
山
市
芦

津
）
は
六
日
ま
で
に
、
集
中
豪

雨
に
よ
っ
て
洪
水
が
発
生
し
て

い
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
州
ク

ニ
ン
ガ
ウ
周
辺
で
医
療
援
助
を

行
う
た
め
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
支
部
か
ら
医
師
二
人
を

派
遣
し
た
。

　
同
地
域
で
は
、
昨
年
十
二
月

末
の
集
中
豪
雨
で
約
二
百
人
が

て
Ｅ
日
に
被
災
蛙
入
り
。
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
一
日
約
四
百
人
の

診
療
に
当
た
っ
て
い
る
。

５
０
－
２
－
４
０
７
０
９

（
通
信
欄
に
マ
レ
ー
シ
ア
洪
水

と
明
記
）
で
救
援
活
動
の
た
め

の
募
金
を
受
け
付
け
て
い
る
。

-



事務回梗り　　　事務局片山新子

J蝉ﾌﾟ
　ちょっと遅くなりましたが・・。

　　　　　　　　　　　新春のお慶びを申し上げます。

　１９９７年がはじまりました。

　昨年の秋の暮れからルワンダ難民の帰還がはじまって、事務局は已然慌ただしい状態です。

年末に大掃除をしたものの、年が明けて数日で乱雑な事務所となってしまった‥・

１月１４日にはタンカー重油流出事故救援の為､メンバーが福井県三国町に駆けつけ活動を行い

ました。

現在も定期的な活動が行われています。

ＡＭ£）Ａホームページ

　さて年末にＡＭＤＡホームベージ（wx¥x¥.anlda.orjp）のレイアウトを新年に向け（？）一新し

ました。

　岡山理科大学インターネット愛好会のメンバーが中心となってレイアウトや技術協力をしてく

れました。

１６日にはＡＭＤＡブラジル代表の秋山先生が本部を訪問｡プロジェクトの話以外に今後ＡＭＤ

Ａのホームページをどうしていくかという提案を色々頂きました。

ＡＭＤＡブラジルのホームページ（w-gMI.anldabrazil.org/）もどうぞご覧下さい。

今年はＡＭＤＡの支部､プロジェクトの報告をタイムリーかつ内容も充実していきたいと考えて

います。

　もし、会員の皆さんの中でご興味、アイデアがございましたら、ご一報下さい。

私個人的な意見としては､例えば会員紹介のページを盛り込んで､広く意見交換の場を作ったら、

情報発信だけでなく、ネットワーキングとなって楽しいだろうなあ‥・と考えています。

ＡＭＤＡのホームページ作成には井上恭子さんが週に数回､会社が終わった後に来てくれてます。

髪のながあい、ステキな方で、お陰で理大の男子学生諸君も喜んで（？）事務所に来てくれます

（笑）。

使用済みテレフォンカード＆

書き損じハガキ回収協力の

お願い！！

　昨年より会員の方々や一般の方に使用

済みテレカと書き損じハガキを送って頂

き、それを換金し途上国の子どもたちへ

の予防接種等に役立てています。(詳しい

集計とご協力下さった方々についてはあ

らためてご報告します｡)

学校のクラスごとで集めたり、会社、グ

ループで集めてくれて送って下ってます。

もちろん個人でも大歓迎です。ご協力お

願いします。

神奈川県小田原城東高校生からの文房具を

受け取って喜ぶルワンダのピュンバギスナ

センターの子どもたち

　　　　　　　　　　　　　23ページに関連記事
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　ヽ　　・・回゛‘７Ｇ ＥＥ弓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　’　ｓ　昭　ａ　ｉ　　　ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ

ｉ　　　　　　　　以下の方々にご協力いただいています。ありがとうございます。（順不同敬称略）　　　　　　　ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ］］］　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に柵芦襟摺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

個人　　佐藤光子ヽ坂田　豪ヽ川上真史ヽ伊藤真由美ヽ佐豊美樹ヽ大多和　清美ヽ申　康守ヽ大字　明ヽそ野　勝巳ヽ　　｜

後塵　成子、奥山　崖雄、山名　克巳、秋田　美乃枝、宮本　明、岩測　千利、井上　美由紀、福田　守宏、浜　京子、

森　明男、佐藤　昌子、黒沢　忠彦、高木　史江、吉村　菓穂子、石橋　美奈子、若林　頒男、渡辺　敦子、林　和生、

苅野　貞、日下　喬史、田口　裳子、飴野　孝志、野尻　京子、JII勝　准一、加藤　和子、川島　正久、飯田　鴻子、

矢代　静枝、田中　豊子、野口　幸子、竹内　七郎、高倉　泰夫、宮崎　朋子、斎藤　茂雄、水上　秀美、太田　茂樹、

岡本　千草、藤田　京子、江本　千代子、池上　郁枝、町田　房枝、大本　紀美枝、余田　芳一、前田　尚子、豊福　義一、

土井　利夫、伊藤　誠基、長尾　淑子、菅野　真美、平井　敬一、富岡　宏乃、鶴田光子、新倉美佐子、岡島隆子、佐藤信代、

松井　真、ｼﾞﾙｼ’ヱｲ17゛ｿy

団体　日本聖公会東京教区、聖アンデレ教会、三光教会、聖パウロ教会、聖テモテ教会、神田キリスト教会、浅草聖ヨハネ教会、

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　㎜　■　ミ　’゜･ﾐふｰ-・　　・ ･-s･･s-●--●ﾐ－J●●I･-●-　-･--J-－　●I●--S九葛飾茨十字教会、聖ルカ教会、東京聖十字教会、小金井聖公会、神愛教会、立教学院諸聖徒礼拝堂、東京聖マリヤ教会、

目白聖公会、聖マルコ教会、藤田クリニック（東京）、高岡クリニック（東京）、住友海上火災保険（株）、興和新凛（株）、

三共（株）、グラクソ三共（株）、第一電工（株）、小林国際クリニック募金箱、いずみの会、（株）リプロ、土屋眼科医院募金箱

（山梨）、耳鼻咽喉科早川医院（神奈川）、仁愛医院募金箱（埼玉）、高岡クリニック募金箱、（株）エス・オー・エス・ジャパン、

サンタ・マリア・スクール、（有）フラワーオート、なごや国際崖婦人科・内科（愛知）　（お名前を掲載しない方３０件）

大同生命厚生事業団（地域保健福祉研究助成）、（財）電気通信普及財団（福祉、文化事業援助金）

一

ご寄付のお願い　当センターは寄付などにより運営されています。おいくらからでも結構です。

　ご支援よろしくお願い申し上げます。

会員募集　精神的、経済的に援助して下さる会員の方を募集しております。

　　酋センターはＡＭＤＡ（本部肩山）とは会計が屑のため、独立した会－劃度を設けております。

　　j4MZM～顛の兪鳶でばございまぜぶので、右犀､-えのないよう右－いいたじます。

　会費：個人会員　10　6､000円　／　団体会員１口20､000円

　　　　学生会員（高校、大学、専門学校生）　10　2､000円

　　　　ｼﾞｭﾆｱ会員（中学生以下）　　　　　　　10　1､000円

　４月より翌年３月までを１年間とする。何口でもけっこうです。

広告募集年間12万円

以上詳細はセンター束京（03-5285-8086）までお問い合わせ下さい。ご協力をお待ちしております。

郵便振替ｔ００１８０－２－１６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

銀行口座（広告料のみ）：さくら銀行桜新町支店普通５３８５７１６

　　　　　　　　　　　　　口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　所長　小林米幸

　フヲ７－オーみ

一

i:10WER AUI10
　　　　日本全国引取り納車ＯＫ

新車中古車販売・車検・修理・板金・保険

自動車のことならお気軽に、御相談下さい。

神奈川県藤沢市片瀬376 TEL 0466-26-7744
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　　昏昏昏昏昏　好評発売中　昏昏昏昏昏

　　「１１ケ国語診察補助表」

　　gケ国語対応「服薬指導の本」

　　各5,000円（送料別）

お申し込みは：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

東京事務局雲03-5285-8086

一一一一



内科（老人科） 理学診療科

社団慶成会lll慶友病院
〒１９８東京都青梅市大門1－681番地

●入院のお問い合せ－TEL.0428(24)3020(代表)

　　　　院長大　塚　宣　夫

ｅ 大鵬薬品工業株式会社

〒101東京都千代田区神田錦町1-27

外科　整形外科　形成外科　脳神経外科

肛門科　内科　泌尿器科

　｡｡!皿!,。　随臥回　慶泉会　ili

町谷原病院

〒194剱鶴田糾阻523　　酋0427-95-1668

有限会社

サリー薬局

エリー薬局

マリー薬局

十宇路薬局

セリー薬局

アミー薬局

マオー薬局

都商会

　　産婦人科　　　　心療内科ＯＢ／ＧＹＮ／ＰＹＣＨＯＴＨＥＲＡＰＹ

　　　　伊鮭木クリニック

　　　　ISEZAKIWO圖EN’SCLINIC

尋２３１横浜市中区伊勢佐木町３ -１０７

　　　　Ｋビル伊勢佐木２階
　　ａ０４５（２５１）８６２２

内科・理学診療科

福川内科
クリニック

ぶ賑知瓦｡。

　１蚕二謳と

）＠永生病院ｲﾏｼﾞﾝ12月ｫｰｱﾌ

゛Ｊﾏ.rR昌ご二ご

｡Å

�214川崎市多摩区宿河原2-31-3

　　　昔044-933-0207

�214川崎市多摩区菅6-13-4

　　　　昔044-945-7007

唇214川崎市多摩区南生田7-20-2

　　　　S044-900-2170

唇211川崎市中原区小杉御殿町２-９６

　　　　ａ０４４-７２２-１１５６

尋216川崎市宮前区有馬5-18-22

　　　　a044-854-9131

唇242大和市西鶴間3-5-6-114

　　　　S0462-64-938 1

唇242大和市中央５-４-２４ Ｓ０４６２-６３－１６１

お
手
本
は
、

自
然
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
．
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-
IIE。

いちい書房の家庭医学書

聾

診療時間：　平日

雲

彰
６
ｍ
ｎ

訟

休診日
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ＷＥ　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＹＯＵ

全世界への格安国際航空券手配と販売

対応言語､英語､ｽﾍﾟｲﾝ語､ﾀｶﾞﾛｸﾞ語､タイ語､韓国語､ﾍﾞﾝｶﾞﾙ語、
ヒンデぞ一語、ウルドウ語、マレー語、インドネシア語、北京丿

上海忌、広東語、厦建語、客家認、ペルシア語、ミャンマー語、

へ

●

●

･　　　　　　　　　　

ニ　
|

,

|

佃102東京都千代田区紀尾井町3-12

　　　　　　　　　　　紀尾井町゛。

酋03(3238)2700(代表)

W　了ラカン語、フランス語、日本語、２２言語に及ぶ

　　縮合受付ｓＯ３-３３４０-６７４５　　。･　Ａ!Ｘ

クロス新宿フライトセンター

血

:;琵

　　　　　　　　一般旅行業第835号　　ぎm｡J｡､4､1･･､･･
　●　　　　　　　　　　　　　･㎜-I■･-=･-〃･=-四－　　　='1 '･ﾑ.ﾐ'Z'2〒ISO東東部新宿区西新宿1-IH山手新宿ピル２Ｆ　　“゜“ｌ

航空券はアクロスヘ医療相談は．ＡＭＤ

循環器科・内科・心臓血管外科

ＪｉＬ　医療法人社団znl

北光循環器病院
　　院･長　太田茂樹

〒065札幌市東区北27条東8丁目

TEI.01 1 一一722-11 33 FAX 01 1 -722-0501

4･消化器科・外科・小児科条

Kobayashi　lnternationa1　Clinic

　　　　　　　　小林國際医院

月曜日～金曜日

9:15～1 2 :00 / 14:00 ～17:00

　土曜日

9:15～13:00

水曜日、、日曜日、祝祭日

０４６２－６３－１３８０

　神奈川県大和市西鶴間3-5-6-110

　　　　小田急江ﾉ腸線・鶴間駅下車徒歩４分



●●

●･●

ご・案・内

　　　おかやま

　国際協力市民講座

第１回２月７日（金）

　「国際協力とJICA」

　鈴木宏高

第２回２月14日（金）

　「国際協力の現場から」

　－JICA専門家としての医療協力

　金紋泰弘

第３回２月21日（金）

　「青年海外協力隊に参加して」

　大西淳一

第４回２月28日（金）

　「国際協力とNGOの役割」

　－AMDAの場合

　近藤祐次

●18 : 00～20 : 00

●岡山国際交流センター３階

◆問い合わせ岡山県国際交流協会

TEL 086-256-2917 ・2231 （石田）

平成９年度　長崎大学熱帯医学研究所

　　熱帯医学研修課程研修生募集

１、研修の目的

　　熱帯医学の研究又は熱帯地での医療､衛生管理の実際に従事しようとする

　　者に､熱帯に対する正しい認識を与え､広く熱帯地における医学的諸問題

　　について､現代科学に基づく基礎知識の充実をはかり、その応用に必要な

　　技術の研修を行うことを目的とする。

２、募集人数

　　１０名

３、研修期間

　　平成９年６月２日（月）から８月２９日（金）の３ヵ月間

４、募集期間

　　平成９年１月２３日（木）から３月５日まで

５、問合せ先（応募資格・出願手続・その他に関しましては下記まで）

　　長崎市坂本１丁目１２番４号（〒８５２）

　　長崎大学熱帯医学研究所　共同利用係

　　電話０９５８－４９－７８０７
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